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文

埋蔵文化財は、私達の祖先より永く培われてきた貴重な歴史的財産であります。私

達はそれらを正しく理解し、文化財保護法の理念に基づき活用し、そして後世に伝え

ていかなければなりません。

しかしながら、埋蔵文化財は近年の増大する大規模な開発等によりきびしい状況に

おかれています。その中で、埋蔵文化財の保護と各種開発事業の調整をはかるために、

遺跡の性格・所在地・範囲を正確に示すことが必要であることはいうまでもありませ

ん。

当教育委員会では、国庫補助金の交付を受けて昭和52年以来遺跡の分布調査を実施

しているところでありますが、現在確認されている遺跡数は1万余箇所にも上ります。

これらの遺跡の周知徹底を図る必要があるとともに、開発事業との調整の中で発掘調

査を行った記録や遺跡の範囲・内容確認を目的とした試掘調査の記録を明らかにする

ことが必要であると考え、平成元年度より報告書を作成しております。

本報告書は、平成9年度に実施した県内遺跡の発掘調査・試掘調査・分布調査の成

果をまとめたものであります。本報告書の活用により、文化財の保護に資するところ

があれば幸Jリこ存じます。

調査の実施と報告書の作成にあたり、関係各位からご協力・ご指導を賜りましたこ

とに対し心より感謝申し上げます。

平成10年3月

岩手県教育委員会

教育長 納屋 正勝



例

1本書は、岩手県教育委員会が平成9年度に実施した県内遺跡発掘調査事業に係る調査結果の概要報告で

ある。なお、本事業は国庫補助金の交付を受けて実施したものである。

2 本事業は、岩手県教育委員会が調査主体となり、県立埋蔵文化財センター及び関係市町村教育委員会の

協力を得て実施した。

3 遺跡位置図は国土地理院発行の1/25,000地形図を原図に、原寸大を原則とし、遺構及びトレンチ配置図

は、各事業所より入手したl/1,000地形図を原図として掲載した。

4 発掘調査については、概略を記した。

5 試掘調査に係る遺跡の推定範囲についてはアミで示し、試掘溝は実線で示した。

6 遺跡の名称については、分布調査は遺跡コード番号を主とし、すでに遺跡名のつけられているものにつ

いては遺跡名も併記した。発掘調査・試掘調査については遺跡名を主とした。

7 本事業の調査、整理、報告書編集等は岩手県教育委員会事務局文化課の佐々木勝主任文化財主査、佐藤

嘉広主任、鈴木徹文化財調査員、佐々木務文化財調査員が担当した。なお、整理については下記の方々の

ご協力をいただいた。

㈱岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター、桑野真里、鈴木見誌、小沢連子、安藤稀環子

8 本事業の記録及び出土品は、岩手県教育委員会事務局文化課が保管している。
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中山間地域総合整備事業浜田川地区

県営畜産環境整備事業奥羽北部地区盆花平1号線
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一般県道盛岡鴛宿縁交通安全施設整備事業
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県道二戸軽米線道路改良平地区

車両大型化対策橋梁整備事業蒔田橋工区

広域農道整備事業胆沢南部

Ⅳ 柳之御所遺跡

県単急傾斜地崩壊防止対策事業宇洞地区

県営畜産環境整備事業奥羽北部地区両沼清水線

担い手育成基盤整備事業三照地区

中山間地域総合整備事業鱒沢地区
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中山間地域総合整備事業新渡戸地区

一般国道397号江刺伊手地区道路改良

一般国道342号道路改築事業

中山間地域総合整備事業新渡戸地区

一般河川広瀬川局部改良工事

県際交流促進道路整備事業手倉森工区

担い手育成基盤整備事業二子地区

主要地方道盛岡横手線湯本地区道路整備事業

主要地方道釜石遠野線桶野地区道路改良

国道281号線元木地区道路改良工事

県際交流促進道路整備事業下野場工区

緊急地方道整備事業長瀬橋下部工工事

一般県道宮古山田線石峠地区道路改良

御所湖広域公園ファミリーランド東部地区整備

地方特定道路整備事業花巻北上線黒岩地区

担い手育成基盤整備事業湯本第四地区

主要地方道一関北上線立花地区

広瀬川広域河川改修事業A

山本川荒廃砂防事業

重王堂沢荒廃砂防事業

急傾斜地崩壊対策事業

畑地帯総合整備事業藤崎地区

盛岡広域都市計画道路津志田白沢線中村地区

県単河川改良事業

広域農道整備事業二戸地区

急傾斜地崩壊対策事業

主要地方道軽米種市線荒屋敷、館野地区道路改良

久慈川筋川井地区県単河川改良

新幹線関連道路整備事業宮沢工区

荒廃砂防事業





I 発掘調査





1担い手育成基盤整備事業真城地区関連調査

真城落合遺跡(N E36-0376)

所在地:水沢市真城字落合地内

事業者:岩手県水沢地方振興局胆江上地改良事業所

調査期日:平成9年3月3日一3月21日(15日間)

真城落合遺跡は北上川中流域の微高地に立地し、標高

は37mほどで、周辺の低湿地との比高は1mほどである。

遺跡中心部を大深沢川が東流しているが、これは河川改

修による流路の変更によるものであり、遺跡範囲は河川

を挟んで広がる。今回の調査は河川の付け替えに伴うも

ので河道が第2図のドット部分を横断するため、記録

保存を目的とした発掘調査が必要になったものである。 第1図 真城落合遺跡の位置

試掘調査では近世民家跡と考えられる柱穴群と遺物のほ

かに、土師器・須恵器が確認され、平安時代の遺構の所在の可能性も指摘されていた。

調査の結果、多数の柱穴が検出され、その分布は調査区域南側と北側の二カ所に集中した。埋土と遺物の

状況から複数の近世建物跡が所在することが判明した。また、伝承では本調査区域は鍛冶場とされており、

調査区域東端から鉄津の出土も確認された。調査範囲内では鍛冶遺構は確認されなかったが、製鉄関連遺跡

の性格も併せ持っていたものと考えられる。古代の遺構は、近世民家の造成の際に破壊されたものと考えら

れるが、検出された柱穴群の中に古代に属するものが含まれている可能性がある。

遺物lは底部に回転糸切痕のある陶器揺鉢で船上は暗赤褐色、外面に鉄粕が見られ、 19世紀前半のもの

と考えられる。条痕の遺存状況は良好で使用頻度は低かったものと考えられる。遺物2は凝灰岩質の砥石で

両面および右側面と稜線部分にも使用痕跡が認められる。その他の遺物は17世紀前半、 18世紀、 19世紀前半

の陶磁器が検出されている。 P131から、 18世紀の瀬戸美濃が検出されており、 2号掘立柱建物跡(古期)は

第2図 真城落合遺跡調査区位置図
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第4図の2 真城落合遺跡遺構埋土断面

第1号掘立柱建物跡は南東コーナー部分が検出されたのみであり、建物跡を構成する柱穴の多くが調査区

外にわたっているため、その全容については不明である。柱間寸法は、 P223-P229(1.8m)、 P229-P205(1.7

m)、 P205-P230 (1.8m)、 P230-P228 (1.5m)、 P228-P226 (1.6m)、 P226-P227 (2.3m)である。

第2号掘立柱建物跡も一部の検出であり、その全容は明らかではないが、最低2期の変遷が考えられる。

古期の建物跡は桁行8間十α、梁行4間十αであり、上手に3間× 3間の部屋が造られている。東側の柱穴に

ついては一部新期のものと重複する。新期の建物跡は古期のものよりやや東側に偏って構築されており、桁

行10間十α、梁行6間十αの直屋と考えられる。柱間は平均0.9mであり、上手に2間×3間、 3問×3間の

部屋が造られている。古期、所期とも桁行の軸方向はN600Wで、北側に下屋がついている。

第3号掘立柱建物跡は、桁行の軸線を第2号掘立柱建物跡と同一とし、 2号建物と同時期に存在していた

ものと考えられる。桁行3間十α (柱間2.3m)、梁行3間十α (柱間0.9m)で、 P6周辺に焼土が分布して

いる。

いずれの建物跡も、構成する柱穴には柱痕跡が認められるものや、柱材が残存しているものがあり、第2

号、第3号建物跡には柱穴底面に偏平な礫が認められるものもある。また、第l号掘立柱建物跡と第2号掘

立柱建物跡の間の、遺構密度の低い範囲も当時の生活空間の一部を構成していたものと考えられる。

なお、第2号住居南側の遺構空白区域は、詞と立木が所在するため調査が及ばなかった区域である。

第5図 真城落合遺跡出土遺物
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表 真城落合遺跡柱穴一覧

柱穴番号 開口部規模(em) 深さ(cm) 備 考 柱穴番号 開口部規模(。川) 深さ(ぐm) 鵬 考 

l 36×24 20 ブロック状に補色土含む 153 2了×24 43 

? 36×36 22 154 2了×21 53 

3 18×18 40 柱痕跡有り 155 39×こう6 26 

4 24×24 4 浅い 156 55×33 49 

5 30×27 24 15了 30×27 22 

6 48×39 24 158 39×36 14 

7 18×15 159 30×24 18 

8 48×48 24 160 36×30 了9 

9 30×27 18 底面に礫 162 60×54 28 班褐色土斑状に含む 

10 30×27 26 柱痕跡有り 163 45×45 21 

11 15×15 17 164 30×27 26 炭化材含む 

12 30×27 165 」5×39 46 炭化材含む 

13 51×51 166 柱痕跡有り 

16 33×30 46 167 76 柱痕跡有り 

17 21×21 43 168 44 埋め戻し? 

19 36×27 30 柱痕跡有り 169 

20 24×24 43 170 30×24 46 グライ化、粘土質 

21 30×27 28 柱材残存 171 39×30 32 

22 12×12 7 172 30×30 28 

23 33×21 12 173 51×48 22 

24 21×15 16 174 39×39 12 

登5 33×30 24 175 48×42 18 

101 39×39 26 176 こ!6×33 38 

102 21×21 19 17了 33×33 22 

103 36×27 26 178 33×30 18 グライ化、粘土挿 

104 21×21 32 179 30×27 12 

105 39×36 18 180 30×30 22 

106 66×51 36 18l 33×27 36 底面に材残存 

107 45×39 51 182 39×30 16 

108 54×36 47 183 39×30 42 

109 36×36 9 埋士最上部に礫 184 45×42 21 

l10 39×33 22 185 36×33 36 柱材残存 

l11 54×39 37 186 33×30 53 

112 42×39 23 187 39×30 14 

l13 39×30 22 P114より新 188 60×45 34 

114 45×45 22 189 30×21 26 柱痕跡有り 

115 21×21 40 底面に礫 190 32 柱材残存 

116 54×51 34 底面に礫 191 48×45 34 柱材残存 

117 54×45 18 壇上上部に礫 192 51×3こう 18 

118 36×33 32 底面に礫 193 33×27 30 

119 51×51 24 壇上上部に礫 195 27×21 9 

120 30×30 28 196 39×36 25 

121 60×57 24 201 63×48 15 

122 39×30 45 202 93×90 30 遺物含む 

123 39×36 69 203 150×123 30 酸化鉄多く含む 

124 21×21 48 204 72×60 16 

125 36×34 20 205 60×54 36 柱痕跡有り 

126 57×51 20 210 36×30 32 

127 36×33 30 底面に礫 211 74×66 14 酸化鉄含む 

128 39×36 18 底面に礫 212 39×39 24 柱痕跡有り 

129 33×30 32 213 30×27 20 

130 54×51 60 214 27×21 30 

131 39×39 24 215 21×18 11 粘土質士 

132 45×36 64 培土上部に礫 216 30×27 25 酸化鉄多い 

133 33×30 40 217 36×24 41 酸化鉄多い 

134 27×27 20 底面に礫 218 99×66 16 粘土質シルト、酸化鉄多い 

135 27×27 46 219 99×96 23 

136 24×24 24 220 16 柱痕跡有り 

137 42×39 50 220 111×102 14 

138 48×45 21 221 45×36 11 シルト、相性有り 

139 48×33 58 222 21×21 30 

140 57×42 36 223 21×21 19 

141 33×33 24 底面に礫 224 60×48 36 柱痕跡有り 

1」2 36×33 56 225 69×66 ▲18 柱痕跡有り 

143 21×21 20 226 60×54 24 柱痕跡有り 

144 27×27 26 底面に礫 22了 32 柱痕跡有り 

145 39×36 34 228 54×51 34 

146 42×33 50 229 27×27 30 柱痕跡有り 

147 36×30 31 230 60×54 3・l 柱痕跡有り 

148 42×27 64 232 」5×33 50 

149 42×33 20 231 24×24 26 

150 54×45 16 233 57×57 24 底面に材残存 

151 21×21 32 291 28“ 

152 21×18 41 ー 

---
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2 二級村道川井線川井地区市町村道整備関連調査

大平遺跡(J F46-0153)

所在地;山形村川井第4地割地内

事業者;岩手県久慈地方振興局土木部

調査期日;平成9年11月25日へ26日(2日間)

遺跡は久慈川と遠別川の合流点付近に形成された高位

の河岸段丘及び丘陵から延びる尾根上に立地している。

遺跡から南東方向は、かなりの急傾斜となり遠別川に画

した低い段丘面につながっている。標高252m。

この段丘上及び丘陵屋根上に村道が新設されることか

ら、平成8年度に試掘調査を実施した結果、主として尾

根の頂部付近で縄文時代早期の土器片が確認された。そ

れにより、平成9年度に㈲県埋蔵文化財センターによる

第6図 大平遺跡の位置

1,800誼の本発掘調査が実施された。

ところが、発掘調査着手中に、調査対象地の西側斜面部分に約20J捕まどの民有地のまま道路工事と一体化

して掘削を行う箇所が所在することが判明した。そのため、 ㈱埋文センター及び久慈地方振興局土木部と対

応について協議した。その結果、この部分について、 ㈱埋文センターの新たな調査区として追加することが

困難であるとされたため、やむを得ず当課による緊急の記録保存を実施した。斜面に沿って5箇所のトレン

チを設定し、遺構・遺物の有無を確認した。その結果、 T 3において溝状の落とし穴状遺構が検出された。

底面南側が地山の角礫によって掘り込みが中止されているものである。遺物は出土していない。

多 多†2丁3了‥与〔〕\ 

∴ ∵ 
0 

1 10l-Iく5月(やわらかい)

2 10YR6/」 (やや軟質、ブロック状に地口」が混じる)

第7図 大平遺跡調査区位置図・遺構
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II 試掘調査





1北上川上流改修事業川崎地区築堤工事関連調査

河崎の柵跡擬走地(OEO9-1173)

所在地;東磐井郡川崎村門崎地内

事業者;建設省東北地方建設局岩手工事事務所

調査期日;平成9年12月3日̃5日(3日間)

遺跡は川崎村門崎地内の砂鉄川と北上川の合流点付近

に位置し、両河川に挟まれた自然堤防上に位置している。

遺跡の標高は15へ16mである。この付近は、北上川上流

域で集中豪雨等があった場合、砂鉄川及び千厩川の逆流

によって冠水し、しばしば重大な被害を受けている。遺

跡の立地する自然堤防も、このような冠水が幾度となく

繰り返されて形成されたものと理解できる。

「陸奥話語」天喜5年11月条に登場する安倍氏の城柵
第8図 河崎の柵跡擬定地の位置

のひとつである河崎の柵については、この調査地付近が有力な擬定地とされ、川崎村の村名もこれに由来す

る。しかし、具体的調査が実施されておらず、比定箇所については地元研究者間でも意見が分かれている。

すでに、平成8年度に砂鉄川河口に近い東側地区について調査を実施している。東側地区は、今年度調査

を実施した西側地区より標高が1m前後低いため、ほとんどが水田として利用されている。前回調査では、

西側微高地に近いトレンチから内薫処理された土師器片が1片出土している。

今回の調査は西側地区に加え、東側地区についても地元伝承による運河状遺構等さらに下層遺構面が存在

している可能性があると仮定して、追加調査を実施している(T20へ23)。しかし、これらの調査区では、洪

水による砂層の堆積が複数観察されたものの遺構・遺物の出土はなく、遺跡範囲から除外できる可能性が高

まっている。

一方、西側調査区については、畑地及び宅地として利用されていることから、調査範囲が限定されている。

今回は、主に立ち入り可能な畑地部分について調査の対象としている。 Tlへ5について、自然堤防の最も

高い部分に、 T6、 7を県道脇の北側緩斜面に設定した。

董星田園田田圃四壁田圃

}‾ ‾ 一一
一二≡_しく享/千 十千二二_‾

十二一一一二_二_臆 ∴二喜一’⊥二臆
音容ココ

第9図 河崎の柵跡擬定地調査区位置図
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その結果、現在の耕作上下には比較的近年の洪水による堆積層と考えられる、黄褐色の砂層に濁った褐色

の砂層が互層をなして堆積する(2層)。この層では、ビニル片などが出土する。さらに下層(3層へ5層)

では、 T lへ5のいずれのトレンチでも近世の複数枚の遺構面が検出されている。これらのトレンチで検出

される遺構には、小礫を多数使用し堀方を固定する柱穴列跡や、索堀の掘立柱建物跡などで、建物配置を復

元できるものもある。また、 3層・ 4層上面では、貯蔵穴と考えられる袋状の土抗などが複数検出されてい

る。土抗は、上部が洪水作用により流出している場合もある。これらは、 3̃5層の中でもさらに綱かな上

下差が認められることから、堆積層を詳細に検討することで、建物配置の時間的変遷を追うことが可能であ

ると考えられる。出土遺物は、近世の陶磁器片である。 18世紀から19世紀代のものと考えられる。

T6、 7では、同様に2mほど掘り下げたところにやや粘土質の土壌が確認されている。部分的に褐色を

示すところから遺構の可能性を検討し精査したが、現段階では自然堆積によるものと考えている。また、 T

9-13では、 150cmほど掘り下げたところで、 T l→5同様の陶磁器片及び焼土・炭化物が確認された。

いずれのトレンチでも、 2m付近まで掘り下げた段階で崩落の危険が高くなることから、それ以上の掘り

下げは見合わせている。ただし、以下は現在の北上川の通常の河水面より低くなることから、遺構の所在す

る可能性は極めて低いものと考えられる。

この遺跡については、平成10年度に再度試掘調査を実施する予定である。

- 12
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2 一般国道4号改築事業(平泉バイパス)関連調査

佐野遺跡(NE86-0152)

所在地:西磐井郡平泉町字佐野

事業者:建設省東北地方建設局岩手工事事務所

調査期日:平成10年12月5日

遺跡は平泉町中心部の南方約2kmに位置し、北上川西

岸に広がる低位の河岸段丘上に立地する。標高約24m、

北上川との比高差約4mで、現況は水田・畑地等となっ

ている。

今回の調査は道路建設工事に伴うもので、旧宅地部分

の一部を除きほぼ全域を対象として試掘トレンチを設定

した。調査の結果、一段低いTlへT5付近は、宅地造
第11図 佐野遺跡の位置

成等によって大幅な地形の改変を受けており、遺構・遺

物とも発見されなかった。しかし、隣接するT 6では表土直下に地山の黄褐色上層が確認され、時期不明の

溝ないし土抗が検出されている。なお、 T 7では地山の黄褐色土と褐色土の混塊土層が確認されており、住

宅建築・撤去等に伴い削平等を受けている可能性が強い。

T 8では表土下に厚さ10へ40c皿の撹乱層が観察される箇所も認められるが、南北に延びる溝や小規模な土

坑類が検出されている。 (平成10年度本調査予定)

十臆†≒二重



3 一般国道4号改築事業(平泉バイパス)関連調査

二日町II遺跡(NE86鵜0120)

所在地:西磐井郡平泉町字三日町

事業者:建設省東北地方建設局岩手工事事務所

調査期日:平成10年11月27日・28日(2日間)

遺跡は平泉町中心部の南方約l.5kmに位置し、佐野遺跡

とほぼ接している。北上川西岸に広がる低位の河岸段丘

上に立地し、標高約22m、北上川との比高差約2mで、

現況は水田・宅地等となっている。

調査は道路建設工事に伴うものでほぼ全域を対象と

して試掘トレンチを設定した。調査の結果、開田によっ

て削平されているTl ・ T2付近では表土直下に地山の
第13図 三日町II遺跡の位置

黄褐色上層が確認され、うちT 2からは小規模な竪穴状

遺構、溝ないし土抗が検出されている。また、 T3へT5では住宅建築に伴う40cm前後の盛土層(地山の黄

褐色土を基本とする混塊上層)が認められ、 T3からは溝ないし土抗、 T4からは焼土、 T5からは平安時

代土師器の細片が出土しているほか、時期不明の柱穴が検出されている。

T 6-T20からは遺構・遺物とも発見できなかった。 T 6へT12付近では安定した地山の黄褐色上層を確

認できたが、 T13̃T20付近は宅地造成等に伴う大幅な地形の改変が行われており、 30へ70cmに及ぶ撹乱層

が随所で観察された。 (平成10年度本調査予定)

第14図 三日町II遺跡調査区位置図
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4 一般国道4号水沢東バイパス事業関連調査

惣前町遺跡(NE17-1026)

所在地:水沢市佐倉河字惣前町地内

事業者:建設省東北地方建設局岩手工事事務所

調査期日:平成9年11月12日

遺跡は水沢市佐倉河地内にあり、北上川西岸の沖積地

中の微高地上に立地している。遺跡の標高は38m前後で

ある。

今回の調査範囲に隣接する北側については既に試掘調

査が行われ、その際は埋蔵文化財は確認されなかった。

今回の調査では、事業予定地内に5箇所の試掘トレンチ

を設定している。その結果、 T4で耕作土直下から縄文
第15図 惣前町遺跡の位置

時代(後・晩期?)の竪穴住居跡と考えられる遺構とT

5で縄文土器の散布が認められた。はっきりとは確認できなかったが、何らかの遺構が存在する可能性があ

る。 T4の北側についても縄文土器が散布している。

Tlについては、表土の下がすぐ黄褐色の地山になっており、ある程度削平されていると思われる。 T2

は南側の民家の周囲に比べるとやや低くなっており、耕作土の下もすぐにグライ化した青灰色の粘土質の層

が続いている。 Tl ・ 2については埋蔵文化財は確認されていない。

(平成10年度本調査予定)

第16図 惣前町遺跡調査区位置図・出土遺物

「 15
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5 葛般国道4号花巻東バイパス事業関連調査

石持I遺跡(ME16-2117)

所在地:花巻市東宮野目地内

事業者:建設省東北地方建設局岩手工事事務所

調査期日:平成9年11月14・28日(2日間)

遺跡は花巻空港の南側に広がる沖積地中の微高地上に

立地している。遺跡の南側は水路で区切られている。標

高は78m前後である。

今回の調査では二日間に亘って25箇所の試掘トレンチ

を設定している。その結果、平安時代の竪穴住居跡2棟、

縄文時代の陥し穴状遺構2基、時期不明の柱穴状ピット

などが検出されている。
第17図 石持 遺跡の位置

調査対象範囲の南側の水路に近い部分など調査区の一

部は低湿地で比較的最近埋め立てられている。こうした部分では遺構・遺物とも確認されていない。この

南側の緑の部分を除いて調査区のほぼ全域に遺構・遺物が分布している。現況は住宅地となっており、宅地

の造成による撹乱も受けている。 (平成10年度本調査予定)

第18図 石持I遺跡調査区位置図・出土遺物
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6 日の出宿舎新築事業関連調査

日の出町I遺跡(しG24-2003)

所在地;宮古市日の出町地内

事業者;建設省東北地方建設局三陸国道工事事務所

調査期日;平成9年12月1日

遺跡は宮古湾に延びる丘陵裾の北東向き緩斜面に立地

している。標高約100m。北側を国道45号が走るが、地形

的には緩やかな傾斜が続いている。南側は一段高いやや

平坦な部分で、畑地として利用されているが、近年は宅

地化が進行している。

今回の調査は、三陸国道工事事務所職員宿舎建設に伴

うもので、試掘調査を実施した時点で雑物等の除去がな
第19図 日の出町I遺跡の位置

されていた。

調査は、事業地中央に東西に流れる沢地を挟んでその両側にトレンチを設定して実施した。その結果、

T 7では暗褐色のローム質の地山面で小判型の中土坑が検出された。 T 4へ6では、表土下の黒褐色上層中

から胎土に繊維を含む縄文前期土器片及び中期の土器片が少量出土した。 T 8へ10では、表土下に厚い花崗

岩の風化土が堆積し、沢地南側とは土壌の堆積条件が異なっていた。以上より、沢地の南側を中心とする範

囲について本発掘調査が必要であると判断した。 (平成10年度本調査予定)

第20図 日の出町I遺跡調査区位置図・出土遺物

一〇 17
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7 世増ダム建設事業関連調査

長倉VII遺跡(I F63-2150)

所在地:軽米町大字長倉開通仁田久保地内

事業者:東北農政局八戸平原開拓建設事業所

調査期日:平成9年5月19日

遺跡は雪谷月佑岸段丘上に立地しており、標高は115m

前後である。現況は水田であり隣接地を文化振興事業団

埋蔵文化財センターが平成7年度に発掘調査を行ってい

る。

今回の調査は事業の関係であらたに発掘調査が必要に

なった部分で、平成7年度の調査区に隣接する。調査の

結果、調査区の西側については水田造成による大きな削
第21図 長倉Ⅶ遺跡の位置

平が行われており、埋蔵文化財は確認されなかった。東

端付近で平成7年度の調査で確認された遺構の続きが検出された。遺構の平面形はやや崩れた長方形で斜面

の上方には壁がわずかしか認められず下方にのみ確認された。また、床面からは柱穴が2基検出されており、

何らかの上部構造を持つ竪穴状の遺構である。時期・性格ともに不明であるが、縄文時代までは遡らないと

考えられる。

1暗紺色上(10\’I招//3)締り・粘性なし、質料色の小礫を合し
2 黒掲色上(10\’I招//3)締り・粗偉なし、拭褐色の小蝶を多く合し
こう 斑褐色の礫主体、黒褐色上少量含む

第22図 長倉Ⅶ遺跡調査区位置図・遺構
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8 東北横断道釜石秋田線関連調査

似内遺跡(ME16-2299)

所在地:花巻市上似内第10地割地内

事業者:日本道路公団東北支社北上工事事務所

調査期日:平成9年11月26日

似内遺跡はJ R釜石線似内駅の北側にあり、北上川に

よって形成された沖積地の微高地上に立地している。遺

跡の標高は75m前後である。

今回の試掘調査では道路予定地内に9箇所の試掘トレ

ンチを設定し、埋蔵文化財の確認を行なっている。その

結果、調査範囲のほぼ中央を南北に走る道路を挟んだ東

側を中心に平安時代の竪穴住居跡をはじめとする遺構・

遺物が確認された。遺構・遺物は西に向かうにつれて疎

らになっていくが、道路の西側でも確認することができた。

東側ではTl ・ 2 ・ 5で平安時代の竪穴住居跡が3棟検出されている。遺物も比較的多く、この東側が本

遺跡の中心的な部分になると思われる。民家の移転の関係で調査できなかった部分もあるが比較的遺構密度

が高いことが考えられる。検出面は耕作土から黒褐色土を一枚挟んだ3層の褐色土上面である。

西側では、遺構・遺物とも東側に比べて少なく、 T6で焼土遺構が検出されている。遺物も東側に比べる

とかなり少ないが、土師器片が若干表面採集できることや焼土遺構があること、地形的にも連続することな

どから東側から延びる一連の遺跡の範囲内と考えることができる。 (平成10年度本調査予定)

」○○「○○-○-±

第24図 似内遺跡調査区位置図‾・出土遺物
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9 東北横断道釜石秋田線関連調査

高松寺跡(ME27-1104)

所在地:花巻市矢沢字鞍掛地内

事業者:日本道路公団東北支社北上工事事務所

調査期日:平成9年12月8へ9日(2日間)

遺跡はJ R釜石線新花巻駅の南方にあり、北側の小さ

な入江状の沖積地に流れ込む沢を挟んだ両側に広がって

おり、東西両側の丘陵も含んでいる。遺跡の標高は

102へ126mである。

今回の試掘調査では事業予定地内に任意に19箇所の試

掘トレンチを設定している。西側ではT14へ19まで試掘

トレンチを設定しているが遺構・遺物とも確認できな
第25図 高松寺跡の位置

かった。この範囲については遺跡から外して考えて良い

と思われる。その東隣の尾根には両側が土塁状になった尾根筋の道路跡と方形の土塁で囲まれた建物跡が確

認されている。沢を挟んだ東側の尾根でも同様の道の跡が確認されている。寺跡に関連する遺構と思われる。

遺跡の中央の沢付近では遺構・遺物とも確認されなかった。東側の比較的平坦な部分(T lへ4)からは弥

生時代の土器片と剥片が出土している。 (平成10年度本調査予定)

」撥∴二二 0
5c鵬
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第26図 高松寺跡調査区位置図・出土遺物
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10 東北横断道釜石秋田線関連調査

狼沢II遺跡(ME15-1313)

所在地:花巻市西宮野呂地内

事業者:日本道路公団東北支社北上工事事務所

調査期日:平成9年11月25日

狼沢II遺跡は花巻インターの南約2・5kmの位置にあり、

北上川によって形成された沖積地に向かった段丘の緑に

立地している。遺跡のほぼ中央を東西に沢が横切ってい

る。遺跡の標高は95へ97mである。

今回の調査では、事業予定地内に任意に12箇所の試掘

トレンチを設定して埋蔵文化財の状況を確認している。

その結果、沢の北側については遺構・遺物とも確認でき
第27図 狼沢II遺跡の位置

なかった。南側については調査区南端のTllで古代の竪

穴住居跡が検出された。遺物はごく小さな土師器片が1点出土しているのみである。このTll付近は植林さ

れた杉林であるが比較的最近のもので以前は畑として利用されていたと思われる。 T5 ・ 7付近は地山が

露出した状態になっており、遺構等は確認できなかった。 T12周辺は低湿地で遺物等は出土していない。そ

の他の部分は遺構等は検出していないが、 Tllと一続きの地形であり、削平も受けていないため古代の何ら

かの遺構・遺物が存在する可能性がある。 (平成10年度本調査予定)

50鵬ニ



11東北横断自動車道釜石秋田線関連調査

上駒板遺跡(ME27喜2317)

所在地:花巻市上駒板地内

事業者:日本道路公団東北支社北上工事事務所

調査期日:平成9年12月11日一12日、 16日

平成10年2月2日一3日(6日間)

遺跡は、北上山地内の小河川沿いに開けた沖積地に面

する山地とその尾根部分に立地する。山地の頂上部分に

詞があり、縄文時代の石棒が安置されており、関連する

遺構が山地の尾根に所在する可能性が指摘されていた。

また、尾根周辺の畑地では、土師器の散布が微量ながら

確認されたほか、石鍛(第30図1)が採取された。山地

から東に伸びる尾根は開田されており、地形の改変が進
第29図 上駒板遺跡の位置

行している。

調査は水田部分は重機で表土を除去した後精査し、遺構の有無を確認した。 T l̃T 2については、上層

は湿地状の様相であり、遺物なども確認されていない。 T 3へT19については、地形の改変が著しいものの、

部分的にプライマリーな上層の残存が確認され、 T 9̃T12では柱穴状遺構が多数検出された。 T12では土

坑から糸切痕跡が確認される土師器底部(第30図3)が検出されたことから、付近の柱穴状遺構は9世紀後

半へ10世紀ごろのものであると考えられる。

山地部分は重機の進入が不可能であるため、人力によるトレンチを設定し、埋蔵文化財の所在の有無を確

認した。その結果、 T26で幅100cm、深さ80cmの人為的な掘り込みが検出された。埋土からは石器(第30図2)

が検出された。また、 T27では幅30cmの溝状遺構が確認された。これより西側の尾根および沢地付近では、

遺構の所在は確認されなかった。

柱穴が確認された水田部分および、それから延びる尾根部分の下部までが遺跡の範囲と考えられる。 (平成

10年度本調査予定)

第30図 上駒板遺跡調査区位置図・出土遺物
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12 東北新幹線建設事業関連調査

声名沢II遺跡(KE47-1367)

所在地:玉山村馬場字声名沢地内

事業者:日本鉄道公団盛岡支社

調査期日:平成9年11月14へ15日(2日間)

遺跡は姫神山より流れる小河川によって形成された河

岸段丘状の微高地に立地する。標高210m。遺跡付近では

北側及び南側より小河川が流入し、それぞれ小扇状地形

を形成し、声名沢I遺跡及びH遺跡が立地している。声

名沢I遺跡については平成9年度に本発掘調査が実施さ

れており、縄文時代・平安時代の遺構が検出されている。

今回調査した声名沢II遺跡は、蛇行する河川によって
第31図 声名沢I工遺跡の位置

舌状に張り出した地形上に立地し、以前は畑地として、

現在は水田として利用されている。現河川に近い一段低い北東側水田部分は、 T lへ3により調査をした結

果、耕作土直下が人頭大の円礫を含む酸化した砂層となり、遺物・遺構等は確認できなかった。

高い面の平坦部にT4̃6を設定した。 T4では、耕作上下で黒褐色の遺物を含む上層が検出され、さら

に掘り下げたところで焼土も確認できたことから、竪穴住居跡等が所在するものと予想された。また、 T5

では、遺構の確認は困難であったが、炭化物混じりの遺物包含層が検出されたことから、遺跡範囲が広がる

ものと推定された。東側に設定したT 6では、水田造成の際の土壌及び円礫が出土し、後世の撹乱であるこ

とが明らかとなった。

出土遺物は、縄文土器等20点程度である。縄文前期後半の土器と後期の土器が出土している。出土状態等

から、これらを地点ごとまたは層位ごとに分けることは困難であった。

この遺跡は、若干の後世の土地造成等を受けているものの、縄文時代の集落遺跡として残されていること

が明らかとなった。 (平成10年度本調査予定)

第32図 声名沢II遺跡調査区位置図・出土遺物
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13 東北新幹線建設関連調査

秋浦I遺跡(KE38-0112)

所在地:岩手町大字江刈地内

事業者:日本鉄道建設公団盛岡支社

調査期日:平成9年11月5日

遺跡は北上川支流の古館川に画した南西向きの緩斜面

に立地する。本遺跡は平成9年度に㈱県文化振興事業団

埋蔵文化財センターによる本調査が実施されており、縄

文時代の大規模な集落跡であったことが判明している。

今回の試掘調査は9年度に本調査がおこなわれた範囲

の東西幅各5 mほどの部分で、埋蔵文化財の所在を確認

した。現況は休耕田であるが、調査の結果、旧地形は南

西に傾斜する斜面であることが確認された。基本的な土
第33図 秋浦工遺跡の位置

層は、第l層:水田耕作土20cm、第2層:旧畑地土20cm、第3層:整地層150cm、第4層:黒色土30cm、第5

層:褐色土(地山層)となっている。 Tlでは第5層を掘り込んだ土抗が山裾際で一基検出された。 Tl ・

T2間の山地部分は埋蔵文化財センターの調査で遺構は所在しないことが確認されている。 T2、 T3は第

1層直下で礫まじりの褐色土地山層が確認され、削平が大きく進んでいる。 T 4南端は厚い盛土層が確認さ

れ、北端で柱穴状遺構が3基検出された。この場所の東側の調査済区間では平安時代の竪穴住居跡が確認さ

れており、この遺構もこれに関連するものと予想される。 T5では幅70cmほどの溝跡が検出された。この溝

跡付近から北側は第1層直下に第5層が確認され、削平されているものと考えられる。ただし、傾斜が南西

方向であり、工事に影響があるために試掘が不可能であったT 5の西一北西側は遺構の残存する可能性があ

る。遺物は主にT4、 T5の第4層から縄文時代中期に属するもの20点ほどと、平安時代の土師器が数点検

出されている。 (平成10年度本調査予定)。

なお、この調査と同時に隣接する遺跡、円満寺跡(KE28鵜2191)の範囲の一部についても試掘調査を実

施したが、埋蔵文化財の所在は確認されなかった。
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第34図 秋浦I遺跡調査区位置図・出土遺物
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14 -般県道薄衣舞川縁緊急地方道整備事業関連調査

清水遺跡(NE87-1199)

所在地:一関市舞用字清水

事業者:岩手県一関地方振興局土木部

調査期日:平成9年11月7日

遺跡は、北上高地が北上川沖積地に向かって張り出す、

緩やかな尾根上に立地する。遺跡内のほぼ全域に多量の

遺物の散布がみられ、相当規模の遺跡であると予想され

る。試掘トレンチは作物等の関係から部分的な範囲に限

られたが、 T lでは地表下40cmほどで柱穴状の遺構が多

数検出され、焼土粒を伴う大型の土抗も検出された。平

行するT 2では、同じく地表下40cmほどで直径150cmほど
第35図 清水遺跡の位置

の大型の上境と、柱穴状遺構が多数検出された。いずれ

も保存状況は良好であると考えられる。この西側のT 3では柱穴状遺構が縄文土器片を伴って検出された。

遺物は予想より少なく土器片少量と剥片数点にとどまっている。 T2とT4の間の畑地は小麦作付け中で

あったためトレンチは設定できなかったが、大量の石鍛類の散布が確認された。 T4は開田により削平が認

められるものの、土器片多数を伴う土境が検出された。 T 6̃TlO付近は地形の改変が進んでおり、削平で

地山が露出している部分があるが、 T7、 T9では上境2基と柱穴状遺構1基の残存が認められた。 T8の

土抗には縄文土器が伴う。 T 5部分は削平が進行しており、耕作土直下は地山層が現れた。 Tll-T12は遺

構は確認されなかったが、遺物が微量検出された○また、聞き取り調査では地図南端の民家敷地内での井戸

掘削の際に大量の土器片が出土しており、遺物を確認したところ、縄文時代後期と考えられる土器片がコン

テナー箱ほど保管されていた。この民家付近には遺物包含層の所在も予想される。なお、図中南端の東西方

向の道路付近より南側は山林のため試掘調査が不可能であったため、あらためて試掘調査が必要となる。 (平

成10年度以降本調査予定)
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第36図 清水遺跡調査区位置図
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第37図 清水遺跡出土遺物
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15 -般国道283号改良事業関連調査

篠館跡 (MF76-0298)

所在地:遠野市上郷町平倉地内

事業者;岩手県遠野地方振興局土木部

調査期日:平成9年7月23日

遺跡は、遠野市の南東赤羽根高原から北側に延びる丘

陵尾根の最先端部に位置している。遺跡直下はJ R釜石

線が東西に走り、さらにその北側を早瀬川が北西方向に

向かって流れている。国道340号は一つ西側の丘陵斜面を

南北に走っている。標高は最も高い部分で500mを超え

る。

今回の調査は国道283号の改良工事に伴うものである
第38図 篠館跡の位置

が、新ルートが現在の仙人方面から大きく南側に付け替

えられるため、遠野盆地の南端を横断する大規模な改良工事となっている。

篠館跡は、尾根の縁辺に林道が開削されているが、館跡部分では南西から北東方向に向かい狭い馬の背状

の尾根部分を切り進んでいる。この部分は元々低く切り通されていたと考えられ、堀切を形成していた可能

性が高い。この林道よりさらに南側にも平坦な地形が認められることから、さらに奥に館の範囲が延びてい

ると推定される。この林道から北側部分が、今回の事業に関連して調査の対象となっている。林道に近い北

側尾根頂部には、わずかながら狭い平坦部が認められ、建物跡等館跡に付属する遺構の存在が予想される。

さらにその北側にも一段平坦部が造られる。尾根は北西方向に延び、この尾根を巻くような形で帯郭もしく

は堀跡が数段形成されている。個々の段のつくり出しは明瞭である。一方、鉄道に画した部分は急な崖面と

なり、また鉄道林として植林されていることから、全面的発掘調査は困難であると判断した。

さらに、この尾根の東側に小さな沢によって分けられた別の尾根が延びるため、試掘調査によって遺構・

遺物の有無を確認した。その結果、この部分ではそれらは認められないものと判断され、調査対象から除外

第39図 篠館跡調査区位置図
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27

」



16 地方特定道路整備(北向工区)工事関連調査

潰谷地I遺跡(I E88-1203)

所在地:二戸市野々上字漬谷地地内

事業者:岩手県二戸地方振興局土木部

調査期日:平成9年10月2白

濱谷地I遺跡は海上用北岸に形成された幅の狭い平坦

地に立地している。調査区域の標高は122m前後である。

今回の調査では、新たに道路になる事業予定地内に4

箇所の試掘トレンチを設定している。調査区の層序は1

層が耕作土(20cm程度)、 2層が黒褐色土(50cm程度)、

3層に中セリ軽石(20へ30cm)が確認されさらにその下

に4層黒褐色土(50cm程度)、 5層南部浮石となっている。

調査の結果、 T2トレンチで縄文時代と考えられる溝
第40図 潰各地I遺跡の位置

状の陥し穴状遺構が1基検出されている。 T3トレンチでは遺構と認定することはできなかったが、同じ3

層上面で若干の土の濁りが確認された。何らかの遺構になる可能性がある。遺物はいずれのトレンチでも確

認されなかった。その他のTl ・ 4トレンチでは遺構・遺物は確認されなかった。 (平成10年度本調査予定)

第41図 潰各地I遺跡調査区位置図

「
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17 急傾斜地対策工事寺の上地区関連調査

浄法寺城跡(J E36-1304)

所在地:二戸郡浄法寺町浄法寺字寺の上

事業者:岩手県二戸地方振興局土木部

調査期日:平成9年8月27日

遺跡は浄法寺町中心部の北側に広がる河岸段丘を利用

して形成されている。この城館は中世浄法寺氏の中心的

居館で、安比川流域でも最大級の規模を誇る。主部は八

幡館と呼ばれ、北東隅に八幡宮が肩巳られる。このほか、

大館、新城館などによって構成され、明瞭な堀跡のほか、

大手門跡などが伝えられている。標高210m。

今回の調査は、八幡館の東南方向に急傾斜事業として
第42図 浄法寺城跡の位置

擁壁工事が行われ、その上端の一部が館跡にかかること

から工事範囲内の館の内容確認・記録保存を目的として実施したものである。

幅約2m、長さ約15mの工事予定部分の最上部の平坦地にトレンチを設定した。表土を除去したところ、

トレンチの両端で地山面が確認されたものの、中央部分で出土遺物か

ら近世と考えられる遺構状の土壌が確認された。しかし、急傾斜地で

あるため、遺構精査等の作業は危険であると判断し、平面土層の略図

を作成するにとどめた。なお、町教育委員会において城域全体の内容

確認調査が継続実施され、成果があがりつつある。

第43図 浄法寺城跡調査区位置図・出土遺物
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18主要地方道盛岡環状線野沢地区道路改良事業関連調査
言、一、二、三

野沢VI遺跡(KE76「1276)

所在地:滝沢村滝沢字野沢地内

事業者:岩手県盛岡地方振興局土木部

調査期日:平成9年9月9日・10月10日(2日間)

本遺跡はJ R滝沢駅西側に所在し、岩手山の裾野の火

山灰地に立地し、付近は緩やかな起伏を伴う台地状の地

形であり、多数の縄文時代の遺跡が立地している。

本遺跡は9月4日に文化課が遺跡内での工事の進行に

気づき、付近を踏査したところ縄文早期の土器片(第45

図)の散布を認め、事業者に確認したところ、遺跡範囲

内と気付かずに工事施工をしたものであることが判明

し、急遽試掘調査を行ったものである。なお、本事業は
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第44図 野沢Ⅵ遺跡の位置

滝沢村の下水道工事とも関連しているため滝沢村教育委員会の協力を得て試掘調査を実施した。

9月の試掘調査では道路拡幅に伴い、掘削が予定される部分に合計7本のトレンチを設定し、埋蔵文化財

の有無を確認した。その結果、いずれのトレンチでも抜根暗の撹乱が認められたが、残存部分については遺

物・遺構とも確認されなかった。基本上層はTlで以下のとおりである。第1層:黒色土25cm、第2層:黒

褐色土25cm、第3層:暗褐色土35cm (褐色土粒含む)、第4層:褐色土25cm、第5層:黄褐色土: 20cm (橙色

礫含む)、第6層:黄褐色粘土質土(地山)。

10月の調査では9月調査範囲の東側に2カ所のトレンチを設定し、埋蔵文化財の有無を確認した。いずれ

も1 m近い盛土層が確認され、その下に排水パイプの敷設がみられるなど、地山層以下まで掘削が及んでい

る。もう一方のトレンチでは盛土層の下から自然堆積の上層が確認された。旧耕作土直下で焼土層と炭化材

が検出されたが、精査の結果、近現代の遺物が含まれており、保護を必要とする埋蔵文化財の所在は認めら

れなかった。 10月調査分の基本土層は以下のとおりである。第1層:盛土層60c皿、第2層:黒褐色土(旧耕

作土) 40cm、第3層:暗褐色土40cm、第4層:褐色土(礫含む) 40cm以上。

採取された土器片は、貝がらの腹緑による刺突文が見られ、縄文時代早期に属するものと考えられる。
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第45図 野沢Ⅵ遺跡調査区位置図・出土遺物
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揃点19 盛岡広域都市計画公園9 ・ 7 ・ 1号御所湖広域公園
I

町場地区オートキャンプ場整備関連調査

町場I遺跡(しE23-1147)

所在地:雫石町西安庭字小矢川地内

事業者:岩手県盛岡地方振興局土木部

調査期日:平成9年8月18日へ19日(2日間)

遺跡は御所湖の南岸の矢横川の現河口左岸に位置し、

湖に半島状に伸びる尾根の崖下に位置する。ダム湖出現

前は段丘上と考えられる地形に位置する。

今回の試掘調査では遺跡範囲のうち、開発にかかる部

分に任意にトレンチを設定し、埋蔵文化財の有無を確認

した。上層は以下の通りであり、いずれの箇所でも厚い 第46図 町場工遺跡の位置

盛土が確認された。第1層:盛土140cm、第2層:盛土の

グライ化層:80cm、第3層:黒色泥質層(遺物包含) 100cm、第4層:褐色砂礫層o

調査の結果、 T lへT5の第3層は遺物を包含する層であることが判明した。遺物はT lで縄文時代前期

に属すると思われる土器片(第47図1)と剥片が、 T2では縄文土器(第47図2)が検出された。 T6̃T

14の範囲では盛土層はやや薄くなるが、旧来は湿地であったものと判断された。 TlへT5を含め、遺構は

確認されなかった。

工事は公園の造成であり、現況地盤をほぼそのまま緑地と

して利用するものであり、遺物包含層には影響及ばないもの

であるため、現行の設計で埋蔵文化財保護が可能である。な

お、同時期に町場IV遺跡、町場HI遺跡の試掘調査も行った

が、遺構・遺物とも確認されなかった。

第47図 町場I遺跡調査区位置図・出土遺物

臆
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20 県営畜産経営環境整備事業奥羽北部地区関連調査

安桶野遺跡(しEO2-2113)

所在地:雫石町橋場地内

事業者:岩手県盛岡地方振興局農政部

調査期日:平成9年11月4日

遺跡は雫石川支流の安楢川最上流部の南西向きの緩や

かな尾根上に立地する。標高が400m̃450mほどの高地

であり、平成9年度の分布調査で新規に発見された遺跡

である。過去二回にわたって牧草地造成工事を受けてお

り地形はかなり改変されている。試掘トレンチは四本の

尾根を中心に合計13本を設定した。遺構・遺物が確認さ

れたのはTl̃T6の区間の尾根のみであり、遺跡範囲
第48図 安栖野遺跡の位置

もこの尾根に限定されると判断された。

調査の結果、 Tl、 T2、 T3、 T4、 T5で各1基づつ直径90cm̃110cmのほぼ円形のプランを示す土抗

が検出された。いずれも造成により上部はかなり削平されているものと予想される。 Tlでは焼土粒や炭化

材も検出され、付近には住居跡の所在も予想される。遺物はT4で石箆(第49図l)、 T5で縄文土器(第49

図3)、同じく石器(第49図2)が検出された他、多数の剥片が検出された。遺跡内の尾根の部分は掘削が予

定されており、遺跡の滅失が避けられないため、記録保存を目的とした発掘調査が必要となった。 (平成10年

度本調査予定)
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21低コスト化大区画は場整備事業長岡地区関連調査

西長岡長谷田遺跡(しE57-1360)

草刈中屋敷遺跡(しE57-2295)

所在地:紫波町西長岡字長谷田地内

事業者:岩手県盛岡地方振興局盛岡南部土地改良事業所

調査期日:平成9年10月20̃23日、 11月21日(5日間)

西長岡長谷田遺跡は北上川東岸の微高地上にあり、標

高は97へ99m程度である。今回の試掘調査は県営は場整

備に伴うもので10月と11月の2回にわたって調査してい

る。調査区は南側と北側の2箇所に分かれ、第51図の左

側が北側、右が南側になっている。この中間部分は次年

度に事業が行われる予定になっている。今回はこの2箇

所の調査区に69箇所の試掘トレンチを設定している。層
第50図 西長岡長谷田・草刈中屋敷遺跡

の位置

序は1層が水田耕作土、 2層が暗褐色土(0へ15cm)、 3層が褐色土で遺構検出面となっている。

調査の結果、微高地の西側の縁を中心に奈良一平安時代の竪穴住居跡などが検出されている。古代の竪穴

住居跡は北側のT28. 33. 34. 42.46. 50、南側のT15などから15棟検出され、ほかに溝跡が北側のT17、

南側のTlから2条、南側から時期不明の焼土遺構4基などが確認されている。遺構や遺物は西側の緑で多く



確認され、東に向かうにつれて少なくなり、現在の民家の分布とやや似たような傾向が認められる。宅地部

分の方が水田部分よりむしろ遺構の密度が高いと思われる。遺跡としての面積も広いが全体としてみるとか

なりの数の住居跡が存在する大規模な奈良一平安時代の集落跡と考えられる。

西長岡長谷田遺跡については一部の水路については平成10年度に本調査が行われるほか、田面については

盛土によって遺構面が保護される予定になっている。

草刈中屋敷遺跡は西長岡長谷田遺跡の南に隣接しており、大きくみれば同遺跡から続く微高地上に立地し

ている。昨年度にも一部試掘調査が行われており、縄文土器と焼土遺構が検出されている。

今回の調査では、 25箇所の試掘トレンチを設定している。その結果、 T2 ・ 6から古代の竪穴住居跡が3

棟、他にピット類・溝跡などが検出されている。層序については西長岡長谷田遺跡とほぼ同様である。遺構

等は主に北半に分布し、南半は表土の下が河川堆積の砂礫層を形成している部分が多く、土抗等がT22で確

認された程度である。

草刈中屋敷遺跡については、盛土によって遺構面が保護される予定である。
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第52図 草刈中屋敷遺跡調査区位置図・西長岡長谷田・草X岬屋敷出土遺物
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22 低コスト化水田農業大区画は場整備事業徳田第一地

区関連調査

岡村遺跡(しE57-0181)

所在地:紫波郡矢巾町徳田地内

事業者:岩手県盛岡地方振興局盛岡南部土地改良事業所

調査期日:平成9年10月27日

遺跡は北上川と岩崎川に挟まれた低位の河岸段丘上に

立地している。標高105m。遺跡範囲は南北に走る国道4

号の両側に広がり、道路拡幅に伴うものなど小規模な調

査が度々行われている。

今回の調査はほ場整備事業に伴うもので遺跡西側の

岩崎川に近い部分を対象としている。この付近は中区画

の水田が広がり、ところどころ宅地として利用されてい
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第53図 岡村遺跡の位置

る。また、周囲よりわずかに高くなる部分では、果樹園となっている場合もある。

T lへ15のトレンチを、主として水路部分や、面工事に際し大きく切土が予定されている部分を中心に設

定した。調査の結果、 T lへ4では、以前の農地造成等により、この付近で本来基本層序として存在すべき

暗褐色の上層がすでに失われ、その下位に位置する灰黄褐色の粘土質の土壌が表土直下で検出され、その直

上で焼土や小柱穴などが検出されている。 T 5以南では、ほぼまんべんなく古代の土抗や焼土・竪穴住居跡

などの遺構が確認されている。特にT 8へ14では、基本層序が良好に残存し、土師器・須恵器等の遺物も比

較的多く出土するなど、史跡徳丹城跡と関連する9世紀代の集落として、貴重な内容を有する遺跡と考えら

れた。

そのため、埋蔵文化財保護にかかる協議を事業者と十分に行い、新区画の水田面部分については盛土工法

による工事を実施することでその保護を図った。しかし、水路部分については工法変更が困難であったこと

から、平成10年度に記録保存を目的とした発掘調査を実施することとした。
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第54図 岡村遺跡調査区位置図・出土遺物
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23 伊手川河川改修事業関連及び担い手育成基盤整備事

業原体地区関連調査

下醍醐遺跡(NEO8-2047)

高野前遺跡(NEO8-2027)

内館下遺跡(NEO8鵜1146)

所在地:江刺市田原原体地内

事業者:岩手県水沢地方振興局江刺農林事務所

岩手県水沢地方振興局土木部

調査期日:平成9年10月23日一12月2日(5日間)

遺跡は伊手刷左岸の自然堤防もしくは河岸段丘上に立

地する。伊手川はこの付近で大きく蛇行し、比較的広い

平坦部を造りだしている。この平坦部東側辺沿いに県道
第55図 下醍醐遺跡ほかの位置

玉里水沢線が走り、さらに上位の段丘面には縄文時代の

遺跡などが形成されている。付近の標高は50m。

今回の調査は、ほ場整備と河川工事が一体化して行われる部分(下醍醐遺跡)と、ほ場整備が単独で行わ

れる部分があることによる。下醍醐遺跡については、 17カ所の試掘トレンチを設定した。 T14、 16、 17、 19、

20では表土下に暗褐色の土壌が確認され、その層中から縄文中期の土器片が出土している。また、 T11へ13

では、河川作用により堆積したと考えられる砂質の土壌中に、部分的にグライ化した粘土質の土壌が含まれ、

平安時代の土師器及び弥生土器片などが出土している。さらにT15、 18、 21などでは、旧河道の埋没が遺物

を伴って確認されるなど、複雑な遺跡の形成が予想された。

高野前遺跡では、遺跡東側のT 8、 9において縄文土器片が若干出土しているが、西側のトレンチでは砂

層が厚く堆積しているなど、河川作用によりすでに遺跡内容は失われているものと判断した。

内館下遺跡では、耕作土直下に土師器片・須恵器片が多量に含まれる層が確認されたが、二次堆積を受け

た層であることが明らかで以前の農地造成により遺跡がほぼ破壊されていると考えられた。

第56図 下醍醐遺跡・高野前遺跡調査区位置図

書
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以上の結果、河川予定地を中心とする下醍醐遺跡の一部については記録保存を目的とした発掘調査を実施

することとし、水田面として予定されている部分については、高野前遺跡を含め、盛土工法により埋蔵文化

財の保護を図ることとした。 (平成10年度本調査予定)

〃
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亡二三プ,。

第57図 下醍醐遺跡出土遺物(廿・内館下遺跡調査区位置図田
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24 県営は場整備事業人首川東部地区関連調査

西前田遺跡 (NE17-0320)

後田II遺跡 (NEO7-2382)

岩谷堂橋本I遺跡 (NEO7-1393)

後田I遺跡 (NEO7-2323)

所在地:江刺市岩谷堂地内

事業者:岩手県水沢地方振興局江刺農林事務所

調査期日:平成9年4月15日̃11月10日(6日間)

遺跡は北上川との合流点に近い人首川左岸に広がる沖

積平野中に点在する自然堤防上に立地する。標高は

37へ38m。この地区については、ほ場整備事業の関連で

試掘調査及び部分的発掘調査が行われてきている。今回
第58図 後田IⅡ遺跡ほかの位置

の調査では、主として事業域の南西側を対象としている。

西前田遺跡は、その北側辺を東西に県道が走っている。自然堤防に沿って宅地が延びるため、水田部分は

その間の低地に形成されている。 T lへ4の部分はこうした低地に相当し、表土下にグライ化しポ占土質の

土壌または砂礫層が認められ、遺物等の出土はなかった。 T5へ8では、土師器・須恵器の出土とともに、

竪穴住居跡及び焼土等が確認され、平安時代の集落域として認識できた。県道北側のT 9へ12では、水田部

分についてトレンチを設定しているが、焼土等が複数箇所検出され、また、古代のほか縄文晩期の土器片も

出土している。東側T12、 13では、遺構等は確認されていない。

第59図 西前田遺跡、後田IⅡ遺跡調査区遺構・出土遺物
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後田II遺跡では、 T15へ17で古代の土器片及び焼土が検出されているoさらにその北側T18では、砂層が

地山となることから、遺跡の形成は認められないものと判断した。

以上に基づき事業者と協議を進めた結果、水田面部分については盛土工法により埋蔵文化財を保護するこ

ととし、水路部分等工法変更が困難な部分については、やむを得ず記録保存を目的とした発掘調査を平成10

年度に実施することとした。

岩谷堂橋本I遺跡は人首川によって形成された沖積地中の微高地上に立地している。遺跡の標高は37へ38

今回の調査は県営は場整備に伴うもので田面については盛土によって保存されているが水路に関わるl

箇所については、工法の変更ができず、やむをえず本調査が行われることになった。

調査の結果、焼土遺構が5基検出されている。げれも地面を掘り込んで造ったカマド状の遺構であった

と考えられる。この内、焼土3については煙道も残存しており本来の形状をよく残していると思われる。他

の焼土遺構は煙道は確認されていないが、焼土1は上半部が削平され、その他の焼土遺構は調査区内から遺

構の一部分がはみ出しており全体が調査されているわけではない。調査区外に煙道が延びている可能性もあ

る。

いずれの焼土遺構からも遺物は出土

しておらず遺構の時期ははっきりしな

い。このタイプの時期不明の焼土遺構

は比較的よくみられるが時期がはっき

りする例はほとんどないようである。

本遺跡の場合、検出面や埋土からみて

古代よりは後の時代のものと推測され

る。

後田I遺跡は、岩谷堂橋本I遺跡と

同様、人首川によって形成された沖積

地中の微高地上に立地しており、標高

は36へ37mである。

後嗣I遺跡についても、水路部分に

っいて遺構の保存ができず本調査を行

うことになったものである。

調査の結果、満跡2条と井戸跡1基

が検出されている。井戸跡については

出土遺物から近世一近代、溝跡2条に

っいては時期不明だが埋土の状況から

概ね井戸跡と重なる時代と推測され

る。

井戸跡は円形の開口部約2m深さ約

1mの掘り方を掘った後、 1辺80cmの

正方形の4隅に杭を打ち込み井戸枠を
第6咽 岩谷堂橋本I ・後田I遺跡調査区位置図

書
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1灰色粘土 30-40c調大の細長い験を多く含む(下方ほど小さい)
杉の樹皮(?)少量

2 斌褐色上 棟混じり、堅くしまる
3 萌褐色土 砂混じり、門標非勘こ多い
※2 ・ 3層は掘I)万を売薬したもの

1 耕作土 粘土質
2 にふい黄褐色士 撰混ざり、堅く締る
3 班褐色土

第61図 岩谷堂橋本工・後田I遺跡遺構
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25 広域農道整備事業胆沢南部地区関連調査

本巻遺跡(NE64-1016)

所在地:胆沢郡衣川村本巻地内

事業者:岩手県水沢地方振興局胆江土地改良事業所

調査期日:平成9年11月14日

遺跡は南股川の支流となる蛭沢左岸の河岸段丘上に立

地する。標高115m前後。遺跡周辺はこの部分でわずかに

小規模な水田地帯が見られるものの、急峻な山裾が間近

に迫っている。

試掘トレンチを、農道予定部分について13カ所設定し

た。その結果、 Tl、 2では縄文土器片は出土したもの

の、過去の水田造成に伴って撹乱を受けた土壌中からの

もので、表土直下にも遺物の包含される腐食土層は観察

されず、地山の粘土層が若干削平された状況で確認された。

第62図 本巻遺跡の位置

T3では、黒色土が厚く堆積し、土中から縄文

前期及び中期の土器片が出土した。地山は粘土層の上位に位置する黄褐色の土層で、この面上で遺構が確認

できるものと考えられる。さらにその北側の用水路を挟んでT4-13を設定した。ところが、これらのトレ

ンチでは、段丘崖に近い部分で地山の砂層もしくは砂礫層が確認され、さらに奥のトレンチではグライ化し

た泥質の土壌が確認されるなど、遺構・遺物とも検出されなかった。

したがって、遺跡は段丘崖に近いごく狭い帯状の細長い範囲に広がるものと考えられる。 (平成10年度本調

査予定)

第63図 本巻遺跡調査区位置図・出土遺物
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26 担い手育成基盤整備事業真城地区関連調査

谷地 遺跡(NE36-1352)

土手南遺跡(NE36-1318)

高根I遺跡(NE36-1359)

迎野I遺跡(NE37-1053)

所在地:水沢市真城地内

事業者:岩手県水沢地方振興局胆江土地改良事業所

調査期日:平成9年4月15日̃17日(3日間)

これらの4遺跡は胆沢扇状地のほぼ中央の北上川に近

い自然堤防上に立地している。 JR線と国道4号のさら

に西側には、北上川による低位の段丘面が発達し、縄文

̃古代の遺跡が形成されている。標高は北西側に向かう
第64図 各地遺跡ほかの位置

につれ多少高くなるが、 35へ37m前後である。

この地区についても、ほ場整備に関し小規模な発掘調査が繰り返されてきている。それらのほとんどは平

安時代の遺跡で まれに縄文晩期一弥生期の遺物等が確認されることがある。

平成9年1月に当該年度のほ場整備事業範囲につ

いて試掘調査を実施した結果、その際に確認された

埋蔵文化財については事業者の協力によりほとんど

を工法等の変更により保護することができた。今回

の調査は、やむを得ず記録保存が必要となった水路

等の箇所について実施したものである。

3号士坑

十号上坑 暗紺色上

2号上坑 時宜I火色上

告ナ上坑 哨了ItI火色十

璽
2号士坑

羅謹告諜結黒帯、冊出てくる)や

一⑨- -⑩-

」」同 3号土坑2蒜-⑧-1号士坑

第65図 各地遺跡調査区位置図・遺構
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谷地遺跡は、 J R線の東側約200mの付近に

広がっている。この付近はわずかに宅地が見

られるものの、ほとんどが水田化されていて

微地形の観察が極めて困難である。水路予定

部分に平行してトレンチを設定した結果、土

師器片とともに土坑が3基確認された。

〒ミミへ 1号土坑は長軸2 m程度の小判型の土坑で

l

ある。壁土は単層である。壁面の立ち上がり

は明瞭である。土坑中より土師器片が数点出

土した。 2号土坑は長楕円の平面形で、掘り

込みは浅い。底面にやや起伏が観察される。

遺物は出土してい′ない。 3号土坑は径Im弱

のほぼ円形の土抗である。深さ15cm前後。壁

面の立ち上がりは明瞭である。遺物は出土し

ていない。これらの土坑は調査範囲の東側に

偏在し、ほぼ等間隔に列をなしている。埴土の状況、出土遺物等から9世紀代のほぼ同時期に機能したもの

と考えられる。

土手南遺跡は、ほ場整備事業域のほぼ中央に位置する。遺跡内を市道が東西から南北に走るが、この市道

に沿うように宅地が形成されている。

調査は遺跡内の東西水路と南北水路部分について実施した。東西水路(T l)は、 20m北側の一段高い部

丁2

⑫・ク1号土坑‡土筆〇号上坑三上議
2物や

格言ココ星

)白子状遇棚∴肯庚色グライ上

(上部は硝拙色士がプロ・ソクで入る、やわらかい)

て二二フ

2号出.し 暗褐色親

告I口元∴ 暗掲色鮎

」M

I号上坑 聞火色精上 (グライ上、硬い)

第66図 土手南遺跡の位置・遺構
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分が畑地ないし宅地となり、低い部分に予定されている。トレンチの西側寄りに井戸状の遺構、ほぼ中央部

分で溝状落とし穴遺構等を検出したため、精査を行った。遺構はいずれも明褐色のやや粘土質のシルト層上

で確認されている。

井戸状遺構は、確認の段階で一辺約90cmの方形の遺構として認識できた。この面でクリーニングしたとこ

ろ、柱あたり状の土色の違いが認められたため掘立柱建物跡の存在を予想し、調査区を周辺に一部拡張しな

がら連続する遺構の検出を行った。しかし新たな遺構は確認されなかったことから、単独の遺構として掘り

下げを行った。 20cmほど下がった段階で壁土の状態がややグライ化し、さらに柱あたり状の土色変化も認識

できなくなったことから、半裁した。その過程で方形に配された板状木材の断片が出土したことから、井

戸跡であると考えた。さらに精査を進行したが、この材は以下に連続せず、埋土中に浮く状態で存在するこ

とが明らかとなった。遺構の掘り込みは底面・側面とも明瞭である。壁土の状態から、平安期に属するもの

と考えられる。

落とし穴状遺構(l号土坑)は、確認面でやや不整形な平面形としてとらえられた。深さは最深部で20cm

前後で北東隅の底面が漸次浅くなる形態である。壁土は硬い粘土質のやや腐食した土壌で古代の遺構埋

土とは異なっている。出土遺物はないが、縄文時代に属するものと考えられる。

このほか、落とし穴状遺構の西側2へ3m付近で中土抗が2基検出された。

T 2では、表土直下に灰黄褐色粘土質の土壌が確認され、以前の水田造成で上部が削平されている状況が

理解された。このトレンチのさらに東側はグライ化した泥質の土壌となり、元来低い部分であるかもしくは

大きく地形改変されている部分であると予想された。

このトレンチでは、土坑が2基、焼土が1基検出された。いずれの遺構も上部が削平された竪穴住居跡に伴

うものである可能性を有している。遺構確認面付近で土師器等が少量出土している。 2号土坑は長径120cm

の楕円形で粘土を掘り込んでいる。遺物は出土していない。立ち上がりは明瞭である。

高根I遺跡は、土手南遺跡のほぼ真南400mに位置する。付近には水田・宅地のほか、小工場などが建設さ

れている。今回の調査は市道より東側部分で西側については平成8年度に調査が終了している。工場脇に

予定されているほぼ南北の水路部分についてトレンチを設定し試掘したところ、北側の低地部との比高約1

mの高みにある畑地部分とトレンチのほぼ中央付近で土抗を2基検出した。

l号土坑は、径90cmの円形の土境で深さ15cm。底面及び壁面の立ち上がりは明瞭である。土坑埋土中よ
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第67図 高根I遺跡の位置・遺構
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り土師器饗の体部下半の破片が出土している。

2号上境は長軸250cmの不整形な上境である。遺構の確認は、黒褐色土層下の黄褐色のやや砂質土壌面上で

行っている。当初、平面形態から溝状の落とし穴状土抗を予想した。しかし、掘り下げの過程で形態が不整

形となったことから、性格及び時期等について不明な上境として報告する。底面、壁面の立ち上がりともや

や不明瞭である。南側の立ち上がりには、小さなテラス状の段がつく。遺物は出土していない。

今回の迎野I遺跡の調査区は、高根I遺跡のほぼ真東約500mの地点である。調査区の南東は北向きの緩斜

面の畑地で、この部分が遺跡の中心と考えられたが、試掘調査では遺構・遺物とも確認されていない。調査

区は北側の水路予定部分である。

真城地区の東側では、地山が粘土質で硬い場合が多い。この遺跡内も同様である。表土を除去したところ、

調査区西よりの部分で最大径50cm程度の柱穴列を二方向で確認した。東西方向の柱穴列は、柱間が190cmへ200

cmf.確認できたのは3間である。深さ約40cmに達するものもあり、径10cm内外の柱あたりも確認されてい

上蹄薙灰色土(粘性あり、硬い、柱あたりはやおらかく黒味が強い)

第68図 迎野I遺跡調査区位置図・遺構
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第69図 各地遺跡ほか出土遺物

l-4 :谷地遺跡

5 :高根I遺跡

る。この列が建物跡を構成するものであるなら、北側水田面に柱列が延びることになるが、今回の記録保存

の調査対象からは除外している。この列とほぼ直交するように、 3間以上の小規模な柱列が確認できた。こ

の列と対応するものがトレンチの東西で検出されなかったため、単独の柱列として考えておく。間隔も180cm

から130cmとやや不規則である。深さ20cm前後。

これらの柱穴列は埋土中より遺物が出土していないことから時代の比定が困難である。類似した柱跡等は、

事業域(水田面を含む)の広い範囲で検出されることが多い。その中でも、明らかに近世後半の陶磁器類を

出土している場合があり、遺構の時期決定が可能な場合もあるが、この場合に限らず、遺物が出土しない場

合の所属時期の判断が困難である。この遺跡の柱列に関しては、埋土の状態からは、中世もしくは近世のも

のと考えられる。

このほか、面工事が予定されている部分についても試掘調査を実施したが、それらの部分で埋蔵文化財が

確認された箇所については、事業者の協力により盛土等の工法で現状保存することが可能であった。
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27 担い手育成基盤整備事業真城地区関連調査

栗林遺跡(NE36-2315)

水ノロ遺跡(NE37-2033)

所在地:水沢市黒石町字八反町地内(栗林遺跡)

胆沢郡前沢町古城地内(水ノ口遺跡)

事業者:岩手県水沢地方振興局旭江土地改良事業所

調査期日:平成9年12月1̃2日(2日間)

栗林遺跡は水沢市と前沢町境の水沢市側にあり、北上

川によって形成された沖積地の微高地上に立地してい

る。東側には水ノロ遺跡が隣接している。現況はほとん

ど宅地と畑で、その周囲のやや低い部分に水田が広がる。

本遺跡の標高は34へ35mで、周囲との比高は1 m程であ
第70図 栗林遺跡・水ノロ遺跡の位置

る。

今回の試掘調査は県営は場整備に伴うもので、事業予定地内に16箇所の試掘トレンチを設定している。そ

の結果、平安時代の竪穴住居跡、同時期と考えられる溝跡2条などが検出されている。層序は1層に耕作土

があり、その下に現在の水田造成の際のものと思われる2層の盛土(0へ20cm)と3層の遺構検出面の褐色

一黄褐色土となっている。竪穴住居跡はT 7の耕作土の直下で検出され、溝跡も近接したT17で検出されて

いる。この付近は4軒の民家に囲まれた畑で2層の盛土は認められない。標高も水田よりは一段高い民家と

同レベルである。周囲の水田部分では遺構・遺物とも確認されていない。遺構の分布する範囲はほぼ現在の

民家の宅地の広がりの中で収まっていると考えられる。

本遺跡は田面については盛土によって保存される予定になっているが、遺構の検出されている水路部分に

ついては発掘調査が必要である。 (平成10年度本調査予定)

第71図 栗林遺跡調査区位置図
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水ノロ遺跡は北上川の沖積地の微高地に立地する。遺跡東側は段丘崖を形成し、北側は東流する小河川に

よって区切られるが、南側および西側は綬傾斜地となっており遺跡範囲はやや不明瞭である。今回の試掘調

査では、水路予定部分および水田予定部分に合計37本のトレンチを設定し、埋蔵文化財の所在を確認した。

遺構・遺物は遺跡南側および東側に集中する傾向が確認された。南側は遺跡内の最高位地点であり、 T27

およびT30でそれぞれ住居跡1棟づつが検出された。いずれも土師器・須恵器を伴う隅丸方形のものであり、

付近ではそれに伴う土抗や柱穴状遺構も検出されている。遺跡東側のT19、 T 7、 T 5は水路予定部分であ

るが、これらのトレンチでは平安時代の遺物を伴い、焼土遺構、土境、柱穴状遺構が多数検出された。また、

縄文土器や剥片等も微量ながら検出され、縄文時代の遺構の所在も予想される。遺跡北側T lへT 2ではそ

れぞれ時期不明の溝跡l条と、土師器を伴う小判形の土坑が検出された。東側・南側と比べ密度は粗である。

遺跡中央部分のT 9へTllおよびT17でも平安時代の遺物を伴う溝跡や柱穴状遺構が検出されているが、密

度は低い。遺跡内西側の民家付近から西側のトレンチでは遺構・遺物とも検出されなかった。遺跡東側の水

路予定地は遺構・遺物が確認されているため、記録保存を目的とした発掘調査が必要となったが、埋蔵文化

財が確認された水田部分については、盛土によりその保護をはかることとなった。 (平成10年度本調査予定)

第72図 水ノロ遺跡調査区位置図・出土遺物
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28 担い手育成基盤整備事業徳岡地区関連調査

休場遺跡(NE45-1144)

所在地:胆沢郡胆沢町小山徳岡地内

事業者:岩手県水沢地方振興局胆江土地改良事業所

調査期日:平成9年11月12日へ14日(3日間)

遺跡は胆沢扇状地の南西部に位置する。標高120m。遺

跡付近は北西方向より流出する小河川が幾条にも延び、

開析が進んでいる。南側は、それらの河川等により段丘

地形が形成され、旧石器時代や縄文時代を中心とする遺

跡が立地している。

休場遺跡は、北側及び西側に小河川が流れている。遺

跡付近は段丘地形により微高地状を呈するため水利が悪
第73図 休場遺跡の位置

く、水田のほか畑地として利用されている。調査は、西

側張り出し先端の畑地部分を中心にトレンチを設定して実施した。

その結果、現道脇の水路予定地部分に設定したT lにおいては、表土直下にわずかに腐食の進んだ暗黄褐

色の土壌が確認され、この層と、さらに下位のやや硬い黄褐色ローム質層の境界付近で、縄文前期の土器片

及び石器を検出した。土器片は胎土に植物繊維を多量に含んでいる。土器の出土量は少量で しかも遺存状

態は良くない。石器は比較的豊富に出土し、剥片の一線に細部調整を加えた削器も見られる。特にTl南端に

遺物が多く、炭化物粒が集中することから遺構の存在が予想される。 T 5では、溝状落とし穴が検出された。

埋土は黒褐色で土器等の時期とは異なるものと考えられる。 T8へ10では、表土下でグライ化した土壌が

確認された。

以上より、 T lへ7の範囲について事業者と現状保存を前提に保護協議を進めたが、地権者等の意向から

工法の再検討が困難であったため、記録保存の調査を実施することとした。 (平成10年度本調査予定)

第74図 体場遺跡調査区位置図・出土遺物
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29 担い手育成基盤整備事業東田地区関連調査

中半入遺跡(NE15臆0282)

蝦夷塚古墳(NE15-0178)

所在地:水沢市佐倉河半入地内

胆沢郡胆沢町東田地内

事業者:岩手県水沢地方振興局胆江上地改良事業所

調査期日:平成10年l月12日へ2月10日(6日間)

遺跡は胆沢扇状地の北端部、胆沢川の右岸の沖積平野

部に位置する。この付近は古い時期から開田が進められ、叫

その都度区画整理が行われてきたようである。そのため、 .

現在の水沢市と胆沢町の境界も、地形的には全く連続す

る中に設定されている。また、この中半入遺跡と蝦夷塚
第75図 中半入遺跡・蝦夷塚古墳の位置

古墳は一体の遺跡と考えられるが、便宜的に東側水沢市

域について中半入遺跡、西側胆沢町域を蝦夷塚古墳と呼んでおく。標高は75m前後。

この地域は起伏の乏しい平坦地が広がっていることなどから、一部を除き埋蔵文化財包蔵地として周知さ

れている範囲は極めて限られていた。その中で、仙台藩安永風土記に記載される10基の小円墳は、ここでい

う蝦夷塚古墳と同一のものとして考えることができ、現状で水田中に川原石が積まれた石室状の露出が認め

られる。ただし、胆沢川が度々氾濫することから、その一部はすでに流出して存在しないものと推定されて

きた。

わずかに周囲の水田より高くなる範囲については、宅地もしくは畑地として利用されている。この部分で

は、試掘調査においてB区とした部分の畑地で黒曜石製の剥片等が多量に採集されることなどから、縄文時

代以降の遺跡の可能性が考えられてきた。また、南側約21(m地点には5世紀後半代の前方後円墳角塚古墳が

位置し、その東側周辺では、奈良時代の集落跡などが広い範囲で確認されていた。

今回の試掘は、平成7年度に実施した表面調査に基づきトレンチを設定して調査を進めた。まず、 A区に

おいて表土直下に比較的近年の(近世末以降か)水田耕作土及び床土が検出された。さらにその層の下位に

は、灰白色の火山灰層が広い範囲で確認された。この上面では古代の遺物等は確認できなかった。火山灰層

第76国 中半入遺跡・蝦夷塚古墳調査区位置図
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5CM

の直下では暗褐色一黒褐色を呈するややグライ化した土壌が確認され、この土壌中には平安時代一古墳時代

の土器片等が多量に含まれていた。この遺物包含層は、厚い部分で50cm以上に達したことから、遺構の存在

が予想できた。さらにこの層の下位には、灰黄褐色のシルト質の土壌が見られ、この層の上面で切り込ん

でいる遺構が確認できる。

火山灰層は撹乱を受けないプライマリーな堆積状況を示し、10世紀前半の十和田起源のものと考えられる。

このことから、平安時代の水田跡が広がっている可能性を予測し、この上面で畦畔状遺構の検出を行った。

その結果、複数箇所で小区画水田の喧嘩状遺構が確認された○この段階で従来県内においては水田跡調査

例が少なかったため、事業者の理解を求めながら、水田面部分における内容確認調査の実施と水路等掘削部

分における本発掘調査の実施について協議を進めた。

さらに、遺跡の範囲と内容を事前に把握する必要があることから、周知されていた範囲にとどまらず、こ

の付近ほぼ全域について試掘調査を継続した。 B区では、微高地(畑地)部分において古墳時代の竪穴住居

跡を複数存在することが確認できた。また、低い部分で古墳時代の水田跡が所在することも確実となった。

さらにその南側の緑部分では、包含層?中から古墳時代(5世紀後半)の土器とともに馬の歯が出土した。

この付近では埋土中に多くの黒曜石片や掻器などが出土した。この黒曜石は、内部に乳白色の縞状の不純物

を含むことから、宮城県湯之倉方面で産出されるものと考えることができる。

c区では、表土下に人頭大の河原石等が多量に含まれる地点などがあったが、そのほとんどは自然堆積と

して考えられた。また、概して遺物量は稀薄であった。ただし、火山灰層が流れ込んだ状態の、部分的に低

く落ち込む地形が確認された地点もあった。

出土遺物は、 5世紀後半代の土師器を中心とし、ほかに7世紀代の土器・平安時代の土器等がある。少量

ではあるが、弥生土器も出土する。

以上の結果、胆沢川右岸の沖積地に断片的に確認されていた古墳時代中期の集落は、主要な生産基盤であ

る水田跡を伴いながらかなり広範囲に広がるものであることが確実となった。(平成10年度へ11年度本調査予

定)
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30 広域農道整備事業二戸地区及び

中山間総合整備事業御浄地区関連調査

大向上平遺跡(J E18-O199)

所在地:二戸市似鳥加沢地内

事業者:岩手県二戸地方振興局二戸土地改良事業所

調査期日:平成9年3月24日̃9月5日(2日間)

遺跡は安比川右岸の舌状の振り出しに立地している。

安比川はこの付近で大きく蛇行しながら北東方向に流

れ、ところどころに段丘状の地形を形成する。そのよう

な部分は縄文時代または古代の遺跡が形成されているこ

とが多いが、現河床との比高が小さい部分では低湿地と

なっている。遺跡付近の標高は140m。

今回の調査は、遺跡の立地する張り出しを農道が横断
第78図 大向上平遺跡の位置

することによるものである。さらに、農道の両側において畑地の土地改良区画整理が予定されることから、

主に切土による掘削が及ぶ範囲について試掘を実施した。

その結果、 T 3、 T 5で古代の住居跡が確認されたほか、 T l̃6の表土中などで土師器及び縄文土器片

などが出土した。竪穴住居跡埋土中には灰白色の火山灰を含むことから、平安時代のものと考えることがで

きる。全般に表土は浅く、遺構確認面として黄褐色砂質の中せり浮石層を含む層が表土直下で認められる場

合があった。また、その上層に黒褐色土が存在する場合にも、畑地耕作による撹乱が及んでいることがある。

表面で採集できる遺物量に比して、遺構等が少ない遺跡と予想される。 T17、 18では遺物・遺構とも確認さ

れず、遺跡の範囲外と考えられた。 (平成9へ10年度本調査予定)

畑地造成予定部分について埋蔵文化財が確認されたトレンチにおいては、事業者の協力を得ながら設計等

第79図 太向上平遺跡調査区位置図
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31一般農道整備事業太田地区関連調査

長袖I遺跡(J E35鵜1389)

所在地:浄法寺町浄法寺字長袖

事業者:岩手県二戸地方振興局二戸土地改良事業所

調査期日:平成9年11月26日

遺跡は安比川に流入する長袖川の上流部に所在し、河

岸段丘とそれから続く山地の緩斜面に立地する。遺物の

散布は広範囲におよび、特に、段丘辺緑部分において顕

著である。今回の試掘調査は山際の現道沿いでこの付

近までが遺跡の範囲と考えられる。基本上層は以下の通

りである。第l層:耕作土20cm、第2層:黒褐色土40cm、

第3層:灰白色火山灰層5cm、第4層:暗褐色土20cm、

第5層:火山灰層。

試掘調査の結果、 T lで陥穴状遺構l基と土坑2基が検出された。うち1基は埋土に第3層の火山灰を含

むものであり、平安時代以降のものと考えられる。 T7、 T8では第4層から土坑および縄文土器が検出さ

れた。この付近は遺構の保存状況も良好であり、遺物の散布状況も遺跡北側より密度が高く、本遺跡の中心

部分はこの付近から南側に伸びる張出部分であると予想される。踏査では縄文時代前期一後期の土器片、剥

片のほか、土師器と考えられる土器片を1片確認した。事業予定地内にも複数の時期の遺構の所在が予想さ

れる。 (平成10年度以降本調査予定)

』二二二二二十臆二二二二二割

第81図 長袖工遺跡調査区位置図・出土遺物
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32 中山間総合整備事業御浄地区関連調査

袖ノ沢V遺跡(J E35鵜2356)

所在地:二戸郡浄法寺町浄法寺上杉沢地内

事業者:岩手県二戸地方振興局二戸土地改良事業所

調査期日:平成9年9月4ロー5日(2日間)

遺跡は稲庭岳に端を発し南東に流れる中小の河川に

よって開析され形成された丘陵尾根の頂部に立地する。

この付近は同様の振り出しが複数見られ、縄文時代を中

心とした遺跡として利用されることが多い。標高325m。

今回の調査は中山間整備事業の一環である農道工事に

伴うものである。現道の改良が主な内容で、左右両側に

拡幅が予定されている。
第82図 袖ノ沢Ⅴ遺跡の位置

拡幅部分を中心に、 Tl-6を設定した。 Tl、 2は

現道より低い東側に向かって緩やかに傾斜する畑地内に設定した。この付近では、畑地造成が行われた際に

大きく切土されている状態が、現道との境界の残地を観察することで容易に伺うことができた。薄い表土の

下には硬い粘土質の地山が確認できた。遺物等は出土していない。

T3へ6は、現道西側の高い畑地に設定した。 T4において灰白色火山灰を含む層が確認されたことから、

道路側にトレンチを延長し遺構の広がりを把握することに努めたが、明確な平面形をとらえることはできな

かった。この付近で、弥生後期の土器片が数片出土した。外面は不整な撚糸文が縦方向に施文され、内面は

横方向にナデられている。胎土には大きめの砂粒が含まれる。器壁は比較的厚い。

浄法寺町内は大規模な畑地造成が行われているため、現況の地形と旧地形の関係が把握できないことが多

い。この遺跡の場合も、表面で採集される範囲と遺構等の所在する範囲が異なっている可能性が高い。 (平成

10年度本調査予定)

臆

∴
喜

一二一・・・臆

“

/二\ 轟≡;三重選
一一一一‾‾葛○○i

I容量雪害

第83図 袖ノ沢Ⅴ遺跡調査区位置図・出土遺物
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33 畑地帯総合土地改良事業九戸地区関連調査

南田I遺跡(J F22-0147)

所在地:九戸村伊保内第26地割

事業者:岩手県二戸地方振興局二戸土地改良事業所

調査期日:平成9年9月17日

遺跡は瀬月内川西岸の舌状の張出に位置し、南側と北

側に沢が束流する。本遺跡の南側、北側ともに同様の地

形条件を備えており、多数の遺跡が連続して立地してい

る区域である。調査区域北側の民家付近の畑地では大量

の遺物の散布が認められる。試掘調査では道路予定部分

に沿ってトレンチを設定し、埋蔵文化財の有無を確認し

た。基本的な上層は以下のとおりである。第1層:耕作

土30cm、第2層:暗褐色土20cm、第3層:黒褐色土20cm、

詰84図 南田I遺跡の位置

第4層:褐色土。

T lでは第4層を掘り込んだ多数の柱穴状遺構や土坑、溝跡等が検出されたが、遺構に伴う遺物は確認さ

れなかった。 T l中央部分から北側では南側の遺構とは埋土の状況を異にする土坑類が検出されている。第

86図1、第86図2もT l北端で検出された土坑に伴うものである。第86図3へ12の土器は表面から採取した

ものが中心であるが、いずれも縄文時代晩期前半一中葉の時期に属するものと考えられる。

T2では耕作土直下が第4層となっており、またT3では厚い盛土層が確認され、地形の改変が進んでい

る。 T2以降の区域は埋蔵文化財の所在は確認されなかった。また、同日に行った商圏II遺跡およびJ F

22鵜葛0126の試掘調査でも事業用地内では埋蔵文化財の所在は確認されなかった。

(高田I遺跡については平成10年度本調査予定)

第85図 南田I遺跡調査区位置図

一
55

臆臆-



圏

‡三三三等姦ミ

田園琵畳

ま髪霊
二二十空夢骨

子
宮
驚

‾恥。 -。襲

_ふ懸
つ・叫「⊂ヽ÷」章、ニ●-

第86図 南田I遺跡出土遺物

56
臆臆臆

聞
0 5肌



34 主要地方道二戸安代線緊急地方道整備事業関連調査

大向II遺跡(J E18-1224)

所在地:二戸市似烏字向田地内

事業者:岩手県二戸地方振興局土木部

調査期日:平成9年12月15日

遺跡は安比川蛇行地点右岸の段丘面および山地から延

びる緩やかな張出に立地する。

試掘調査では道路予定部分に沿って任意に7本のトレ

ンチを設定し、埋蔵文化財の所在の有無を確認した。

T5へT7は低位段丘面であるが、 T7で灰白色火山

灰層直下から焼土遺構が検出された他、柱穴状遺構も4

基確認された。
第87図 太向II遺跡の位置

高位段丘面のT4では灰白色火山灰を埋土とする、 1

辺約510cmの竪穴住居跡が検出され、壁土からは土師器(第88図3)も検出されている。同様にT 2では直径

60cm程のほぼ円形の土坑2基が検出された。壁土に灰白色火山灰を含み、土師器(第88図2)を伴うことか

らこれらの遺構は平安時代のものと考えられ、灰白色火山灰は十和田a火山灰と考えられる。なお、 Tlで

は底部に網代痕のある縄文時代中期に属すると思われる土器(第88図2)も検出されており、縄文時代の遺

構の所在も予想される遺跡である。 (平成10年度以降本調査予定)

第88図 大向II遺跡調査区位置図・出土遺物
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35 広域農道整備事業東磐井地区関連調査

中長者I遺跡(OFOl-0385)

所在地:東磐井郡千厩町小梨字中長者地内

事業者:岩手県千厩地方振興局面磐土地改良事業所

調査期日:平成9年6月3日

遺跡は千厩町のほぼ中央部、町の中心部から束へ4km

ほどの丘陵斜面に位置している。付近は小規模な沢に

よって各方向から開析が進み、ごく狭い平坦地が形成さ

れている。標高130m。

今回の調査は農道予定地部分の約300m2を対象として

いる。道路中央に沿ってトレンチを設定した。その結果、

トレンチのほぼ中央で地山の灰黄褐色の花崗岩風化土を
第89国 中長者I遺跡の位置

掘り込むように黒褐色の土層が確認され、この部分で縄

文土器片が出土した。そのため、この部分について別途本調査が必要であると判断された。

出土した遺物は縄文土器片のほか、それに伴うと予想される石器(剥片)である。出土量は多くないが、

l→3はいずれも胎土に植物繊維を含み、器内外面に縄文が施文される土器群で、この地方ではほとんど類

例のないものであった。

当課では事業者と協議を進め、平成10年度発掘調査の方向で検討を加えたが、すでに直近まで工事が進め

られていたことなどから、本年度中に調査を実施することも視野に入れた。その結果、事業内容が地元に受

益性の高い事業であることなどから、千厩町教育委員会において調査を実施することで調整を行った。

これを受け、事業者は町教育委員会と調査の委託契約を締結し、この遺跡についての野外調査及び室内整

理・報告書作成を完了させる予定。 (中長者I遺跡発掘調査報告書)。なお、発掘調査においては縄文早期の

微隆起線を伴う条痕文系土器群も出土し、類例の少ない貴重な資料となった。

第90図 中長者工遺跡調査区位置図・出土遺物
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36 担い手育成基盤整備事業奥玉地区関連調査

宿下遺跡(N F8l-2334)

所在地:千厩町奥玉宇宿下 地内

事業者:岩手県千厩地方振興局面磐土地改良事業所

調査期日:平成9年4月9日一11日(3日間)

遺跡は山間地から奥玉の沖積地に延びる緩傾斜地に立

地する、縄文時代の集落跡である。今回の調査では工事

施工により既に表土が除去された状況であり、遺物包含

層の残状況および残存遺構の分布状況を確認し、その保

護をはかることとなったものである。調査の結果、 T5

へT12の東西トレンチでは遺物包含層の残存が確認さ

れ、盛土による保存を行うこととなった。同じく、 Tl
第91図 宿下遺跡の位置

ーT 4から北側のT 7までの区間でも遺物包含層の残存

が確認されたため、盛土による保存を行うこととなった。

T9は農道予定部分であるが、遺物の散布が著しく、削平によって破壊がすすんでいるものの、住居跡と

考えられる遺構や溝状遺構、柱穴状遺構が検出された。 T 7東端でも土抗、柱穴状遺構が確認されたほか鉄

津の出土も見られた。同じくT7中央部分でも上境や溝跡が検出されたほか、鉄津も検出された。この農道

予定部分についても、盛土による保存を行うこととした。またT4西側の法面では土坑断面が数基確認され

たため、断面図として記録保存することとなった。

遺物は遺跡のほぼ全域からコンテナ1箱ほど検出された。主に、縄文時代前期̃縄文時代中期初頭に属す

るものと考えられる。また、鉄津については埋土の状況から近世以降のものと考えられる。
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第92図 南下遺跡調査区位置図・出土遣物
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37 担い手育成基盤整備事業真城地区関連調査 高朴

畑中I遺跡(NF52-2391)

畑中II遺跡(N F62鵜0300)

畑中III遺跡(N F62-0227)

所在地:大束町大原字畑中地内

事業者:岩手県千厩地方振興局面磐土地改良事業所

調査期日:平成9年4月15へ17日(3日間)

畑中IH遺跡は、砂鉄川北岸の微高地上に立地する。

標高は160m前後である。遺跡の北側はまた低い地形に

なっており、砂鉄川の旧河道と考えられる。

今回の調査では、事業予定地内に任意に6箇所の試掘

トレンチを設定し、埋蔵文化財の有無等について確認し
第93図 畑中I .II.IⅡ遺跡の位置

ているが、既に一部については表土が移動されていたた

め、かなりの部分について十分な確認ができなかった。表土が一部残っていた部分でも遺構・遺物とも検出

されていない。遺跡範囲の主たる部分は民家の敷地とその周囲の畑であると考えられる。

畑中II遺跡は畑中III遺跡の北側の段丘上に立地する。遺跡の標高は170m前後である。

今回の試掘調査では、試掘トレンチを5箇所設定して埋蔵文化財の状況について確認している。既に表土

が移動されていた部分もあったが、南西部のT 5で縄文時代後・晩期?の遺物包含層が確認された。段丘の

縁を中心とした遺跡範囲が考えられる。

畑中I遺跡は畑中II遺跡の北側に位置しており、砂鉄川によって形成された沖積地の北辺に位置している。

遺跡の標高は172へ175mである。

第94図 畑中IⅡ遺跡調査区位置図
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今回の試掘調査では、事業予定地内に15箇所の試掘トレンチを設定して埋蔵文化財を確認している。ここ

も一部については表土が既に移動されており、必ずしも十分な確認ができたわけではない。確認できた範囲

では北東部のT l -3付近で縄文時代晩期の遺物包含層が若干確認することができた。他の部分では埋蔵文

化財は確認することができなかった。
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38 担い手育成基盤整備事業宮守川上流地区関連調査

須崎遺跡(MF32-2050)

所在地:宮守村上宮守字小沢地内

事業者:岩手県遠野地方振興局遠野土地改良事業所

調査期日:平成9年3月27日へ28日(2日間)

遺跡は宮守川上流部に位置し、宮守川に流入する2本

の小河川に挟まれた緩傾斜の尾根に立地する。調査区域

のほぼ全域が耕地・草地として造成されており、原地形

は北側の斜面に若干残るのみである。今回の試掘調査で

は遺跡範囲のうちは場整備該当区域のほぼ全域にトレン

チを設定し、遺構等の所在を確認した。 T3で焼土およ

び土抗が確認されたが、出土遺物および埋土の状況から

近現代のものと考えられる。T 5では直径110cmの土坑2
第96図 須崎遺跡の位置

基が表土下20cmで検出された。さらにその北斜面にあたるT l-T 2からは表土下35cmで溝跡、柱穴が検出

され、溝跡からは縄文時代後期の土器片が2片出土した。さらにその西側のT9へTlOでも複数の土抗、柱

穴、溝跡が表土下35cmで確認された。遺物は確認されなかったが、壁土の状況は縄文土器の検出されたT l

̃T 2と同様のものである。遺跡範囲西端の中央部分は削平が進行しており、耕作土直下が褐色土地山層と

なっており、遺構は検出されなかった。遺跡西側のトレンチで遺構が検出されたのはT12の西端と13の西端

であり、それぞれ溝跡1条と柱穴状遺構3基が検出された。削平されているものの、この付近のみ遺構が残

存しているものと見られる。埋土は二種類が観察され、 Tlと同様のものとやや新しい印象を受けるものが

あり、複数の時期の遺構が所在するものと考えられる。遺構に対して遺物は相対的に少なく、前述の縄文時

代前期と考えられる土器も微小なものである。

遺跡中央部分の神社より東側では調査範囲外であるが相当量の遺物の散布が確認され、遺跡の中心部分は

調査区域の東側であるものと予想される。なお、調査区域については、設計の変更により盛土で遺構の保存

第97図 須崎遺跡調査区位置図・出土遺物
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39 低コスト化水田農業大区画は場整備車業綾織地区

関連調査

砂子沢I遺跡(MF43-1335)

所在地:遠野市綾織町字砂子沢古堂

事業者:岩手県遠野地方振興局遠野土地改良事業所

調査期日:平成9年9月20日へ21日(2日間)

遺跡は猿ケ石川の支流、砂子沢川の沖積地に臨む、尾

根状の張出部分に位置する。本来は事業地北側の屋根上

の平場が遺跡範囲と考えられていたが、試掘調査に先立

ち平場下の畑地でも土師器の散布が認められたため、遺

跡範囲の拡大と認められ、試掘調査が必要となった。調

査範囲は段差のある水田になっており地形の改変が進ん
第98図 砂子沢I遺跡の位置

でいる。

試掘調査ではほ場整備事業予定地内で掘削が想定される部分にトレンチを設定し内容の確認を行った。遺

構が集中したのはTl-T3にかけての高位部分でT2では竪穴住居跡2棟、 T3では同じく1棟が検出

された。遺物は土師器・須恵器のほか鉄津も検出されている。ほとんどの遺構が花崗岩風化層を掘り込んだ

形で検出されたが、各水田の山側の段差付近では耕作土直下に花崗岩風化層が検出されており、遺構は一部

破壊された状態で所在しているものと予想される。なお、やや距離をおいた西側の張出にもトレンチを設定

したが、埋蔵文化財の所在は確認されていない。検出された埋蔵文化財については盛土による保存をはかる

こととなった。
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40 担い手育成基盤整備事業宮野目地区関連調査

庫理遺跡(ME17-1075)

所在地:花巻市宮野目庫理地内

事業者:岩手県花巻地方振興局花巻土地改良事業所

調査期日:平成9年6月19日

庫理遺跡は北上川西岸に形成された沖積地中の微高地

上にあり、遺跡の標高は77m前後である。遺跡のすぐ南

東の隣を北上川が南に向かって流れている。今回の調査

区の北側の隣接地では、 ㈱文化振興事業団埋蔵文化財セ

ンターによる発掘調査が行われており、平安時代の竪穴

住居跡・水鳥の描かれた土師器などが検出されている。

今回の試掘調査は県営のほ場整備に関連するパイプラ
第100図 庫理遺跡の位置

インの敷設に伴うもので、その用地内に溝状に試掘トレ

ンチを設定している。調査区の現況は転作田で畑として利用されている。層序は上から1層の耕作土、 2層

の黒褐色土(80へ100cm)、 3層の褐色土となっている。

遺構・遺物については、遺構は検出されておらず、遺物は耕作土中から摩耗した土師器の小片や近・現代

の陶磁器片が数点出土している。土師器片は調査区内に本来的にあったものではなく周囲から入り込んだも

のと考えられる。

パイプラインの予定地では遺構・遺物とも確認されなかったが、北側では埋文センターの本調査が行なわ

れ遺構が検出され、西側の畑でも土師器片が表面採集できるため、今回の調査区の東西にも遺構等が分布す

るものと考えられる。

第101国 庫理遺跡調査区位置図
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41中山間地域総合整備事業大野地区関連調査

内沢環状列石(MD28-1268)

所在地:沢内村大字大野内ノ沢地内

事業者:岩手県花巻地方振興局花巻土地改良事業所

調査期日:平成9年10月28日̃30日(3日間)

本遺跡は和賀川左岸に位置し、沢に挟まれた舌状の台

地に立地する。台地先端部分には環状列石が露出してお

り、旧来から周知されている遺跡である。

今回の調査ではほ場整備予定地域のほぼ全域にトレン

チを設定し、埋蔵文化財の所在の確認をおこなった。環

状列石付近のT 9では保存状況の良好な住居跡1棟とそ

れに付随する柱穴が検出された。出土遺物は、縄文時代

中期̃後期の土器が中心である。

T 7付近は縄文土器・剥片などの散布が認められたが、

第102園 内沢環状列石の位置

1mほどの削平を受けており、地山層が露出して

おり、遺構などの残存も確認されなかった。 Tl̃T5のトレンチでは柱穴状遺構が確認された。いずれも

微量ながら縄文土器片を伴うものである。 T 6では直径100cmほどの土坑が剥片、土器片を伴い検出された。

この部分は遺構の保存状況は良好であった。遺跡中央部分の道路南側は耕作土の下は礫層が卓越しており、

T15で陥穴状遺構が確認されたにとどまった。遺跡の中心は環状列石の所在する西端部分であると考えられ、

距離とともに遺構の密度は薄くなっている。遺構の確認されたT9-T12付近および、 Tlへ5、 T15付近

は盛土による遺構の保存、 T6は事業用地外として埋蔵文化財の保存をはかることとなった。
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第103図 内沢環状列石調査区位置図・出土遺物
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42 中山間地域総合整備事業大野地区関連調査

内沢遺跡(MD28-1274)

所在地:沢内村大野宇内ノ沢地内

事業者:岩手県花巻地方振興局花巻土地改良事業所

調査期日:平成9年10月28日へ30日(3副詞)

遺跡:ま和賞川の左岸に発達した河岸段丘上に所在す

る言草言三〇月貴認められるが、うち、遺跡は弗言上 第上

長の段丘面に立地している。現況は開田により斗巧土面と

なっているが、聞き取りおよび今回の試掘調査で大幅に

地形が改変されていることが判明した。試掘調査ではほ

場整備予定地のうち遺構の残存が予想される水田西側を

中心にトレンチを設定した。その結果、段丘辺緑部分に

遺構・遺物が集中し、さらに遺物や検出高から複数の時

期にわたる遺跡であることが判明した。

IOO職

第104園 内沢I遺跡の位置

T 7およびT 9ではそれぞれ陥穴状遺構が検出されたが、

そのほかに遺構・遺物の検出は見られず、この付近は縄文時

代の狩場であったものと考えられる。 T12へT17では東側の

道路付近では大きく削平を受けているものの、段丘辺緑部分

では土坑・柱穴・溝跡等の遺構が検出された。埋土の状況や

遺物から縄文時代のものと、近世の民家跡と考えられる。

下位段丘のTlO、 Tllでは縄文土器を伴う柱穴状遺構多数

と焼土遺構1基、土坑1基が検出された。遺物はいずれも縄

文時代中期に属すると考えられるものである。なお、事業予

定地範囲外であるが遺跡北西端の畑地では多数の石鍛・剥片

類の散布が確認された。今回の調査区域のうち遺構が検出さ

れた水田部分は盛土によりその保護をはかることとなった。

また、 Tll付近を中心とした水路予定分については、 -部は

設計変更による現状保存となったが、水路掘削によって埋蔵

文化財の滅失がさけられない一部区間については、本調査に

より、記録保存を行うこととなった。(平成10年度本調査予定)

0 5肌

第105園 内沢I遺跡調査区位置図・出土遺物
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43 中山間地域総合整備事業大野地区関連調査

内沢II遺跡(MD28喜1274)

所在地:沢内村大野宇内ノ沢地内

事業者:岩手県花巻地方振興局花巻土地改良事業所

調査期日:平成9年10月28日へ30日(3日間)

調査遺跡は和賀川左岸の段丘上に立地し、内沢I遺跡

の南側に位置し、同様の立地条件を備える。遺跡南端で

和賀川は大きく蛇行しており、段丘も終了する。ほ場整

備予定区域は第三段丘面に相当するが、開田により大幅

に地形の改変が進んでいる。調査の結果、段丘面東側は

旧沢地と判明し、段丘辺緑部分を中心に試掘トレンチを

設定した。 T2では土坑1基と柱穴列が検出されたが、

遺物から近世の民家跡と判明した。削平は段丘辺緑部分

にまで及んでおり、耕作土直下は褐色土地山層となった。

第106園 内沢II遺跡の位置

T 3では上部が失なわれた土器(第107図1)が直

立に埋設されており、内部には焼土が充填されている。付近で他に遺構・遺物は確認されず、削平により失

われたものと考えられる。また、 TlO付近は竪穴住居と考えられる遺構が比較的良好な保存状況で検出され

た。その他にはTllへT18でも部分的に柱穴状遺構が多数と焼土遺構が検出されている。旧来はこの段丘の

辺縁部分に住居等が集中していたものと考えられるが、開田による造成でその一部が残存する遺跡であると

判明した。遺構の確認された水田は盛土によりその保護をはかることとなった。

第107園 内沢II遺跡調査区位置図・出土遺物
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44 矢巾試験地植栽事業関連調査

鳶ケ平遺跡(しE45-0242)

所在地:紫波郡矢巾町煙山芋鳶ケ平地内

事業者:岩手県林業技術センター

調査期日:平成9年4月16日へ18日、 5月1日

(4日間)

鳶ケ平遺跡は岩崎川によって形成された小規模な扇状

地上に立地し、南緑は河川の浸食によって急崖を形成し

ている。事業用地のほぼ全面が遺跡範囲に相当するが、

岩手県遺跡台帳上では遺跡範囲に若干のずれがあったた

め、調査は作業用道路施工後となった。

遺跡は緩やかな起伏を伴い、うち4箇所(AへD地区)
第108図 鳶ケ平遺跡の位置

の切り通しがあり、そのいずれにも法面に遺構が観察さ

れた。住居跡と考えられる遺構は、 B3であり、第4層に土器片を含む。 B7は大量の投込性の焼土を伴う

大型の土坑であるものと考えられる。いずれの遺構も法面での観察であるため、やや不整形なプランを示す。

事業用地の表土は造成のため移動されており、大量の遺物の散布がみられた。土器は縄文中期一後期初頭の

ものが占める。遺構に伴う遺物は、 B3で第110図の5、 B7では同じく6が検出された。そのほかの遺物は

表面採集によるものである。第110図の1へ4は大木式8 b、第111図の1̃8は同じく9、9へ20は10、21̃26

は後期初頭のものと考えられる。 27、 28は円盤形土製品。縮尺は1/3で示している。 29は石製品で縮尺は1/2

で示している。
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第110図 鳶ケ平遺跡遺構・出土遺物
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45 県南青少年の家グランド整備関連調査

柏山館跡(NEO5-1263)

所在地:胆沢郡金ヶ崎町館山地内

事業者:岩手県教育委員会事務局社会教育課

調査期日:平成9年8月21日

遺跡は、胆沢川と永栄川によって挟まれて東西に延び

る永栄丘陵の東端部に位置する○今回の調査地点の標高

は80m。

相山館跡は中世桐山氏の居城である大林城の一部を構

成する。大林城は東西1.3km、南北500m、面積が11haに及

ぶ広大な範囲に広がる。一般に、本丸部分を柏山館、二

の丸部分を松本館、三の丸部分を生城寺館と呼んでいる。
第112図 柏山館跡の位置

16世紀末の廃城後はさまざまな土地利用の変遷が見ら

れるが、近年では東側端にサンピア金ヶ崎、ほぼ中央部に県南青少年の家、西側を南北に縦断する形で県道

永沢水沢線が、それぞれ新設・改良され、その都度記録保存を目的とした発掘調査等が行われてきている。

今回の調査は、主郭北側の平坦部に造成された県南青少年の家グランドについて、暗渠排水を設置する計

画があることから実施したものである。県南青少年の家は昭和55年に造成工事が行われているが、その際に

発掘調査を実施したのは建物部分及び駐車場部分でその東側にあたるグランド部分については盛土により

地下遺構が保存されていた。そのためグランドの排水状況が悪く、今回の事業が計画された。

第113図 桐山館跡周辺地形図
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第114図 柏山館跡調査区位置図・遺構」へ
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調査は暗渠排水が予定されている部分についてトレンチを設定し、遺構面までの深さ及び遺構の存在状況

を確認する方法で実施した。現在は造成により平坦な地形となっているが、従前この部分は主部から延びる

緩斜面が最も低くなる箇所で、西側からの沢地形となっていた。前回の調査ではこの沢に平行して小規模な

堀跡が検出されている。さらに、グランドの東側及び北側はなだらかに低く傾斜し、水田として利用されて

いた。したがって、 Tl→5部分にも、この堀跡の延長や、駐車場部分で多く検出されている柱穴跡が確認

される可能性を想定した。

調査の結果、 T l→5のいずれの地点でも、南側よりでは現在のグランド表土直下が粘土質の地山となり、

遺構検出面が造成により若干削平された状況が観察された。北側に向かうにしたがって盛土が厚くなり、土

壌は一部グライ化している。

T lでは、南側表土直下で柱穴跡が複数検出された。北側に向かって地山が少しづつ低く傾斜し、南端か

ら18m付近で円形のグライ化した土壌を壁土に持つ遺構が確認されたことから、井戸跡と考えられる。さら

に北側は低くなり、現地表から100cmほどに下がる。

T2では、 T l同様にトレンチ南側で柱穴跡などが検出された。トレンチ中央部分では15cmの段を持って

立ち上がる部分があり、その北側に小満跡が確認できた。

T 3では、トレンチ南端部で方形の竪穴状の落ち込みが認められた。埋土の状況等から、駐車場部分で確

認されている古代の住居跡とは性格を異にすると考えられる。 T2の溝状遺構の延長は、このトレンチ中央

でも確認され、さらにT4に延びている。

T4では、 T2、 3で認められた段を持つ立ち上がりが、溝状の遺構として現れている。その北側の溝跡

とはほぼ平行に延びている。

T 5では、トレンチ南端から15m付近で柱穴跡が集中して確認される部分がある。

以上の調査結果に基づき、事業者と埋蔵文化財の保護について工法の変更等の協議を進めた。その結果、

事業者側の協力により、これらの範囲のうち、地表から暗渠予定位置までの深さが一定程度確保できない南

側の部分において施工を見合わせることで埋蔵文化財の保護を図ることとした。なお、 T5よりさらに東

側においては、旧地形及び現地形との対比から、現地表から遺構確認面までは80cm以上の深さがあると判断

されたため、盛土の範囲内で工事を施工することとした。
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46 県立胆沢病院合同公舎新築工事関連調査

龍ケ馬場遺跡(NE26-1254)

所在地:水沢市龍ケ馬場

事業者:岩手県医療局

調査期日:平成9年12月10日

遺跡は胆沢扇状地末端部分の微高地に立地する遺跡で

あり、分布調査では縄文土器・土師器の散布が報告され

ている。今回の試掘調査では、公舎新築にかかるもので

あり、調査区域については、構築物の建設はなく、主に

緑地化する予定の区域である。

調査では一部建物等があったため、トレンチ設定箇所

は限定されたが、 5カ所に試掘トレンチを設定し、遺構・
第115図 龍ケ馬場遺跡の位置

遺物の所在を確認した。

いずれのトレンチも造成痕が著しく、 T5は褐色地山層が露出しており、遺構の残存も確認されなかった。

T 3では16cmの厚さの黒褐色表土の直下に地山層が確認され、削平・撹乱が認められたが、直径27cmの柱穴

状遺構が1基検出された。 T 2では整地層が40cm、黒褐色土が30cm観察され、第3層の黒色土から縄文土器

が10数点検出された。さらに第4層の褐色土に掘り込みの及ぶ、 40cmX50cmの楕円形の平面プランをもつ土

坑が1基検出された。 Tl、 T4では遺構・遺物とも検出されなかったが、 T2と同じ上層が観察された。

調査区域のうち、西側は地形の改変が著しいが、遺跡東端の沢沿い部分に関しては土層の保存状況も良好で

あり、今回トレンチを設定できなかった範囲にも埋蔵文化財の所在する可能性がある。出土遺物は1、 3は

縄文時代後期の特徴をもち、 2については縄文時代中期末から後期のものであると考えられる。

なお、今回の調査では埋蔵文化財の所在が確認されたが、設計通りの工事でその保存は可能であると認め

られる。
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47 短大地区宅地造成事業関連調査

島田II遺跡(LG43-0338)

所在地:宮古市大字八木沢第4地割、第5地割および

磯鶏第8地割地内

事業者:岩手県住宅供給公社

調査期日:平成9年4月21日へ23日、 5月12日へ

14日(6日間)

遺跡は八木沢川の沖積地に延びる山地の尾根に立地す

る。平成8年度の分布調査において遺跡である可能性が

指摘された区域であり、今回の試掘調査でその内容と範

囲を確認するものとなった。事業予定地内の地勢は山地

から数本の尾根が北東側に伸びており、尾根はきわめて
第117図 島田II遺跡の位置

急峻であり、屋根上も狭隆である。標高は事業地最高位

部分が80mほどで、沖積地からの比高も20mへ70mときわめて特異な立地条件を備える。

試掘調査は宮古市教育委員会の助言をもとに、主に尾根部分上部を中心にトレンチを設定した。

T lの尾根およびT 2の低地では埋蔵文化財の所在は認められなかったが、 T 5では林道法面に炭窯跡と

考えられる掘り込みが観察された。 T8では人工的な平場および窪地が観察され、トレンチ調査の結果、住

居跡2棟とそれに伴う焼土遺構・須恵器片が検出された。同様にT 9でも住居跡と考えられる遺構が検出さ

れた。 TlOの尾根でも人工的な平場が観察され、 TlOで花崗岩風化層を掘り込んだ方形隅丸型の住居跡が土

師器・砥石を伴って検出された。さらに付近から分岐する尾根のTllでは焼土遺構と多量の炭化材も検出さ

れている。さらに同尾根の上部のT12、 T13でも土師器を伴う土坑3基検出された。同尾根で立木等のため

トレンチを設定できなかった部分でも人為的な平場が認められるため、さらに多くの遺構の所在が予想され

る。

南側の尾根でも同様の立地を持つ遺構が多数検出されている。林道法面であるT36では土坑の断面が観察

され、土師器や焼土遺構も確認された。また、鉄津の出土も認められ、製鉄関連の遺構の所在も予想される。

この尾根でも人工的な平場は多数認められ、 T16で大型の土坑と鉄津、土師器が、同じくT17でも土坑と鉄

澤が検出された。 T19へT 2付近は林道造成のため、地形の改変が進んでいるが、多数の須恵器土師器の散

布が確認されたほか、鉄澤、時期不明の陶器の出土も見られた。この尾根から分岐するT26へT32の尾根で

もきわめて狭隆な屋根上で人工的な平場が観察された。特にT30では5 mほどの幅の鞍部に方形隅丸型の住

居跡が検出されている。事業地南端の尾根でも明確な遺構は確認されなかったが、土師器の出土が確認され、

住居跡が所在する可能性がきわめて高い。

試掘調査期間の6日間で確認された遺構は竪穴住居跡8棟、土坑類12基、焼土遺構4基であるが、試掘が

できなかった部分も含め、放射状に広がる屋根上のほぼ全域に住居跡が高密度で所在するものと考えられる。

遺物は土師器を中心に、須恵器、鉄津、砥石、羽口などが検出されており、総量は大コンテナ約1箱にのぼ

る。

今回の調査の結果二本遺跡は特徴的な立地条件を持つ、平安時代の大規模な集落であることが判明した。

また、そのほかにも鉄津や大量の炭化材も確認されており、製鉄関連遺構の所在や炭窯など生産関連遺跡の

可能性を持つものである。 (平成10年度以降本調査予定)
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48 越富来地区宅地造成事業

小出I遺跡(NG21-0052)

所在地:三陸町越喜来字小出地内

事業者:岩手県住宅供給公社

調査期日:平成9年11月13日

遺跡は浦浜川に向かって緩やかに傾斜する斜面上に立

地する。今回の試掘調査では事業予定地のうち一部にト

レンチを設定し、内容の確認を行った。水田部分につい

ては大幅な地形の改変が認められ、埋蔵文化財の所在は

確認されなかったがT6以降のトレンチでは保存状況が

良好であり、 T8では竪穴住居跡1棟とそれに付随する

柱穴状遺構1基が確認された。また、 TlOでは小判型の

上境2基が検出されている。事業地内の畑地部分では石
第120図 小出I遺跡の位置

鉄の散布も認められ、今回試掘調査ができなかった東側水田部分を含め、さらに多くの遺構の所在が予想さ

れる。出土遺物は主にT8からのもので縄文時代中期末一後期に属するものと考えられ、 7は円形刺突文

を持つ。事業が予定通り施工される場合は本調査が必要となる。



49 担い手育成基盤整備事業奥玉地区関連調査

立石沢II遺跡(NF81-0298)

所在地:千厩町奥玉宇土樋地内’

事業者:岩手県千厩地方振興局千厩土地改良事業所

調査期日:平成9年12月8日へ9日(2日間)

遺跡は千厩川に注ぐ二本の沢に挟まれた張出に立地す

る。別遺跡の試掘調査の際に遺物の散布が認められたた

め、急遽試掘調査を実施したものである。試掘調査では

事業予定内に19本のトレンチを設定し、遺構の所在とそ

の範囲について確認した。その結果T6、 T8、 9にか

けて傾斜方向に延びる、上幅60cmから100cmの溝跡が確認

された。いずれのトレンチでも溝跡の埋土に縄文土器を
第122国 立石沢II遺跡の位置

包含している。T 7付近では2条の溝跡が検出された他、

付近の畑地では縄文土器・剥片の散布も認められた。旧地形が認められるT l̃T 5の張出部分では土坑・

柱穴状遺構が縄文土器を伴い、多数検出された。開田による影響をうけており、保存状況は良好ではなく、

遺構の検出高も一定ではなく、削平が進んでいる。出土遺物はやや磨耗が進んでいるが、縄文時代後期に属

するものと考えられる。なお、土器4は縄文時代前期に属するものである。

埋蔵文化財の所在が確認されたため、事業については設計を変更し、水路部分の移動および水田部分の盛

り土により遺構・遺物の保存をはかることとなった。
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その他の試掘調査

No. 事 業 名 事 業 者 遺 跡 名 所在地 調査糊口 

1 中山間地域総合整備事業御浄地区 二戸土地改良事業所 太旧館跡 浄法寺町 4/5 

2 中山間地域総合整備事業御浄地区 二戸土地改良事業所 ユニ前田H 浄法寺町 4/5 

3 県営は場整備事業上大原地区 両壁土地改良事業所 熊の平I 大 束 町 」/15-1了 

4 主要地方道上米内湯沢線手代森地区道路改築 盛岡地方振興局土木部 手代森妻の神 盛 岡 市 4/18 

0 中山間地域総合整備事業陸中なつい地区 久慈土地改良事業所 川代 久 慈 面 4/24 

6 中山間地域総合整備事業陸中なつい地区 久慈土地改良事業所 川代H 久 慈 市 4/24 

7 中山間地域総合整備事業陸中なつい地区 久慈土地改良事業所 JF18臆1027 久 慈 市 4/24 

8 中山間地域総合整備事業陸中なつい地区 久慈土地改良事業所 JF18-1104 久 慈 市 4/24 

9 一般国道340号横道地区道路改良 岩泉土木事務所 水上 岩 泉 町 5/9 

10 一般国道340号横道地区道路改良 岩泉土木事務所 中瀬H 岩 泉 町 5/9 

11 一般国道283号仙人峠地区道路改築単葉 遠野地方振興局土木部 滝ノ沢 遠 野 市 5/19 

12 一般国道4号水沢東バイパス事業 建設省岩手工事事務所 惣前町 水 沢 市 5/23 

13 大船渡三陸道路建設事業 建設省三陸国道工事事務所 野尻II 大船渡市 6,/2 

14 一般国道4号渋民バイパス事業 建設省岩手工事事務所 越戸 玉 山 村 6/2 

15 一般国道455号山岸地区道路改良工事 盛岡地方振興局土木部 道ノ下A 盛 岡 市 6/4-5 

16 開拓地整備事業小松両地区 宮古地方振興局農政部 小松量 岩 泉 町 6/4→5 

17 開拓地整備事業小松山地区 宮古地方振興局農政部 小松II 岩 泉 町 6/4-5 

18 開拓地整備事業小松川地区 宮古地方振興局農政部 小松III 岩 泉 町 6/4一-5 

19 開拓地整備事業小松山地区 宮古地方振興局農政部 小松IV 岩 泉 町 6/4̃5 

20 緊急地方道整備事業主要地方道一関北上線 北上地方振興局土木部 館I 北 上 市 6/17 

21 広域農道整備事業二戸地区 二戸土地改良事業所 大同上平 二 戸 市 6/20 

22 一般国道4号北上拡巾事業 建設省岩手工事事務所 大塊 北 上 市 6/26 

23 一般国道4号北上拡巾事業 建設省岩手工事事務所 高前胴 北 上 市 6/26 

24 東北横断自動車道建設事業 日本道路公団 八/IE28臆2155 東 和 町 7/3 

25 中山間地域総合整備事業奥玉地区農道中ロ向線 両磐土地改良事業所 物見石I 千 厩 町 7/31 

26 中山間地域総合整備専業奥玉地区農道中ロ向線 両響土地改良事業所 NF82臆1060 千 厩 町 7/3l 

27 御所湖広域公園町場地区オートキャンプ場整備 盛岡地方振興局土木部 町場萱I「 雫 石 町 8/18-19 

28 御所湖広域公園町場地区オートキャンプ場整備 盛岡地方振興局土木部 町場=l 享 有 町 8/18-19 

29 集落環境整備事業農道ニッ森線改良工事 松尾村 長者屋敷I 松 尾 村 8/20へ22 

30 中山間地域総合整備事業御津地区 二戸土地改良事業所 季ケ平萱 二 戸 巾 8/27 

3l 広域農道整備事業胆沢南部地区 胆江上地改良事業所 N量う5十2132 衣 川 村 9/2へ3 

32 広域農道整備事業胆沢南部地区 胆江土地改良事業所 NE5牛2059 衣 川 村 9/2̃3 

33 広域農道整備事業胆沢南部地区 胆江土地改良事業所 NE5十0227 衣 川 村 9/2へ3 

34 広域農道整備事業胆沢南部地区 胆江上地改良事業所 士専用 衣 川 村 9/2一-3 

35 中山間地域総合整備事業御浄地区 二戸土地改良事業所 空久保 浄法寺町 9/」̃5 

36 担い手育成基盤整備事業土台大下通 盛岡南部土地改良事業所 野旧H 信鳥.谷町 9/11へ12 

37 担い手育成基盤整備事業上台大下通 盛岡南部土地改良事業所 LIこ96臆2004 石鳥谷町 〔)/11へ12 

38 担い手育成基盤整備事業土台大下通 盛岡南部土地改良事業所 LE96臆200了 石鳥谷町 9/11→12 

39 担い手育成塞盤整備事業土台大下通 盛岡南部土地改良事業所 LE()5臆1352 石鳥谷町 9/11へ12 

用 畑地帯総合土地改良事業九戸地区 二戸土地改良事業所 「擁自H 九 戸 村 9/17 

4l 畑地帯総合土地改良事業九戸地区 二戸土地改良事業所 JF22葛0126 九 戸 村 9/1了 

∠12 一般国道456号大平地区道路特殊改良第一種工事 水沢地方振興局土木部 大畑 江 刺 巾 9/18 
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No 事 業 名 事 業 者 道 跡 名 所在地 調査期日 

43 セミナーハウス建設事業 教育委員会財務課 荒巻南 金ヶ崎町 9/19 

44 部活動施設整備事業 教育委員会財務課 中島 胆 沢 町 9/19 

45 広域農道盛岡西部地区 岩手北部土地改良事業所 芋田II 玉 山 村 9/24 

46 一般国道456号大平地区道路特殊改良第一種工事 水沢地方振興局土木部 大畑 江 刺 市 9/29 

47 県単道路改良工事一般県道上斗米金田一線 二戸地方振興局土木部 雨滴 二 戸 市 10/2 

48 一関進水地管理用通路工事 建設省岩手工事事務所 竜ケ坂 平 泉 町 10/13へ14 

49 一関遊水地管理用通路工事 建設省岩手工事事務所 佐藤屋敷 平 泉 町 10/13へ14 

50 一関遊水地管理用通路工事 建設省岩手工事事務所 新田 平 泉 町 10/13へ14・ 

5l 一関遊水地管理用通路工事 建設省岩手工事事務所 西平I萱 
一

関 市 10/13→14 

52 一関遊水地管理用通路工事 建設省岩手工事事務所 平 
一

関 市 10/13へ14 

53 セミナーハウス建設事業 教育委員会財務課 道下乗 水 沢 市 10/13 

54 主要地方道栗駒衣川線上川内地区道路改良 水沢地方振興局土木部 NE63-2359 衣 川 村 10/16へ17 

55 主要地方道栗駒衣川線上川内地区道路改良 水沢地方振興局土木部 NE64-2042 衣 川 村 10/16→17 

56 主要地方道栗駒衣川線上川内地区道路改良 水沢地方振興局土木部 NE64-2024 衣 川 村 10/16へ17 

57 県営畜産経営環境整備事業盆花平l号線 盛岡地方振興局農政部 KE82-0312 雫 石 町 10/16 

58 畑作地帯総合土地改良事業盛岡西部地区 盛岡南部土地改良事業所 石切茶屋西北方 矢 巾 町 10/17 

59 中山間地域総合整備車業鱒沢地区 遠野土地改良事業所 MF52-2272 宮 守 村 10/20→21 

60 中山間地域総合整備車業鱒沢地区 遠野土地改良事業所 上台 宮 守 村 10/20へ21 

61 中山間地域総合整備車業鱒沢地区 遠野土地改良事業所 MF52-2179 宮 守 村 10/20→21 

62 小規模河川改修事業1級河川伊手I= 水沢地方振興局土木部 下醍醐 江 刺 市 10/23へ24 

63 小規模河川改修事業1級河川伊手川 水沢地方振興局土木部 高野前 江 刺 市 10/23→24 

64 水沢農業高校校庭整備事業 教育委員会財務課 中島 胆 沢 町 10/23-24 

65 主要地方道上米内湯沢線手代森地区道路改築工事 盛岡地方振興局土木部 高寺量 盛 岡 市 10/23 

66 主要地方道上米内湯沢線手代森地区道路改築工事 盛岡地方振興局土木部 沢目 盛 岡 市 10/23 

67 ふるさと農道緊急整備事業六原地区 胆江上地改良事業所 前稗沢 金ヶ崎町 10/24 

68 低コスト化水田農業大区画は場整備事業徳第一地区 盛岡南部土地改良事業所 岡村 矢 巾 町 10/27 

69 中山間地域総合整備事業陸中なつい地区 久慈土地改良事業所 国坂H 久 慈 市 10/28へ30 

70 中山間地域総合整備事業陸中なつい地区 久慈土地改良事業所 国坂IV 久 慈 市 10/28-30 

71 中山間地域総合整備事業陸中なつい地区 久慈土地改良事業所 大声I 久 慈 市 10/28へ30 

了2 中山間地域総合整備事業陸中なつい地区 久慈土地改良事業所 大声萱II 久 慈 市 10/28→30 

73 中山間地域総合整備事業陸中なつい地区 久慈土地改良事業所 富原II 久 慈 市 10/28→30 

74 中山間地域総合整備事業陸中なつい地区 久慈土地改良事業所 川代I 久 慈 市 10/28-30 

75 中山間地域総合整備事業陸中なつい地区 久慈土地改良事業所 川代II 久 慈 市 10/28へ30 

76 農免農道整備事業新町第一地区 花巻土地改良事業所 MD28-1190 沢 内 村 10/29 

77 農免農道整備事業新町第一地区 花巻土地改良事業所 MD28-1159 沢 内 村 10/29 

78 中山間地域総合整備事業大野地区 花巻土地改良事業所 MD28臆2198 沢 内 村 10/29 

79 主要地方道宮古岩泉線山口地区道路改良 宮古地方振興局土木部 赤畑 宮 古 市 10/31 

80 東北新幹線建設工事 日本鉄道建設公団 独活倉 玉 山 村 ll/4 

8l 東北新幹線建設工事 日本鉄道建設公団 円満寺跡 岩 手 叩 11/5 

82 一級河川岩崎川広域河月i改修A事業 盛岡地方振興局土木部 稲村I 紫 波 町 11/5 

83 県営畜産経営環境整備事業面沼清水線 盛岡地方振興局農政部 両沼H 西 根 町 11/5 

84 県営畜産経営環境整備事業面沼清水線 盛岡地方振興局農政部 KE35」0339 西 根 町 11/5 

85 中山間地域総合整備事業所出郷地区 花巻土地改良事業所 巣郷I 湯 田 町 11/5へ6 

一一
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86 中山間地域総合整備事業新田郷地区 花巻土地改良事業所 野々宿I 湯 田 町 11/5一-6 

87 中山間地域総合整備事業新田郷地区 花巻土地改良事業所 細内H 湯 田 町 11/5へ6 

88 中山間地域総合整備事業御浄地区 二戸土地改良事業所 空久保 浄法寺町 11/7 

89 中山間地域総合整備事業御津地区 二戸土地改良事業所 袖ノ沢V 浄法寺町 11/7 

90 県営梁川ダム建設事業 薬用ダム建設事務所 大樹沢II 盛 岡 市 11/7 

91 県営一般農道整備事業毒沢地区 花巻土地改良事業所 ME39-2271 東 和 町 11/10 

92 県営一般農道整備事業亀ケ森2期地区 花巻土地改良事業所 エゾ穴 大 迫 町 ll/10 

93 地方特定道路整備事業一般県道衣川水沢線 水沢地方振興局土木部 福原 水 沢 市 ll/11 

94 一般国道4号水沢東バイパス事業 建設省岩手工事事務所 東袖ノ目 水 沢 市 11/13 

95 一般国道4号水沢東バイパス事業 建設省岩手工事事務所 中前田 水 沢 市 11/13 

96 一般国道283号仙人峠地区道路改築事業 遠野地方振興局土木部 MF76-2155 住 田 町 ll/14 

97 農免農道整備事業島越地区 二戸土地改良事業所 野月道ノ下 一
戸 町 11/17一-18 

98 農免農道整備車業島越地区 二戸土地改良事業所 過利石 
一

戸 町 11/17へ18 

99 農免農道整備事業島越地区 二戸土地改良事業所 首戸II 
一 戸 町 11/17へ18 

100 担い手育成基盤整備事業原体地区 江刺農林事務所 NEO8-1146 江 刺 市 11/17 

101 担い手育成基盤整備事業原体地区 江刺農林事務所 東館 江 刺 市 11/17 

102 担い手育成基盤整備車業原体地区 江刺農林事務所 高野前 江 刺 市 11/17 

103 一般国道397号江刺市伊手地区道路改良事業 水沢地方振興局土木部 NE90-1268 江 刺 市 11/21 

104 中山間地域総合整備車業商家地区 二戸土地改良事業所 外川目I 軽 米 町 11/25へ26 

105 担い手育成基盤整備事業鍋倉地区 花巻土地改良事業所 幅 花 巻 市 ll/27へ28 

106 担い手育成基盤整備事業鍋倉地区 花巻土地改良事業所 ME15-2005 花 巻 市 11/27へ28 

107 担い手育成基盤整備事業鍋倉地区 花巻土地改良事業所 ME15葛2052 花 巻 市 11/27一-28 

108 担い手育成基盤整備事業鍋倉地区 花巻土地改良事業所 ME15-2089 花 巻 市 11/27へ28 

109 担い手育成基盤整備事業鍋倉地区 花巻土地改良事業所 ME15-2022 花 巻 市 ll/27→28 

110 担い手育成基盤整備事業鍋倉地区 花巻土地改良事業所 ME25-0121 花 巻 市 ll/27へ28 

111 担い手育成基盤整備事業真城地区 胆江上地改良事業所 NE37-1084 前 沢 町 12/lへ10 

l12 担い手育成基盤整備事業真城地区 胆江土地改良事業所 NE37-1053 水 沢 市 12/lへ10 

113 担い手育成基盤整備事業真城地区 胆江土地改良事業所 NE37-1091 前 沢 町 12/l→10 

l14 担い手育成基盤整備事業真械地区 胆江土地改良事業所 NE37-2030 前 沢 町 12/l→10 

115 担い手育成基盤整備事業真城地区 胆江土地改良事業所 六日入城 前 沢 町 12/1へ10 

116 地方特定道路整備事業取揚石地区道路改良工事 水沢地方振興局土木部 NEO5-O121 金ヶ崎町 12/3 

117 地方特定道路整備事業取揚石地区道路改良工事 水沢地方振興局土木部 ME95-2065 金ヶ崎町 12/3 

118 東北横断自動車道建設事業 日本道路公団 ME28-2059 東 和 町 12/8へ9 

119 東北横断自動車道建設事業 日本道路公団 ME28-2131 東 和 町 12/8-9 

120 東北横断自動車道建設事業 日本道路公団 ME28-2142 東 和 町 12/8へ9 

121 国営かんがい排水事業胆沢平野地区 胆沢猿ケ石炭業水利事業所 市野々 胆 沢 町 12/8 

占う2 担い手育成基盤整備事業奥玉地区 両磐土地改良事業所 沢前 千 厩 町 12/9 

123 ため池等整備事業上野地区 両磐土地改良事業所 杭丁館 
一

関 市 12/10 

124 ため池等整備事業上野地区 両壁土地改良事業所 NE95-0049 
一

関 市 12/10 

125 中山間地域総合整備事業鱒沢地区 遠野土地改良事業所 荒谷前 宮 守 村 12/11 

126 中山間地域総合整備車業若柳西部地区 胆江土地改良事業所 宮沢原 胆 沢 町 12/ll 

127 中山間地域総合整備事業鱒沢地区 遠野土地改良事業所 MF53-1041 宮 守 村 12/11 

128 地方特定道路整備事業古田峠 花巻地方振興局土木部 大林H 大 迫 町 12/22 
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129 農免農道整備事業紫波地区 盛岡南部土地改良事業所 しE77-0234 紫 波 町 12/24 

130 土地改良総合整備事業太田地区 
ヽ 

花巻土地改良事業所 板子館 花 巻 市 12/27 

131 土地改良総合整備事業太田地区 花巻土地改良事業所 折居 花 巻 市 12/27 

132 土地改良総合整備事業太田地区 花巻土地改良事業所 泉屋敷 花 巻 市 12/27 

133 土地改良総合整備事業太田地区 花巻土地改良事業所 長持 花 巻 市 12/27 

134 土地改良総合整備事業太田地区 花巻土地改良事業所 内室 花 巻 市 12/27 

135 土地改良総合整備事業太田地区 花巻土地改良事業所 水分神社 花 巻 市 12/27 

136 土地改良総合整備事業太巻地区 盛岡南部土地改良事業所 大巻長沢尻H 紫 波 町 1/6 

137 主要地方道二戸田子線緊急歩道整備工事 二戸地方振興局土木部 釜屋敷 二 戸 市 l/7へ8 

138 主要地方道釜石遠野線 釜石地方振興局土木部 MG40-0208 釜 石 市 1/8へ9 

139 主要地方道大槌川井線 釜石地方振興局土木部 戸沢 大 槌 町 l/8へ9 

140 北上川上流流域下水道事業玉山幹線築造 北上川上流流域下水道事務所 大綬 滝 沢 村 1/9 

141 担い手育成基盤整備事業一関第3地区 両壁土地改良事業所 西平重I 
一

関 市 l/12へ13 

142 一関遊水地事業 建設省岩手工事事務所 西平II 
一

関 市 l/12へ13 

143 一関透水地事業 建設省岩手工事事務所 平 一
関 市 1/12→13 

144 地方特定道路整備事業一関北上線 一関地方振興局土木部 西平H 
一

関 市 1/12̃13 

145 緊急地方道整備事業一般県道長坂東稲前沢線 一関地方振興局土木部 瀬原II 平 泉 町 l/12一-13 

146 館下地区急傾斜地崩壊対策事業 大船渡地方振興局土木部 根ノ城 大船渡市 1/16 

147 北上川上流流域下水道事業石鳥谷幹線築造 北上川上流流域下水道事務所 小鰭 石鳥谷町 l亮l 

148 北上川上流流域下水道事業石鳥谷幹線築造 北上I=上流流域下水道事務所 しE96-0334 石鳥谷町 l/21 

149 北太田の沢筋太田地区県単土石流対策事業 北上地方振興局土木部 沢 内 村 2/5 

150 地方特定道路整備事業大川松草線 岩泉土木事務所 塵畑 岩 泉 町 2/16へ19 

151 中山間地域総合整備事業上大原地区 両壁土地改良事業所 中田 大 東 町 2/16-17 

152 雪国生活支援道路環境整備事業 千厩地方振興局土木部 中野台 大 東 町 2/16へ17 

153 大川目地区宅地造成事業 岩手県住宅供給公社 仲小路 久 慈 市 2/17 

154 県単道路改良工事一般国道397号 水沢地方振興局土木部 NE18-1170 水 沢 市 2/27 

155 大型車両格納庫水洗化工事 盛岡地方振興局土木部 七ツ森I 雫 石 町 3/4 

156 主要地方道盛岡和賀線 盛岡地方振興局土木部 館前 矢 巾 町 3/5 

157 雪国生活支援道路環境整備事業 千厩地方振興局土木部 中野台 大 東 町 3/9 

158 畑作地帯総合土地改良事業藤崎地区 両壁土地改良事業所 柳沢館 藤 沢 町 3/10 

159 県際交流促進事業一般県道道前浄法寺線 二戸地方振興局土木部 田子内館 浄法寺町 3/1lへ12 

160 県際交流促進事業主要地方道軽米名川線 二戸地方振興局土木部 刈敷山V 軽 米 町 3/11へ12 

161 県際交流促進事業主要地方道軽米名川線 二戸地方振興局土木部 刈敷山IⅤ 軽 米 町 3/11一-12 

162 土地改良総合整備事業太田地区 花巻土地改良事業所 泉屋敷 花 巻 市 3/16 

163 広域農道整備事業胆沢南部地区 胆江土地改良事業所 要害 衣 川 村 3/24 

164 広域農道整備事業胆沢南部地区 胆江上地改良事業所 向 衣 川 村 3/24 

165 主要地方道釜石遠野線桶野地区県単道路改良事業 釜石地方振興局土木部 MG40-0208 釜 石 市 3/30 

-
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担い手管成基盤整舗事業八亜畑地区 母業者:花巻地方振興局捉政郡 調査期日 平成9鉦5月7日
No 遡跡コード 道書 跡 名 時 八二 遁 棚 ・ 過 物 軸 別 所 誼 i地 碗 考 

1 MEO7101l 下館 古代・中世 土師器 城館跡 石鳥谷肘丁字側 i
. 

2 h′重EO61368 古代 上郡器・須恵、認 敵布地 イ; も谷l町字間 l 新規発見 
こう NIEO71125 古11こ 須恵盤 放布地 了; !谷田「八 曜 新規発見 
4 八4EO7-1058 古イ( 土師器 敵布地 石 も谷間千八 龍郷 新規発見 
5 MEO7101`1 古イ℃ 士離器 散在埋乙 石 も合冊丁字関口 新規発見 
6 ト11EO61359 関口†商館 中世 邪 城飴跡 石 も谷田丁字 期 l 

7 N重EO6 2345 大西 為り文 拙文十能 敵布地 石 も谷町八 重 ll 

8 MEO6臆2358 古尺 土師諾 敵布地 ノ信 も谷 町八土龍畑 新規発見 
9 ト生EO6臆2こう65 親l文 郷文士認 敵布地 有 も谷 町八l庇 新規発見 

10 MEO6臆2378 糾l文 郷文士結 倣布地 イ子 も谷 「ノ\ 丑 まi 新規発見 
11 N重EO6 2387 細文 郷文土器 敵布地 石 も谷 「ノ\ n まi 新規発見 
12 Ⅳ/量E17 0007 細文 射り又」上鵠 敵布地 石 !谷 子/\ 屯畑! 新規発見 
工) MEO7臆2121 新旧 鮒文 郷文士黙・士圭基? 放イ圧地 信 ‡谷 町!\両耳iJ 
l.l M萱÷07 2078 櫛萄 対陣文 射場又二上潟 放布地 イ了 もて今 町八重畑 
15 Ⅳ重EO7 2074 持場しI看 治り文 細又二上器 敵布地 信 も谷 J八I比 
16 ME17 0009 大理橋 滞り文 糾し文士器 敵布地 イ: J谷 町/\ 重 

17 ME17 011l 宿館(八重畑館) 中世 掘跡・士⊇葦 城館跡 石 も谷 」ソ\“ 重刷 

18 M貫17 0110 宿 糾!文 親父土器 集落跡 石 も谷 町ノ\‾ 龍畑! 
19 入′1E17 01」6 蛇厳重姐 為り文 河曲文二上郡 散布よ也 有 も谷 町有、大: ぐ 

20 ME17臆0178 対ロ文 為り文士鵠 散在地 有 ‡谷田十五,夫だ ぐ 新規発見 
之1 ME17・0260 親l文 釣」片 敵布地 イf も谷町五大宇 † 新)既発見 

一般耶封55雪山帯地医道路改良 事業者:櫨岡地方振興局土木部 調査期日 当I或9年5月!=I 

Nひ 遭跡コード 遮 跡 名 時 了、 週i棚 ・ 造 物 椰 別 I 所 在 地 4筋∴∴二考 

1 JE191213 野月道ノ十 拙文・古代 組!文士概・: _輔鵠 徽布地 一)千田 と越二 !昨月道ノト 
2 JE了9 027こう 申告時 幸 紬l文・古代 為り文土器事・臆 _(珊器主 集落跡 ・-手刷丁 も越’二 中野半 
こう JE19 0256 臆上ミ 半 紬l文・古代 為り文二上器・臆 餌屑鵠 散在地 一一・戸町 ↓,哩千言 上ミリ′ 

i 

4 JE19 0226 中腹 親父 網文士器 放布地 一子- 町 き題字 中捉赦 
こ) JE19臆0217 造本 」石 鮒l文・正子に 細文士;器・二 .師鵠 敵布地 ー一戸 丁 き越字i也利石 

6 JEO9臆2276 古手†= 細文・古代 細文土器・_ 師器 倣布地 一一・戸 J鳥越写す†l二了 

ふるさと農道緊急雄備耶業原川乙部地区 事葉者:櫨岡南部土地改良事業所 調査期日 幸成9年5月13日
N(l 逝跡コード 遁 跡 名 l時 代 遇1鵬 ・ 遭 物 ノ印 刷 所 在 地 (楯 で 

1 LE37臆臆之388 縄文 緋文土器 散在地 (盛i町 百乙部 新規発見 
2 しE47臆0339 沢 細文 細文二1 .認 敵布地 I滋岡 J乙部 

3 LE48 0061 射り文 糾l文士 _鵠・石盤 放布地 確聞串乙部 新規発見 
∴l しE`181011 沢Ii圧う 為り文 創文、 .…鰐 散布f也 鎚岡吊乙部 

No 遺跡コード 適 跡 名 時 尺 逝 郁 ・

道ま 物 椰 別 所 在 地 (筋∴∴二考 

1 しE46 012`1 大、車 為り文 符u文二上与縛 散布ま也 矢巾町・ 中 

2 しE46 01小1 煙I」 I 古代 敵布地 矢巾l町・ 山 

3 しE46臆00了9 拙文 石器 敬布地 実直I町∴ 山 

`l しE46臆0195 細文 放布地 矢巾【町・ 山 

5 しE461009 親父 敵布地 矢巾肌丁・ 山 

6 しE46112l 田厄i 射り文 」二王墨 散在地 矢巾I町矩 山 

同脅かんがい排水印葉嫌ケ石用水地区 事業者:東北鮭政局 調査期日、杓,父9年5月20自

)No 道書跡コード 遺 跡 名 時 代 道ま 棚 ・ 造 物 和 訓 所 在 地 (櫛 考 

1 ME571350 l 1既敗古館庇の-予 為り文・古代・中世 符乱文土器・土師鵠 敵布地・拙!紺跡 北上布目「)、了 :水捕I・’宇森 

2 ヽ1E89臆139`l 鳩馳洞穴 洞穴道書跡 訂 刺再来音型,f !弛 

3 ヽlE69 03′15 大幡 糾l文 紬l文士ま捲・石器 敵布地 幻 刺串梁I=字大幡 

No 適跡コード 通:揖亦∴名 時 代 遭 棚 ・ 道i物 椰 別 I所 在 地 棚音∴考 
1 LE961372 古代 土師鵠 敵布地 石鳥谷I町八幡 新規発見 
2 しE96臆1368 細文 細文士器 牧布地 石鳥谷町八幡 新規発見 
3 しE96 2318 細文・古ィ、 郷文士器・士f据器 敵布地 石鳥谷町八幡 新規発見 
4 しE96、2343 古代 二土師器 J取子I子地 石鳥谷町子八幡 新規発見 
5 しE96臆2392 郷文 細文士器 敬布地 石工も谷町八幡 新規発見 

No 遺跡コード 遡 跡 名 時 八二 遭 楯 ・ 遡 物 椰 別 所 在 地 櫛音∴り 
1 NE63-2359 細文 ;削片 敵/布地 衣川牢†大字上衣用字上川困 新規発見 
2 NE6`上2042 郡l文 郡上文_ l .器・剥片 故布地 衣川村人雪上衣川字上川囚 新規発見 
3 NE6高書2024 親父 為り文 上 .撚 故布地 衣川村大字上衣用字上川困 新規発見 
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=
臆- ヾ、囲湘勘肌邦楽トム大下涌地区 事 業者・櫨岡南都土地改良事業所 調査畑日 平成9年5月27。 

用い No 手了JI或非聴澄 道書跡コード 

筋子-【】地 
道書跡で】 時 八二 

I・ 

避椎・遊物 椰 別 所 在 地 
.・l一 

鯛

巧 新規発見 

1 L量こ95臆1352 鮒又 イ 帯 

暮 1j器・須思器 

倣布地 石鳥谷町松林ここ 臆臆臆臆音容星 

LE95-1398 萱_E96臆200`l 

里子即II 文・士、 打 I布地 石」 もで千田工
‾ 艮 

号 高 【I ハ 
須. 裏鵠 敵布地 石 !谷町大典寺 

-書二 

新規発見 新規発見 日 

LE96臆2007 丁 尺 臆上「!‾ 鵠 敵布地 三信 

も子手【 tl 

大典千手 壷糊口平成!)年う月28 :と米地]くl局-Il 部 

享子J成狂.周臆」 遺跡コードl遡跡名 時 ハ 道 雄・避 物 4細 別 I 事∴∴∴有: 捕 

鯛音∴考 一見 

1 人生E25 01!)`l 細文 石器 敵布地 
花巻市北フ」丁目 花巻串北)子丁子 

地囲 う他国 1地面 

新規発 ‾塩見 
i) 

入4E251107 御上文 信;撚 倣布地 新発じ ‾
‾1 

言 Ⅳ11E25臆12こうO 射り文 信 暮 敵布地 花巻串北力「l 

汚「既発見 新規発見 新規発見 

寸 紳l文 信 l 散在弛 
花巻証北力J目地困 花巻串北方十十は也困 

:) 細文 石器 暮 敵布地 

‥旧い No 手胃成基撒稚櫛事業北ノ子口‾1地区 i遺跡コードl遡跡名i 
事業者:化巻地ノ説く興屈性政部 時ハ 道雄・避物 4細 別 .鞠で槌別口、I’弓夷で)中二)月28 所在∴∴音弛

i 

【】 命 縞∴∴三考 

1 人生E25 01!)`l 細文 石器 敵布地 
花巻轟北フ」丁印刷勺∴∴∴∴1 花巻串北)十日う他国 新規発見 ‾塩見 

i) 

入4E251107 御上文 信;撚 倣布地 新発じ ‾
‾1 

言 Ⅳ11E25臆12こうO 射り文 信 器 敵布地 

花巻串北力「11地面 花巻苗北方丁目地困 花巻串北方十十は也困 

ー′、′-’ 
汚「既発見 新規発見 新規発見 日 

寸 紳l文 信 鵠 散在弛 

:) 細文 石器 敵布地 

一軒廿染出吊直也医 用 て1’:III .j 上地己良事業所 調 子l、・I,9年’・6月i2口̃・う 
担い手背I,・▲三〇・.周

囲 N,llm跡コードl道跡名!時 t\l 柵・遭物 i柵 別i 所 在 地 i備∴考 

畑地帯総合土地改良事業九戸地区

事業者∴ Noi遮跡コードl遭跡名

唱 ハ 

戸上地改良事業所 調査期日 平成9年6月18 二l 

郁 ・造 物 種 別 所
で 一書_′‾‾‾●“【二了 

地 」でr(●竹 

筋子∴二考 

1 JI∫22 014了 南川萱I 細文 縄文」 緯
曇 

敵布地 九I-ホ†大 

ー伊保国雄26地 ●lコ“.‾† 

J 

2 JF22臆0136 雨用I 細文 親父」 無洛跡 九l-村大書臆 

伊保円錐21地 ,二章臆 

」 

新規発見 
士 JF22臆0126 釧上文 郷文書l ♯ 放布地 

九月村大子伊 、‾1事‾‾● 

木「)う算法8地 

アヽ∠ 
利 

!“捕】頂、蜜ゝノゝ ●ご用1ブ三二石地iズ ー= ー?i〇・ 二メロ・地じ良一上調子 湖 上 平I,9王手6 18日 

中山 No 開地域総= 通跡コード 

用 -ヽl′). 

追跡名 時 八二 

〃病"葵 
郁 ・ 遭 物 種 別 所 在 地 〈椅 三り 

1 JE79 0155 射り文 鍋文二1 鵠・石器 敬布地 -リ・町人子中I 自書チリ」掛 

l i純囲拡大 しi 

2 JE79臆0175 納受 

射り文 業者● 

器ま 敗布地 
一つ叩丁天 \1I‾ 

手中山喜、手切掛 

!†頼、公ノ、 .吉子協二・●・●i地ズ ー= 二I‥∴・城じ 良丁子網子 調 .! 当)9 年6 __ 

一許諾誓i周遊i“●」蒜名i時 代i題二榊・週物)種 別l 所 在 地 同一考 

県営土地改良総合 ’’-ド 

事業太聞地区 
題跡㌢ 丁事 時尺 

業者∴花巻士地改良事業所 
道∴楯・遇物i 調査畑日当I或!)年6)仁)十十)2b 種別i所 在∴∴音地i = 碗 二宮 

No 1 i遺跡コー NII〕こ自書0237 
i 根手鍋 

中世 斑跡・“、 ′場 城館跡 
花巻了事大【王! 花巻帝大印 範頼轡拡大 

.) 
/1丁子 2188 I ‾居 文・二幸安 文士 ・十「!1 汚鵠 脆 布地 

士 ▲.・1 NIIここ弛0262 束 「子章 1l十㌦敗 中近世 掬! 掠り故跡 

花巻両天用 花巻市大用 花巻市大印 
斯)兜発見 範囲拡大 

4 トIIEこら)1119 糾l文 射り文士鵠 敵布地 

M量÷’う 2′対)0 愈 I 細文・半安 細文士` 鵠・L面 事鵠 敵布地 
) ▲..ヽ▲

ヽ ME’?210 撞 十八 土師鵠・須思鵠 敵布地 花巻了事大印 
() 

1 NIIl !4_ ー●)1l‾ て、手 付’{ 【章 紙上文・士ハこ 細文士事 鵠・士「 上端 敵布地 イと遊子事大旧 
/ 

▲購 入′1E.う _`/ 1192 i壬、 水分神社 【章 糾1文・士八二 緋文士鵠・上面 鵠 敵布地 花巻帝大用 純囲拡大 

8 .I‾ 

一十’′、‾ 

ブ 臆_

Ii 路轍・緋葉一冊ヒ十線卯月i同文

1膜者・臆咽地方振興局上本郡 調査期‖ 平I虹)年6)」6(i 

地力祥月三通 N(1i週跡 _iIl‾ ードl題跡名!時 代i 遇 榊・遣物 i椰 別l 所 在∴∴地 I碗∴写 

!】 予習或」売稚拙三 

備事業古城北部地医 I遺跡で 

中辛一義: 伸子ロー地改良事業所 調査期日 当高ま9子羊6月10 = 

†∴し、 No l ・JIJl_, 道書跡コード NE362288 

時 イ( 道 筋・造 物 種 別 所 在 地 〈筋∴∴二考 
J

l 縮合ト 

‾、1だ宏 須忠、器 敵布地 一沢町古城字励 合ト 

2 一子1こ 臆上的 i器 敵布地 聞く町古城千二命 了合l、 

3 ー\尺 暑 
l 散在地 J沢町古城千林後 

4 NE36 2こう7() †イ( i鵠・須 思鵠 敵布地 J沢町古城子松ケ林 

一課/′地方道路稚伽嗣事業薄衣姉川線中谷 l 工区 事業 者 :一子判† J)子振興I..J土木部 調 査期日 平成9年6月6上う・10日 

笥遊芸芋“l還跡名l時 代Iif冊・造物l椰 別l 所 在一地 l備∴∴考 
一課ノ・地方道蹄形個)懐薄衣卵i「線中谷起l-しズ 事業者‥一閃地方振興局土木部 調査馴二!、出火9【l二6月b上1●=周 

累.種、 No 1 

).用 、.跡-コード 1 道ま跡㌢ 時 代 題二 棚 ・ 造 物 椰 別 所 で 三 地 備 ‾考 

王雌、- NE87112こ 西二 ) 口11 

約u文 細文士 鵠・フレーク 倣布地 ー 虹i事舞用字 西ふ ÷ 

之 

1_

) NE87臆1145 西臆 「ブ萱I 紙l文 緋文、 構!・フレーク 放布地 ー 
則串勲Ii仁子 西平 

範囲拡大 
′う N鴨87臆1199 溝,火 約鴫文 糾文書 鵠・イ昭島・フレーク l天幕勤、 一一憤同車舞用字満水 

4 1_ NE87臆224・1 IJ †易坤え 為り二文 疑定地 ー一関串二郎用字陽坪 

担い享子打球基盤形備印業姉体地区

事業者用 同。i道跡コードi追跡名i時仕l 
【机二上地改良事業所 調イ 三糊口 平成9年6月12日へ19Iミ 

棚・遭物 (∴椰 別i 所 在 地 1碗∴考 
担い手天城二様能事酪 備印業姉困軌ズ 事業者:陣江上地改良事業所 調査朋。、l城9 ー「・6月12日̃1!月! 

N 一つJIJ-_重 道跡コード 

用 

地l∴鋤・子 時 l(二 道 棚・遭 物 椰 別 亘 布 地 飾∴∴‾考 

(1 1 i 北田貯l 

半安 土師鵠・須思鵠 散布 地 水沢了樟 実放ず」ヒ与野 

2 NE27 2079 来ノl同1j束 \lだ安 二上 i暗 鵠 布地 水も尺吊 ’帥戊手水ノ= 

こう NE芝7 2183 元天神硝I 細文 イ了 鵠 故埴土 
椅喜臆臆■ 

水沢吊を J体町丁:“ じ大綱i用 

`l NE27 21銅 元天神前= 咋安 波布f 水沢 待姉イ本町’子: し人二伸用 

:) 北白川1 当’安 士帥鵠・須,原器 故有子 
椅喜臆臆■ 

水沢 肯姑イ本町字 ヒl=」I 

6 北白川= 幸宏 士 師鵠 敵布地 水沢吊 町’了:九大糾問 

7 N鴨27 2砕)2 北野II ‾辛安 十 酬屑器・須恵 鵠 (良帝勤、 小、沢口I ’!巧揖字」 予 

8 相川り亀谷 半安 士 酬臣 器・須思 岩畳 敵イ 十色 水沢‾事 二土崩!字凋 I 

〔) i真言J申 ∴、十∴宏 士 紺常勝 皮イ ‾ナ也 水びく ℃J成子合他 

01互3を研二合 新規発見 

10 根無 ヽ半安 帥i鵠 皮イ 地 水沢 !接事体町丁字 無 

11 申′安 須.聴く器 故布地 水沢 庁飾体I町子: う糾1 

12 北白川看1I 丁半’安 上師 鵠 散布 ) 小、〕尺 は飾体調丁子: 塙【‖」I 

仁† NEこう7()0こう2 中年 主事′安 土鍋置鵜 散在 水沢了事 モ賊子中平 

1▲1 NE37 00(国 中辛束 i平安 ニl 二的鵠・須恵鵠 倣在 J 水沢串良城字I( 叩 

15 NE37 00こう7 射り文 イ 落手 敵布地 水沢串 城千束{子地 

16 17 

NE37 0072 専ケ前= ′安 .師 鵠・須, 〔鵠 救布地 水沢了丘 王城字谷施用 

NEこう7 0074 守ケ前=l 信女 二十 .師鵠・須思 鵠 故布地 水沢吊 放ず谷施用 

18 NEこう7 0093 寸与子同l 子安 敵布地 水沢了市 ’t城字谷他用 

19 NI三:37 0079 .持出II 小安 土師 器・須原器 散布地 水沢串 城十王立川 

20 NE37臆臆0088 ′安 」 二的 雪路 倣イ i地 水沢証 実賊子:掲出 新規発見 

21 NE37臆0181 叩宏 二帥 鵠 敵イ i地 水沢巾 出城字.高田 新)既発見 

22 23 

年賀 二師 i諜 敵布地 水沢了け ℃城字母 H) 新規発見 

NE37臆0198 樋ノ= 平安 二1 j器亨 紋布地 水沢下車錐体町字側ノ日 鵜■■臆 
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2`1 NE37 0291 平安 土師器 敵布地 水沢了百姓体I町字小I王 新規発見 

25 NE37臆1107 々安 士i珊蒋 牧布地 水沢市典城字上野 新規発見 

26 NE37臆10こう6 ′安 須恵 器 牧布地 水沢串典城字∵下軸岨】 新規発見 

27 NE37臆1075 ∠安 須恵 驚 敵布地 水沢高良城字I軒下印 新プ呪発見 

28 NE371163 細文・古代 土師鵠・剥片 散在地 水沢前郷体博す漆原 新規発見 

之9 NE37臆臆1182 古l(: 二部 鵠 敵布地 水沢了†I姉イ本【町漆研 新規発見 

30 NE371198 年当 弥生士 撚・石器 敵布地 水沢‾両角用イ本町字迎畑 新規発見 

こう1 NE371292 橋本 弥: 弥生十 .認 敵布地 水沢 仕姉体町字橋本 

32 士朗 器ま 敵布地 水沢 朝雄体I町子長巾l家 新規発見 二、/2.’. ∴′ぺ 

33 NEこう7 20`18 子安 上縄 器 放布地 面を尺田子白=子字日中 新規発見 

3∠1 NE37臆2152 平安 上席 鵠 1 敵布地 面沢町白山字に川」 新規発見 

35 NI〕37臆2156 細文・缶It 緋文士器・土師器 散在地 水沢両角母体闘丁字深町 新規発見 

36 NE37 之169 :当斐 士銅盤 敵布地 水沢吊姉依田「吹搬 新規発見 

こう7 NE37臆218了 甲斐 須思器 改布地 水沢吊姉体間丁l次凝 新規発見 

38 NE47臆0106 平安 土師器 牧布地 水沢 I堀部本町字削戸 新規発見 

39 NE`17臆0125 約文 親父土器・フレーク 故布地 水沢 江姉体間丁字二榔男子 新規発見 

40 NE37 2118 当安 須恵 器 敵布地 水沢 江姉体町’字鍛冶り扱 新規発見 

▲I重 NE37 0222 平安 二上郎 器手 倣布地 水沢 行姉イ本間「′」、谷下 新規発見 

県営はよ易搬櫛世業鱒沢上場理研来 世業者:胆汁土地改良事業所 調査的用、l’成9年6月2月iへ2了!i 

No 遭跡コード 遡 跡 名 I時 八二 遇 購 ・ 遡 物 椰 別 所 で 三∴∴地 「筋i∴考 

1 NIi36臆2175 平安 在日九・軒九九・十手綱籍 集落跡? 高尺 町 与城明後沢他国 

2 NE36 2203 :平安 瓦 」高鷲跡? i沢 汀 城明後沢地面 新規発見 

3 \=巴36臆221l 縄文・甲安 細文士器・ l .師鵠・焼士 敵布地 i沢 「 城 明後沢他国 新規発見 

`1 NE36 22`13 八郎館 平安・中世 二l l珊器・須 思 器 敵布地・i成餓跡 i沢 町 拙乙 明後と尺地困 i礎囲拡大 

こ) NE36 2272 宗角館 :単安・中世 ! 師黙 敵布地・城館跡 i汐‡聞手 現し 」後沢地I)う 

6 ヽ白田36 217/l 平安・中世 堀跡・土師器 敵布地・城館跡 I沢冊「 与城 明後沢他国 

中i 」」 用地域総合整棚事業御浄地区 事業者:二戸土地改良事業所 調査期日 平成9隼7月書こう 】 

No 遺跡コード 遡 跡 名 i時 l∴ヾ 適i棚 ・ 道i物 )印 刷 所 祉 地 (碗∴∴二考 

1 JE36ふlO12 太田鮮t跡 中世 単邪・堀 城錐跡 浄滅 印可浄法寺字【 i〕 i冊 

2 JE3う 0389 上前 1」II 射り文 村帖文」 鵠 集落跡 浄浸 幸田丁浄法二葦写 高 用i 

3 JE35 0こうOO 三幸ケ 
′ 納l文・中近世 細文二ま 器 lバリ寝跡 浄法守l町浄法寺字季 ケ平 

JE2 臆2363 袖ノ くヽ了 約u文 糾!文」 .器 敵布地 浄法寺町浄法寺 

JEこう 0318 三空久l莱 飢!文 縄文」 器 散布地 浄法寺町浄法寺字上杉沢 純閥拡大 

生活貯水池丁事業違与野第 2ダム 三事業者:遠野地方振興局土木部 調査期日 平成9年7月 3I十-2`l i 

No、 題跡コード 跡 名 時 ィ、 遭∴郁 ・ 造 物 う駈 別 所 在 備i∴考 

1 ヽ(ノIF 4 0206 新 手工拙洗場 細文 為り文士鵠 散在‡也 道野面綾織町新型字 町水野 

2 MF 5 0082 プロ 沢 細文 敵布地 一二野市違野I町大字)し 白沢 

3 N重F55 0093 細文 射り文士鵠 敵布地 違与咋‾ 了遠野肘丁大字二九二 瓜沢 

4 点てE551057 大筋 石謝辞!呼 鮒文 親父土器 二集落跡 遼野- 直送要理町子 大姉右裾萄野 

D MF551029 栃洞 細文・古代 緋文士器・土師鵠 敬布地 遠野 I違 干町字 栃洞 

ため池等路側里業上野粗大 事業者:両替土地改良事業所 調査 明白 二幸I或9年了月之8= 

広域 営農朝地堆道路鮪事業 事業者:両錦上地政良事業所 調個 明11 →半成9年了月28 = 

Nu 逝跡コード 遺 跡 名 l時 代 道i棚 ・i雌 物 椰 別 所 在 地 (脇∴∴一年 

1 OI〕14 01`!9 親父’? フレーク 敵イ(号也 一・開高ノ誤訳 新規発見 

2 OE15 007・l 親父 石盤 赦布地 則十位摸す 新規発見 

こう OE15 027-( 為り又 フレーク 牧布地 灼丁事殺す 新規発見 

越路粟地区宅地造I鉦世業 事業者:岩手県住宅供給公社 調個別)平子或言)牢8月1川 

担い手子宮,父J. t籍幣 催事葉鍋倉地区 †事業者こ柁巷士地改良事業所 調査博 】= 臆半I或91 l三8月21=へ22 】 

No. 道ま鋤くコード 通 跡 名 時 代 適 う薄
・

道ま 物 租 別 所 在 地 伽∴∴考 

l NIE15 005 細文 !削片 敵布地 花巻 J鍋倉 新規発見 

芝 八4E15 000 廟 親父・古代 剥片・細文士器 集落跡 i化巻 J鍋才「 

3 NノIE15 022 対陣文 射」片 i 故布地 花巻‾ 子鍋倉子 地神 ! 新規発見 

・1 人生E15臆 052 親父・古ィ、 釣」l ‾・二l .師器 i 紋布地 花巻‾ J鍋倉’ ナ 他年 i 新規発見 

こ) ME15音義089 刺文 親文士器 ・剥片 f 牧布地 花巻 子鍋子†子 舟山 !敗 新規発見 

6 N重鴨と5 0121 弟u文 細文士器 ・剥片 敵布地 二花巻 市鍋倉字 小松原 新規発見 

目し、i奇成様糀惟備事業出て岡地lズ すす喋者‥北上地方振興局惟林部 調布調 = ‾半l或言)年8月25=→26 1 担い手子宮異様糀維 備事業出て岡地区 弔業者:北上地方振興局惟林部 調査期日 半l或さ)年8月 25=→26 = 

No 王遺跡コード 逝 跡 名 時 尺 道 棚・ 遣 物 椰 別 I i也 重箱∴∴∴考 

1 ME86 0015 細l文 細文士器 赦布地 北上吊 】湖【町字 金付附 新規発見 

2 ME76 2192 椚田 細文 射り文二上器 故布地 北十両 】潮間J’字 句 川筋 

言 ME76 21(う0 組1文 細文士鵠 剥片 敵布地 」ヒ上\吊 了漸町’手金出航 

〈1 ME86臆0076 を城崎 二、†′安 士朗常盤・須 近郷 敵布地 北上吊 )湖i町字金 i場 

中川 可聴域総合事肢仇 同事業新旧郷地区 工事事業者二花巻 二地政良一事業所 調査期【 二幸I或!)年 ・8月 5=へ26 1】 中山 可聴域総合滋偽印葉新旧郷地区 工事事業者二花巻 二地政良事業所 調布棚)【l 半I夷!)隼8月2こ)=̃2() 】 

No 週跡コード 道三 厳が∴名 時 バこ 遇 均
・ 遭 物 椰 別 所 在 地 鮪 均 

1 ト4D67臆229・‡ 葉郷I 鮒文 親父土器 石器 敵イ iI也 ナ易 」】 町弟63ナ l 判 

2 巣郷II iI口f 鵠・紺也文 射場文二上納・フレーク 敵イ 古色 鴻 = 叩くう出直I〈 10掃 

3 皐町々宿I 鮒!文 糾1文土器・石盤 1果落跡 i易 = 町第(う0地 50番 

4 野々宿I= i「†Ii 鵠 Ir器・3削片 キャンプ跡’タ さ場 = 町第60f也 了了番 

5 野々宿I‖ i日石 盤 石器・j鋼片 キ ー ンノ’鋤く? 予易 i) 町第60地; 了8番ほか 

6 MD67臆13`10 野々郁北 i「=子 幕 石器・釣」片 - 吏イ J地 溺 = 町第61 は也 20了番 

7 Ⅳ4D67臆1こうlO 嬰半々宿萱I 旧音信課 石 継・細川“ f 故イ 古色 湯旧聞千第(う 土色 〔)0藩 

8 八4D67 0278 越中畑III 旧石器 石 碁・5削I 1 
f 改イ i珂 事易 う朝子第6′ 地割」 

9 N重D67臆03了6 中本寸 旧石撚・細文 If 器・対」I ‾・細文士鵠 敵イ 地 湯 1岬J第5()地’ 52番 

10 越中畑I 細文 拙文土器 敵イ 古 亨易 1i町純6▲ 地; 

11 NID57 239:2 細文 瓢!文 二怒 i故イ 子規 湯回冊子越【 章畑l 新規発見 

1“) MD57 2297 越中畑萱\’ 縄文 細文 二器 敵イ Jf也 湯剛町第6` 地1 1了滞り 

13 越中畑l御茹:所跡 近世 i劫 王I 時節6・ 地 10()番 

1`l 白木与野II 錐1」片石器 敵布地 湯 ‾‖討手舞67地 叫 

---
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申」間地域総合路側仁事業所間郷地区 事業者:花巻上地政臭う甲斐所 調査栂 JI) 平成9年8月25日へ芝6 i 

15 八4D57 2こう伊l 
湯聞l町白木!野 可能性あり 

16 入IID 7 23〈豊) 白木野IrI 旧石器 三信刃・I彫刻力・旧石器 敵布地 溺田町第673地割315諦 
17 MD 日本野川 旧石器 【II 鵠・イ了刃 放布地 沈持! 汀第67士也 利155蒋) 

18 N重D57 2こう71 白木野V= 旧石器 iIイ 器・銅片・掘-? キャンプ牒亦? 湯I「 巧妙67地 」 

黒) N重工)571こう67 約両【 鋤月 
I 故イ i地 i易【し J舞69地 刈(う6騎 

20 M重)57 2こう18 測I巾11 旧石器 ンゾ地 i易!l 子細囚 
21 N重量)5了:之Oこ 天日箪= 旧石鵠 =石器・有高失血鵠・石斧 キャンプ牒亦? 番場【l 汀57地盤り 

22 M【)58 202 大雄用 旧石器 
i 

【I石器 キャンプ動く 渇岨 「5了地割`10番 
2こう Ⅳ1D58 205` 人で 野手 旧石器一弥生 旧石器・弥生土器 振落跡 蕩Il 「57地利40蒋 
2イ 入り「). 58∴207ィ 天で 質草II 対陣文 紆帖文士器・石器 

I 故布地 湯口 手下細I句 

伸、手命成城離郷間接黒岩第1地区 事業一者∴北上地方振興局蛇林部 調査調川、l城9年8月271卜・,8 = 
1Iしレ Nし) 遇跡二I-ド 追 跡 名 ロト 母性 

米華・.二世上I地力振興I.Jl貰林割く 

道筋・遭物 榊 別 

調査期日半I或9年8月27しi-28 

所 二作 地 l二】 備 考 
1 入/1E57 0()5 ) ∴;場末 豹u ・牛∵ム● 糾文士鵠・土師器・須恵鵠 敵布地 北、 五 沢厄日l 「’ナノ、 はし し I 

2 N重I〕57()01 う 下久野飾 中 だ 主l擁・堀 城飼 跡 北上 五 i-衣間J: ●臆:/\∴ 

3 M重I三57 0008 沢口 符櫨文 故 J地 北上 五 沢万古 丁字当沢 
八ノ重I主17 219こう 畏れ・J 細又 約u文士鵠 敵布地 北臆士 五 書人用)I 仁子:牛車 

I 

NII三:`17 2195 弟u文 二ノレーク 敵布地 北上 江 沢方〔.Il 半汐 
I 新規発見 

i 

M萱三57 0097 古代 土師鵠・須.iし虹暮 敵布地 _化上 五 沢方も’ 対 イ 1二‾ i- 功/ト 新規発見 
l 高IE57 0190 湯沢鮮跡 鮒又・中1卑 為u二丈二 鵠 城府 跡・敵布地 」ヒ上 」 汐 万も ∴1 イ 幼木 
8 VIE57 016(う 対櫨又 射り文二 器 敵イ i地 北上 五 汐 尻’1 ;I イ 新規発見 
!) ME571()2こう 二坊本館 中 

】 
城鍋跡 」と上 」 沢bユニ‾ †I イ 二二坊木 

ilO MI二.571056 鴻葉 箱船文 為り又二上鵠 倣布地 北臆上 J 沢方も二 I.i イ 弟7硬調」 
11 N重E571058 古八二 土師鵠・須思鵠 散布J 北上 J 沢hl’ ノ.1 二で 新規発見 
12 MI÷.5711:打 神子」「l 射り文 緋文 l 器 改イ i士 北上 五 t汐 尻† 」i 岩二二場末 
1、う ル’=:.57 2011 黒だ カ 緋文・古l(・中世 謝上ふ 主タトI擁 士帥j鵠・須恵鵠 改1 ;地・城飾跡 」と上 」 汐 力上. :I 岩 章 
1`l NI鴨57108こう 白i出発 一章 半安 i在! 九・上郡 暮 守眺跡 北上 」 t人事上: .i.I 惹第9硬調」 

担い手手打戊基熊路側国正葉, 岩第2地区 事業者一化上地方振興Ii定鑓林部 調査期日 坪I或()年8仕)7【lへ28「) 伸、手f城塞熊醐間撲黒岩第2地区 事業者一化上地方振興′i定鑓林部 調査期。坪I或9年8月 7【lへ28「) 
N(し 遡跡コード 道王 跡 名 時 尺 道 据 ・ 週 物 印し∴∴∴甲i 所 1生∴∴∴J 〈筋 考 

1 NIE57 2011 i.i鳥▲手放 細文・五八・中世 堀・主I擁・外部・士輔鵠・須恵鵠 敵布地・城f蹄跡 北上i向,し描く尻町字机‡ 
之 八4E 了1088 紺櫨文 為り文士鵠 放布地 ロと上両県沢尻時相接 新規発見 
う NII÷ 7 2071 根l主 約u文 郷文士鵠・石器 倣布地 ヒ上帝川沢尻町字元励 

中中間地域総合簸繍事業天野地区 事 業者:花巻土地改良事業所 .リ 査期日 幸I或言)年8月25=へ26= 
中山 間地域総合簸繍事業天野地区 事業者:花巻 上地改良事業所 調査用旧、杓或・)年8月・ノ5=へ26 = 
N(1 週跡ニJ-ド 遭 跡 名 時 lヾ 道i り

・ 造 物 櫛 別 所 在 地 (筋 一考 

1 MD2812(う8 困沢環状列石 対陣文 治り文士轟き 集落跡 沢巾村大野 
2 MD281274 釧l文 信寵・幼」片 二果落跡 沢Iノ持、J天野 新規発見 
:う N重D28∴2212 ! 尺 師器 散布 i也 沢両村天野 新規発見 
・l NID28 21ぐ)8 

‡ 甲と 現 ・十三基涙道i棚 城館 跡.タ 次回有子大野 
し. 可1陀性あり 

5 NI事)こう8 0285 射り文 為り文士鵠 放イ i地 沢l研、I天野 i新規発見 
中山 用地域総合灘 傭事業黒岩地区一 事業者:北上地方振興局鑓林部 調査調旧】 辛I克く)年8月271十-28 【】 
甲剛胆也域総合灘催事業黒岩地区一 事業者:北上地方振興I・般林部 的周航】、I硬く)年8月271ト28。 
Nひ 道跡コード 週 跡 名 i時

代 i細文・古(い中世 

道i栂・道 物 一冊∴∴∴∴甲I I所∴∴∴イ f也 棚音∴考 
1 ME: 7 201量 黒字i城 堀 主l廊・外廟 i・土師鵠・須思鵠 I 故布地・城鍋跡 」と十1事i !びくbL 手“ 

I 

l告 
2 ME 71083 白川廃車 一半安 布 Iし・上山 j器 ヂ院跡 北上吊 ′=ヾ′l∴l 、!沢尻宰黒岩姉9地潮 

う ME 7 201こう 軸受・十, ハ 直り 文士鵠・臆 _飾器・須思鵠 敵布地 北口事 とび 方即町 二元館 
・1 ME 1之028 四一十ノし里 親父・占 尺 二上師 撚・申子 〔器 敵布地 」と上 J 1沢尻町ニ 二ブ己 

睡囲強大 新規発見 新規発見 

こ) 人生I三 7 2047 為り又 石 敵布地 北上 肯ノ=・沢尻聞丁字元 
6 Ⅳ量【三 7 2029 為り文 細文 I .器 敵布地 北1- 占用沢尻問丁字元 
/ M事う 糾し文 緋文 l 鵠・ノレ・-ク 敵布地 北上証書I 沢尻l町・ :元飾 

i新規擬古 i新規発ウニ 

8 N=三57 210`l 親文 イ了 ・フレーク 
I 故布地 北上 I出し沢尻町字元帥 ′ 

9 

ME5711〔)こう 「ノウヽ.′ゝ. 

親文・古代
! 

音信 器・士帥鵠・須思鵠 l 女布地 」ヒ上 両県沢尻旧字元鮮 I 「 新規発ウ 

中=」間地域総=路伽事業浜【用iI地区 事 業 “:大船渡地方振興局農林部 査期日 勺或9年8月29 i 

伸、手棚堀糀細腕事業一岨Iイi
順者‥刷軸腸所 胴期=、-裸時9月2「卜12日 

No 

i遡跡コート IME861111 IME8611細 

道i鋤、 名 i時
尺 i 

造i柵 i出 物 椰 別 所 作∴∴∴地 鮪 写 

l .) 

判り又・幸宏 i 
亘u∴文∵ 二約・須: 昌器 (良常勤、 れ 勅 璃爵湖 新規発見 

当安 臆上部瑞 
l 

集落、 汀 却 子、 

漸 減 

新 発二 
こう 

iN4I二8(う1186 申′重E8621こう7 捕‾、““ 谷‡世 子易沢紙千代森地区道 

半’安 仁子唖器 集落跡 同 勅ふi万有 「〇・j 新規発与 

・I ●I上li 

I′安 直刷上鵠 l良.客跡 汗 朝出f 湖 

上i 

巨星地方道上米囚 略取禦∴∴∴∴事業者:舵間地方振興局土木部 的 ‾期 I 半I或9宿9月1‾ 
No 道跡コード 避 跡 名 時 尺 道∴欄 ・ 造 物 椰 別 J手l i所在

地 曇櫨聞直手代森

1 

手

備∴∴り 

= i2i 中川 暮_E之72215 しE芝722`16 間地域総合!雑 

I高車I i沢口 

細文 敵布地 
郷文・古代

- 

i 

【放布地 盛岡吊手代・ 
間 口髭 沢地オ 事業者:道理土地じ良事業所 1}--I “ゝ′ ノ 二 

No 

道跡コ一口 ヽ/IF522272i NIF52228= 

道 跡 名 時 代 遭 郁 ・ 造 物 郎 別 ーIJ9王手9月18 所在 地 日 間i∴∴写 

1 ;一) 
.」二、 

君臣文 親文二 器 倣布地 需宮村郷沢 新規発見 
上白II 親父 細文士 鵠 倣′持上也 畠 ’中村的沢 

中川 間地域総合離 個上質的沢地区 事業者:速野上地改良事業所 即瑚= ゝl城
ノ二 

No 

道跡コード ヽ/IF522272 NIF522281 トIF52217!) 

道 跡 名 時 代 遭 郁 ・ 造 物 郎 別 ーIJ9王手9月18 所在 地 日 間i∴∴写 

1 “) 
.」二、 

君臣文 親文 ! 器 倣布地 需宮村郷沢 新規発見 

’う 

上白II 

親父 i‾● 

細文 」 鵠 倣′持上也 話中村的沢 

目星星星星型 
親父 細文 l 鵠 放布地 

i宮守村郷沢 新規発見 
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地域環境保全林澄 鵬事業 り子葉者:岩手県林業水庫部 品 俺期日 辛I或三)年10月3 日 

No 遭跡コード 遇 跡 名 ‡ Iや 道豊 胸 ・

道ま 物 郎l 別 I テ 在 硬 く筋 考 
1 LE45臆( う30 稲荷街道松並木 を工戸 言上∵ ・松並木 術前 跡 矢i 咽「大子 イヒ舛 巾 新規発見 

LE▲15-0こうl`1 紬1文士認 敵イ† ー地 矢I 朝子大字 化舛 向 新規発見 
LE. ー()332 紬上文士認・フレーク 敬イi ●土色 矢巾聞手大子 イヒ勅 当i† 新規発見 

二主要地ノ弄 盛岡相組線伝法寺地〆道路改築 事業者:盛岡地方振興I・吊二本部 調査期。、作柄)年1(聞こうH 

県営←一般供道路1箱 事業赤坂用地区 事業者:樹即他方振興局農政部 調珪調 )I 平成を)年10月15= 
No 道i跡コード 遡 跡 名 時 ィ、 遭 棚 ・ 道i物 椰 別 所 在 J 仇 i∴労 

1 JE72 20`11 古八二 土師鵠 敵布地 安八こl J赤坂 ’ナ: 移 1 新 発見 
2 JE了2臆2071 親文 細文二 _鵠 散在地 ’安l単 J赤坂 写 カ l 新規発見 
こう JF8こう 0こうこう7 扇畑I 親父・高年こ 甘心、王子一 .鵠・土師器 集落跡・キャンプ地 ’安イ母 「赤坂 ’ナ:山 灯 

寸 JE8こう 0芝39 観相iII 親又・古代 糾!文士 器・二上聞器 倣イ直地 安八I J赤坂 字扇 = 

:) JE8こう( う91 ’舞木II 糾l文 糾1文士 器 改布地 ’安八こi J赤坂 笥:木 

6 J萱÷8:手0こ 了こう 寄ン木I 糾!文 緋文 約・フレーク 改布地 ’安l(I 「赤坂 ’ナ 言争,木 

県営藷碓経常 環境幣〈海事葉奥羽北部地医 事業者:l盛 岡地方振興局蛇政部 調査期日 ′I或!)年10月l(う子1 

一一触媒道花巻空港線道路改良・花巻生闇講雄細事総∴i事業者 :岩手県道路建瀕・港湾課 調査明白 半成9〈吊0月2引l-2イ = 
N(l 遭跡コード 道章 跡 名 時 代 遭i郁 ・

道主 物 種 別 所 在 地 I船 井 

l 八′Iト:06 2269 享 野目方八丁 下車安 _上圭 塁・堀 城俄雪跡 イと巻 I待!撃 利口方八子 

ノ 

2 入′IEO6 2297 二ノ小 拙文・高位 敵布地 花巻 白地’ 上ノ向 
3 Ⅳ′IE16・0226 花巻再騰’“ 二上ノ山 可子能件あり 
∴1 Ⅳ量E16 2117 石j華【 古代 .上 面器 敵イ宮地 イと巷高来享 野119 10 

主要地方道久慈岩泉緑川根地区 事業者‥久慈地方振興′・吊二本部 調的U用、Iノ成9伸0川,7iト・与川 主要き地力 久慈岩泉緑川根地区 事業者‥久慈地方振興I・吊二本部 調査期 半成!)年10月27=へ二まl 臆J 

No 遺跡 ード 遡 跡 名 時 尺 道 筋 ・ 遡 物 細 別 所 在 地 鮪 二巧 

1 JF68臆2228 山根錐跡 中世 三年掘・二上土塁 城飾跡 久慈 「 =l根時下)子 飢 

二ノ 

2 」F68 2 36 約岨文 細文二 _i搭 敵布地 久、 I 同根町手下Ii 鎖 新規発見 
こう JF68臆2 38 細文 糾!文二 ・器 散布斑 i久 慈 i 中根町十l言 鍋 新規発見 

中小 用地域総 合)酪 命綱青葉荒谷i冊地区 事業者:速野上地改良事業所 調個帥 】∴半I或!) 二10月訊)=へ:うl = 

適 跡 名

一般国道397号江刺伊手地区道路改良 草葉者:水沢地方振興届土木部

ー一般性道輔傭項栗太「萱は住区 押葉者:二戸土地改良世業所 調伸び旧 平I鉦)年11月`‡ 二す 

No 造【跡コード 追 跡 名 時 l〈こ 遺 構 ・ 遭 物 珊 瑚 所 でl 地 〈碕 考 
1 JE36臆21」1 サイカツ‾半X漢I 糾う文 縄文土器・石器 兆洛跡 浄涼 寺田「天満/来’ :サイカツ\半 

2 JEこう6ふ20こう6 サイカツ平X囲‖ 細文・弥生・古代 縄文土器・弥生土器・土師器石器 薬港跡 浄涼 寺町人予習水字サイカツ丁半 
こう JE36-2001 サイカツ二幸!lI 細文・古代 組1文ユニi鵜・二 .銅器 集落跡 浄法寺町人う背水 
∴I JE35-1389 良三軸I 細文・近世 糾l文: 盤・二 師器・石器 l良洛勤、 浄法‾専町:‾’ l長軸 

一触間道3・12号道路政策部葉 部葉者: 一関地方振興局土木部 調査期日
‾ 

羊I或言)年11月6し上-20= 一触間道釣2号道路政策部葉 部葉者‥一一関地方振興局土木部 調査博旧 平成9〈印1月6。̃2(用 
No 題跡コード 遺 跡 名 時 代 道 筋 ・ 遺 物 椰 別 i 所 在 地 鯛i∴一考 

1 NE95 0181 上野I 糾上文 石器・縄文土器 敵布地 一・側巾敏美町’十 二世手 

2 NE95臆0198 拙文 石器・細文 二器 放れ地 却市蝦夷町’子 二審草 新規発見 
膏 NE95 0186 縄文 石器・紬文 土器・フレーク 放布地 う甘帝政二項町写 二聖子 新規発見 
▲l NE95 0184 糾1文 フレーク 散布J也 一一当期1事蝦美田丁子 二旦草 新)現発見 
5 NE9`上0346 糾!文 鮒文士課 敵布地 期 †蝦美肌J’二 )野々 新規発見 
6 NE94 0209 滝ノ上 組文 細文二l .器畿 牧布地 英 庫政美町’. l) 

/ NE94-0229 紬!文 細文士 .:鵜 牧布地 一・憤 万般印字滝の上 新規発見 
8 NE94臆0225 殿美浜重う 拙文 紋布地 一・聞直厳町字滝の上 
県営公共牧場艶備事業小石川地区 耶業者:盛岡地方振興局張政部 調相即l∴辛I或9〈口1月了日 

Nひ 遡跡コード 追 跡 名 【 幸 作こ 題 凋 ・ 道 物 種 別 所 在 地 備 考 
1 NF50-2341 宝石館 「l ‾I 主都・堀 城館跡 人こ・ I町沖 I ’千三隈沢 

2 NF5(上2298 狼沢中館 しl 世 城館跡 人: I町狼 十 玉出=」 

3 NF60臆0246 均i ’葦跡? 人 町子渋 子: 期の」 新規発見 
」 NF60臆0272 紬l文 組文書 土器・フレーク 放ノ偏地 大 町娘か ’子 荒谷 新規発見 
:) NF60臆0241 新渡戸 縄文 細文士 鵠 敵布地 人 町施主民子 荒谷 
6 細文 糾し二文士 器! 敵布地 人: 野猿沢字 地ノ争 i 新規発見 
7 NF50-2254 組文 飢!文士 器 敵布地 大` 町穣沢’字地ノ句 i 新)暁発見 
8 NF50臆2234 納文 細!文士 器 敵布地 人こI 町熊沢宇土也ノ申 i 新規発見 
!) NF50-1295 「郷根 紬文 郷文士 鵠・石器 敵布地 天 町嫌沢字l期根 

10 NF50「1283 小倉畑 糾l文 鮒文 二手撚・石器 散布了地 大束町糠沢字閃根 

No i鍍跡コード 遡 跡 名 時 子〈 遡 郁 ・ 週 物 観て 別 I所 在 地 筋 二考 

1 KE82臆0259 的館 中世 城館跡 ’厚石田J良I」 亘鞘5地割手練ケ森 
2 KE26臆2225 西根町子大二 渋川 可能性あり 
こう 量くEl十1132 大花森II 細文 純文土器 牧布地 松尾村大字 松尾第5地割大化森 
4 KE141127 大イと森!11 郷文 故布地 松F己村人字松尾第6地 神大花森 
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一 一‾I一
一 一、葛“ 一〇・刷反、〕・▲ ・硝薬 事業者・禽イ地方振興局土木削 り・ 禿〕明日 宮城!) 

ー一重、 No 1 

遊跡コード 通 跡 名 時 仕 道 筋・進 物 椰 別 了∴∴∴神 f也 (楯∴∴ニ考 

)手沢 紺阻文 糾上文 二上器 故布地 大槌町金沢三恥3f 割 

登 萱」丁99 0272 鮒文 紺岨文 二器 故布地 大槌町金沢 新規発見 

こう 対u文 射り文 二鵠 改布地 大槌I町金汐 
I 新規発見 

用い千背I寅雄能離 備了事業二二子地lズ 事業者 花巻土地改良事業所 調査畑【 生皮9 年12月18日へ19日 
申 い手許成城能群伽直牝一二J地lズ 事業者‥花巻土地改良了匪綾所 調綱尊用 平成9年12月18」ĩl洲」 

i;i il 

i 道跡コード i盤 跡 名 時 l(こ 道 筋 ・ 適 物 椰 別 所 在 地 鮪∴∴考 

ヽ1I:56 O二ふ 4三) 上川j瑞 \l′!安 二上西 黙・須憩鵠 敵布地 」ヒ上 i二二千録汀字上月 鍬 

) う ヽ11 ヽ1 

古l、 二上的 鵠 f 改布地 」ヒ上 千二二千田丁’字上月 蹄 新規発見 

6 
! 

宮仕こ 二上峰 鵠・須,原器 改布地 北上 テ二二千町字鳥i喰 新プ既発見 

l ヽI 言古尺 二上的 器 改′砧地 北上 i二一千I町字鳥i喰 新規発見 

) ヽ1 糾上文・古尺 石壁・士帥鵜・須恵鵠 故布地 北」二 十二千町字堰両端 新規発見 

亘 ヽノ1 古l( 士帥 器・須思鵠 故布地 北上 i二二千町,高峻 新規発見 

l ヽl 「1】ィ、 士酬雷幣・須思認 故布地 北上 ‾十二 子町字壇向 新規発見 

8 ヽI 細文 細文土器 敵布地 北上串二 子町子南朝 新規発見 

9 ヽl 古イヾ 土師器 敵布地 北上串二 了刷丁字二明 I 菊「既発見 

10 ヽ1 宮子( 土(弾く繍 倣ノ布地 」とー J二 子朝丁字l 新規発見 

11 ヽ1I〕5(う11こう8 宮仕こ 二上島 鵠 故布地 」と臆 I二 子討丁 新規発見 

1’) 古ハこ 須恵器 敵布地 北上高二‾ 二子町字高I壷 新規発見 

仁† ヽ/ 亘 二子一里塚 近世 一里塚 北上吊二十町字高庇 

上l ヽ 討櫨文 フレーク 敵布地 北上吊二二千一間 ー:!呼 1 新規発見 

15 ヽノ 561189 古八: 須原 鵠 倣和地 北上吊二二一千的 野 H 新規発見 

書出 ヽ 中村 細文・古lヾ 郷文士器・土聞置器・須憩鵜 集落跡 北上証 子町字中村 

1了 ヽノ 引I売 半安 土手据器・須,直器 集落跡 」ヒ士 十二 子的 I=端! 

翻蘭書音 
18 ヽI 古イ( 土師器さ 敵布地 」と士 ;二 子咽 :豊野即 新規発見 

19 ヽノ1 古八二 二上 器!・須恵器 改布地 北士 J_ 二子町 岡畠 帝「既発見 

20 ヽ/ 手刈 細文・弥生・半安 親父土器・フレーク 集落跡 」ヒ上帝 子的「:‾ 千刈 

21 ヽ1 宮仕こ 二上 ま鵠 敵布地 北上直二二十町 :押し = 新規発見 

’) ヽノ 親し文・古代 こ細’↓ 二鵠・土師鵠 敵布地 ]ヒ士 i二二二手I町二‾ 自I芋 新規発見 

こう う 野生Il 郷文・弥生・古尺 縄文土器・弥生土器・土師器・須恵器 牧布地 北士 J二二十田子宇野用 

寸 ヽ1E5(う 2254 中I吾l表 古仕 上的 ’器 改布地 」ヒ臆 i二二十町’十二野【 li 

こ) 邸汚く 北上 子二子町子 

÷駆地方道’"占l最’ 頂紙君用地lズ道路改良 事業者:宮古地方振興Ii追二本部 調和巨細「∴中城9年1幻」18 」 

主要地方道確聞構手練湯本地区道路離伽=業 事業者‥北上地方振興局土木部 調査‡ 明し」:半I或9年12月18Ll 

Nu 主遺跡コード 遡 跡 名 時 八二 通 柵 ・ 週 物 珊 瑚 所 在 地 櫛i∴ニ考 

1 ヽ重Dこう8 2212 消,水ケ野 細片文 細l文二上器主・石 嵩 負!宅洛跡 湯即町満水ケ野 

2 ヽノID38 2159 
湯即時上蕩 トロ 可能性あり 

こう ヽID.18 02こ 中鍋 中世 堀・士基・郡・井声 城館跡 湯田町上湯田 

」ヒ上 川上漁況域下水道石鳥谷幹線築造 一事業者:北上川上 溌流域下水道一事妨新 調査期日 平成9年12月18【」-1!) ‾う 

中間間地域総合鷺鮪事業場劉ヒ西地区 単葉者:岩手北都土地改良事業所 調査期細 半成9年12月2(用 

No 道跡コード 王避 跡 名 時 l( 道 筋 ・i出 物 椰 別 I所 在 地 仇高 二考 

1 JF了 1()5(う 糾l文 郷文士 鵠 敵布地 聯巻 町鵜巻地内 新規発見 

’) 

」F了 2111 糾!文 斜u文士 器 敵イ1 地 排;巷 町ふき巷地囚 新規発見 

こう JF7 0こう8 細文 糾文士 器 嵩 敵イ 地 梯巷的丁場巷地困 新規発見 

JF7 黒)2 細文 親文 l 鵠 倣布地 増巷 汀勝進地囚 新規発見 

JF7 2198 緋文 細文」 圭鰐 敬二布地 梯巻 町境替地困 新規発見 

点 JF82 01(う6 細文 細文二1 ♯ 器 敵布地 拭巷 町聯巻弛困 新規発見 

I JF82臆025こう 細文 緋文」 鵠 敵布地 ‾騰巻町増益地面 新規発見 

8 JF82() 了0 即尺詳】」 細文 細り文二1 鵠 敵布地 梯巷町境巷地囚 

県際交流促、 道路鮪備了事業下野場工区 事業者:二Ii地方振興局土木部 調査期日 当成10隼1月了ロー8円 県際交流促進道路鮪備了事業下野場工区 事業者:二Ii地方振興局土木部 調査期日、出光10隼1月了【】̃8【」 

Nしl 週跡二J-ド i盤 跡 名 時 l\ 週 棚 ・ 造 物 細 別 亘 て生 地 備 考 

1 IF6 一二年)1 刈放I i\/ 親父 郷文土器 敵布地 t唯来町吊 家 

2 IF6 31!) 刈敷I IIl● 紳上文 郷文士籍 敵布地 羊帝I町∴ j家 

3 萱F了2臆0之(うこう 向持家二幸中川 細文 細文上総 敬布地 k来町郎家 
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ー一般県道宮古山田線石岬‡也医道佳各改良 型業者・串奮坤!力振興局二ヒント郡 調宇土期し」 ‾1弓以上。牛1月・川口 

Nひ 追跡コード 遺 跡 名 I時 代 遊 離 ・i盤 物 種 別 所 在 地 鯛 二宮 

1 しG63臆2133 羽々の下I 郷文 縄文土器・土師器・須恵器・スラグ 散在 地・製鉄跡 L出1洞丁羽々の‾下 

2 しG63臆2153 羽々の下I 細文 糾l文土器・スラグ 敬布地・製鉄跡 I」出川J羽々の下 

3 しG63臆2156 山田町耽間根白山 可能・匿あり 

媒埠急傾斜地崩壊対策事業花泉地区 部業者:一閃地方振興局土木部 調査畑田 平域10年之月25日

No 遺跡コード 遺 跡 名 時 代 過 榔 ・ 遡 物 椰 別 所 窮 地 傭音∴考 

1 OE49臆0013 三悪前古環 中世・細文 j象 敵布地 花 長町日形雪消水 

2 OEこう6臆1235 和泉館跡 中世 堀・土壁・曲輪 城 跡 花 長町築 I前 

こう OE26・2262 奈良坂 親!文 細文土器・石盤 敵布地 花 長町築館前 

4 OE26臆2253 商森組 中世 メ掘・上里主・幽輪 城館跡 花泉町築館筋 

担い手育成基媛整備部薬湯本籍四地区 事業者:花巻土地改良型葉新 調査期日 平成10牢こう月5日

No 遺跡コード 遺 跡 名 時 代 追∴構 ・ 遺 物 細 別 所 在 地 鯛 二考 

l ヽ/量E17-0284 長沢11 細文 細文ニ土器 敬布地 石 も谷町子 五大 革 

2 ヽ/量E17し0294 良沢暮I 細文 細文土器 敵布地 石 ↓1今博子 五大 玉 

3 八4E17臆1217 長沢l\ 細文 細文土器 敵布地 石 も谷町ユ工人 

No 遺跡コード 遺 跡 名 時 代 選 榔 ・ 遺 物 細 別 新 二紅 地 〈脇 二年 

1 ん置E66-1 63 二立ノ花館 二幸安 土師器 敵布地・‡成館跡 北上吊 立花 

2 八ノIE66つ235 古代 土師恕 敵布地 北臆 吊 王柁 新規発見 

3 NIE66」237 館II 紬1文 糾l文土器 敵布地 北」 市 立花 

4 h4E66臆1209 
i 

糾l文 敵布地 北上 吊立花 

人市川広域河川改修可[葉A 耶業者:水沢地方振興局土木部 調的明し】平成10年3月5H 

No ま盤跡コード i鐙 跡 名 時 代 逝 榔 ・ 遺 物 椰 別 所 存,∴∴地 〈縮 写 

1 大量E8了臆0254 細文 細文土器 敵布地 江二 時間Ii煉・新田 新規発見 

2 八・(IE78臆2071 糾l文 細1文士怒 敬布地 江 古事広‡頼 新規発見 

3 八4E8了臆039l 堂の下古墳 古.頃? 豊頬 江華 」了事広瀬 
i 

4 ME8了臆1300 三の関 古代・中世 敵布地・城館跡 丁 」苗月i原・新田 

5 ME87-1205 茶日蝕跡 細文 為り文二土器 倣布地 工 川了広瀬 

伊手 川河川局部改良型薬 うで業者:水沢地方振興局土木部 調査期日 叩成10隼3月5口 

山本用荒廃砂防草葉 事業者:水沢地方振興局土木部

金ヶ崎町郁出汁画通路街路事業 事業者:水沢地方振興局土木部

国王二王笠沢荒廃砂防都築

農先度道整傭耶葉奥玉北部 事業者:両群土地改良一事楽所 調剤肌‾)’出要10年3 

No 遺跡コード 遺 跡 名 時 代 遡 椰 ・ 遺 物 種 別 所 存,∴∴地 備i 一考 

1 1 F82-10 4 物見石I 糾!文 糾l文士薄手・石器 敵布地 千・厩叫喚」三千 物見石 

2 1 F82-10 こ) 物見石II 糾!文 糾!文土器 倣布J也 千I蹄町史玉子 物見右 

3 NF82臆1068 物見石I‖ 細し文 縄文土器・石器 敵布地 手I暖町奥玉字物見石 

畑地稚総会整備事業藤崎地区 事業者‥面舞上的改良型薬所 調査畑田 平I)幻0隼3月10日 



N(し 道跡二主音ド 避 跡 名 時 八二 造 描 ・ 造 物 柵 別 所 布 地 備音∴考 

1 萱_I:25 2361 本舗 有年こ 集洛跡 確聞出羽瑛子 /ト 置 

2 柚子ィ、 古八二 須忠鵠 集落跡 櫨岡il声明1易 十 郁千イド 

こう LE25 2309 因幡 為り文・古ィ、 集落跡 確聞吊羽場 了 因幡 

▲1 LI:25 2321 〈戚聞直羽場 可I滝出あり 

N(1 遡跡ニI-ド 迅:塑亦∴名 I時 l、 道 購 ・ 造 物 利l∴∴∴∴男I」 所 在 地 l筋 二考 

1 JI丁O3 22`16 古いこ 士帥器 敵布地 軽米町宮沢 新規発見 
2 」I丁Oこう 2267 古代 士帥鵠 敵布地 軽米町宮沢 新規発見 
:う J重∫1ノ10110 軽米【町宮沢 中高E†生あり 
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柳之御所遺跡整備調査事業

(柳之御所遺跡第47次調査)

所在地:西磐井郡平泉町平泉字柳之御所

調査主体:岩手県教育委員会事務局文化課

調査機関:平成9年3月10日一3月31日(15山田)

調査面積: 180m2

協力機関:岩手県立博物館 平泉町教育委員会

1 はじめに

柳之御所遺跡は平泉町市街地の東端に位置し、北上川

右岸の標高25m±の河岸段丘縁辺部に立地している。遺

跡は北西から南東に細長くその面積は約11方正である。

遺跡の北端は高館と隣接し、西側は猫間が淵、東側は北

第124図 柳之御所遺跡の位置

上川、南側は沖積地に囲まれている。

柳之御所遺跡の部分的な調査は昭和の初期から行われており、昭和40年代以降は平泉遺跡調査会が主体と

なり組織的な調査が継続的に実施されてきた。昭和63年には一関遊水池事業に伴う築堤工事及び平泉バイパ

ス工事に係わり、平泉町教育委員会と㈱岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターによる緊急発掘調査が平

成5年度まで継続的に実施された。その結果、柳之御所遺跡は12世紀奥州藤原氏と密接な関わりを持つ重要

な遺跡であることが次第に明らかにされてきた。その間、平成4年度と同5年度には当課と平泉町教育委員

会が範囲確認調査を2カ年にわたり実施している。これら、緊急発掘調査と範囲確認調査の結果から、建設

省では「我が国の歴史を解明する上で極めて重要な遺跡」であるとの判断から事業予定地の計画変更が行わ

第125図 柳之御所遺跡第47次調査区位置図
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れ遺跡が永久保存されることとなった。さらに、平成7年3月には国指定史跡の申請が文化庁に対して行わ

れ、平成9年3月に国指定史跡として官報告示された。

2 第47次調査の概要

本年度の調査は範囲内容確認が目的であり、柳之御所遺跡では第47次の調査に相当する。調査区は、県道

相川一平泉線の北側で平成元年度に㈱岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが調査を実施した第23次調

査区の東側の地区に相当する。凡その位置は、東西ラインで93へ101、南北ラインで80̃86のラインに囲まれ

た地区が該当し、現在まで調査が一度も実施されていない地区である。遺跡の東側の縁で北上川に向かい地

形が急傾斜していく部分に相当する。調査の性格上、遺構検出を主眼としたため各遺構の精査は半裁に止め

ている。本稿では調査の概要を報告し、細部にわたる正式報告については次年度調査結果と併せて報告の予

定である。

調査区は、第23次調査区に隣接した地区を西側調査区、その東側を東側調査区として調査を実施した。そ

の結果、溝状遺構15条、土坑11基、柱穴状ピット75個を検出した。土抗とした遺構のなかには規模や壁土の

状況から井戸状の遺構になると推定されてるものも含まれている。西側調査区は第23次調査区と隣接した区

域であり、遺構検出面まで50cmと浅く旧住宅地跡と重複しているため撹乱を受けている部分が多く遺構の遺

存状態は良好ではない。溝状遺構としたものも壁土に近現代の新しい遺物を含んでおり、多くは暗渠の施設

に係わるものと思われる。

SKO5土坑は西側半分について精査を行った。開口部は0.95mXl.2mの規模で、平面形は隅丸長方形で埋土

の最上部に半頭大一頭大の角礫・亜角礫を多量に含んでいる。意図的に礫を配した状況は認められないが、

地山を構成している黄褐色粘土をブロック状に含むことから人為的に投棄されたものと思われる。

SKO5上境の西側に位置するPP34からは図示したかわらけの完形品̃略完形品が出土している。

これらのかわらけは炭化物やかわらけ細片を多く含む層から出土している。開口部は0.85mXO.95mの規

模で平面形は略円形である。深さ50cmまで精査をおこなった。この遺構は建物を構成する柱穴ではなくある

種の土境と推定される。また、この遺構からは灰褐色をした土壁の破片と思われるものが出土している。

今回の調査で、総量約47kgのかわらけが出土した。点数は少ないが、他に渥美焼・常滑焼・産地不明の須

恵器系陶器などの国産陶器、近世陶磁器片が出土している。なお、今回の調査区からは瓦・貿易陶磁器類は

出土していない。

今回の調査区は第23次調査区に隣接した区域で23SAOl塀跡の外側の地域である。前回の調査区と同様柱

穴類などの遺構密度はあまり高くない地域である。これは、近現代の宅地造成の際にかなり削平を受けてい

ることに起因しているほかに、遺跡中枢部の縁辺部であることが反映していると思われる。また、 12世紀と

推定される土坑類・井戸状遺構も検出されているが、今回の調査区では大型の建物群を構成するような柱穴

類は検出されていない。柱穴類については次年と前回までの調査成果と再検討のうえ後日報告の予定である。
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西側調査区

第126図 柳之御所遺跡第47次調査遺構配置図
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第127図 柳之御所遺跡第47次調査出土遺物
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版図真写Ⅴ





上 目の田町I遺跡遺構検出状況

3.中半入遺跡旺畔状遺構検出状況

5.中半入遺跡陸畔状遺構検出状況

7.長倉Ⅶ遺跡住居状遺構

2.中半入遺跡近景

4.中半入遺跡畦畔状遺構検出状況

6.宿下遺跡土坑断面

写真図版1 平成9年度岩手県内遺跡発掘調査
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9.内沢II遺跡埋設土器検出状況

=.大向上平遺跡住居跡検出状況

13.岩谷堂橋本I遺跡焼土遺構

17.鳶ケ平遺跡日7遺構遺物出土状況

「ロ.島田II遺跡住居跡検出状況

12.須崎遺跡遺構検出状況

14.後田I遺跡井戸跡

16.鳶ケ平遺跡D l遺構断面

18.鳶ケ平遺跡日7遺構断面

写真図版2 平成9年度岩手県内遺跡発掘調査
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l :石持I遺跡

4 :上駒板遺跡

有 終∴任

7 :清水遺跡

命
題
事

10 :安栖野遺跡

13 :西長岡長谷田遺跡

1差持続声
へ、

2 :似内遺跡

.
〕

′
夢二

田
園
闘
圏

輩態轡

5 .声名沢II遺跡

8 :野沢Ⅵ遺跡

圏夏園

11.西長岡長谷田遺跡

写真図版3 岩手県内遺跡出土遺物
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葛勝仁

圏圏圏

3 二高松寺跡

6 :秋浦I遺跡

9 :町場I遺跡

12 :西長岡長谷田遺跡



ヾ遜誉畿欝

14:草刈中屋敷I遺跡

17 :中半入遺跡

21:商圏I遺跡

24:小出I遺跡

27:砂子沢I遺跡

15 :本巻遺跡

18:長袖I遺跡
19:南田I遺跡

22.宿下遺跡

25:大向II遺跡

28 :岡村遺跡

写真図版4 岩手県内遺跡出土遣物
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「6:水ノロ遺跡

2ロ:南田I遺跡

23 :龍ケ馬場遺跡

26 :立石沢II遺跡



29 :鳶ケ平遺跡

32 :鳶ケ平遺跡

35 :内沢環状列石

38二島田II遺跡

怠百

3ロ:鳶ケ平遺跡

33 :鳶ケ平遺跡

36:内沢工遺跡

的二島田I工遺跡

も_.-、′

39 :島田II遺跡 40 :島田II遺跡

写真図版5 岩手県内遺跡出土遺物
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31 :鳶ケ平遺跡

一躍懸鱗

34 :鳶ケ平遺跡

37:内沢II遺跡

42.島田II遺跡



東側調査区(東方向より)
調査区全景(北西方向より)

47S KO3土坑断面
47SKO5土坑断面

写真図版6 柳之御所遺跡第47次調査遺構・出土遺物
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